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平成17年１月１日に､ 旧唐津市と東松浦郡の７町村 (浜玉町､ 厳木町､ 相知町､ 北波多村､ 肥前

町､ 鎮西町及び呼子町) が新設合併､ 平成18年１月１日には､ 東松浦郡七山村を編入合併し､ 人口

約13万５千人､ 面積487.45平方キロメートルの新唐津市が誕生しました｡

行政運営にあたっては､ 行財政の効率化を図るとともに､ すべての市民が誇りを持って､ 自らの

知恵と工夫で地域の課題を解決しようとする積極的な自主自立の意識をもった取り組みを促し､ 市

民社会組織を中心として企業や関係団体等との総合的な連携に繋げたまちづくりを進めるため､

『市民力・地域力によるまちづくり』 を基本理念に掲げた ｢第２次唐津市総合計画｣ を策定し､ そ

の実現に邁進しているところです｡

私たちのまち ｢唐津市｣ は九州の西北部にあって､ 福岡市及び佐賀市から各々所要約１時間の場

所に位置し､ 北方は玄界灘に面し７離島を擁し､ 玄海国定公園の美しい海岸線と中央部から東南､

西北に広がる豊かな平坦地を有し､ 一級河川松浦川が市の中心部を流れ､ 東南部から西部一帯にか

けて天山山系の山岳地と丘陵性高地が連なっています｡

こうした､ 海､ 山､ 川といった自然の地理的環境に影響を受けて､ 唐津地方の歴史的変遷は進ん

できました｡ 原始古代以来､ 先進文化の流入地として､ 中国や朝鮮半島から人が訪れ､ 文物がもた

らされる場所でした｡ この地方に残る神功皇后の伝説や松浦佐用姫の悲恋物語は､ 万葉集にも歌わ

れ､ 松浦の地は彩り豊かな外来文化の土地として知られます｡

とりわけ､ 昭和55年に発見された菜畑遺跡は水田跡､ 炭化米､ 木製農具などによって日本最古の

稲作遺跡として貴重なものとされています｡ ３世紀の中国の史書 ｢魏志倭人伝｣ には末
まつ

盧
ろ

国
こく

(この

地方の名) が初めて記されており､ 奈良時代以降､ ｢松浦｣ の呼称を経て､ 室町時代には ｢大陸､

半島に渡るみなと (津)｣ として唐津の地名が生まれたといわれています｡ 桃山時代､ この地は豊

臣秀吉の朝鮮出兵の基地となり､ やがて唐津藩初代藩主寺沢
てらさわ

志
し

摩
まの

守
かみ

広
ひろ

高
たか

が満
まん

島
とう

山
ざん

に唐津城を築き､

現在の唐津の町並の基礎を造りました｡ その後､ 徳川幕府約300年を経て維新廃藩置県となり､ 明

治22年唐津に町制が施行され､ 昭和７年１月１日旧唐津市の市制施行により佐賀県第二の都市とし

て発展を続けています｡ 唐津炭田の石炭積出港として栄え､ 日本三大松原 ｢虹の松原｣ を中心とし

た玄海国定公園､ 玄海海中公園の自然景観美と玄界灘の新鮮な味覚､ 旧城下町をはじめとする歴史

的佇まいと無形文化財唐津くんちの祭礼､ そして伝統工芸唐津焼の観光地として発展するとともに､

近代都市としてのまちづくりが進展してまいりました｡
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① 明治22・４・１ 町制施行

② 大正13・１・１ 満島村を合併

③ 昭和６・２・１ 唐津村を合併

昭和７・１・１ 市制施行

④ 昭和16・11・３ 佐志町を合併

⑤ 昭和29・11・１ 鏡・久里・鬼塚・湊の各村合併

⑥ 昭和33・１・１ 切木村の一部大良地区編入

⑦ 平成17・１・１ 唐津市・浜玉町・厳木町・相知町・北波多村・肥前町・鎮西町・呼子町合併

⑧ 平成18・１・１ 七山村を編入合併
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(令和３年４月１日現在)

世 帯 数
人 口

面 積
男 女 総 数

50�507世帯 56�065人 62�493人 118�558人

487�60�593世帯 194人 589人 783人

�������
 ������� ����	�� �����
��

(住民基本台帳調)

区 分 面 積
(�)

人 口 (人) 人口密度
１�当り
(人)

世 帯 数

(世帯)

一 世 帯
当り人口
(人)

摘 要
総 数 男 女

大正９年 － 26,140 13,066 13,074 － 5,371 4.87 唐津町(明22.４.１町制施行)
満島村合併(大13.１.１)

市制施行(昭７.１.１)
人口 32,945人
世帯 6,508世帯

佐志町合併(昭16.11.３)

鏡村､ 久里村､ 鬼塚村､ 湊村
合併(昭29.11.１)
北波多村大杉字白石編入(昭 30.1.1)
切木村一部編入(昭33.１.１)

唐津市､ 浜玉町､ 厳木町､
相知町､ 北波多村､ 肥前町､
鎮西町､ 呼子町合併(平17.1.1)
七山村編入(平18.１.１)

大正14年 － 28,005 13,891 14,114 － 5,717 4.90

昭和５年 － 29,149 14,157 14,992 － 5,972 4.88

昭和10年 30.08 31,059 15,001 16,058 1,032.5 6,230 4.99

昭和15年 30.08 31,342 15,138 16,204 1,042.0 6,294 4.98

昭和22年 46.54 49,668 23,331 26,337 1,067.2 11,033 4.50

昭和25年 46.54 51,820 24,324 27,496 1,113.5 11,024 4.70

昭和30年 115.31 76,899 36,673 40,226 666.9 15,108 5.09

昭和35年 125.94 77,825 36,649 41,176 618.0 16,874 4.61

昭和40年 126.33 73,999 34,478 39,521 585.8 17,657 4.19

昭和45年 126.43 74,233 34,564 39,669 587.1 19,383 3.83

昭和50年 127.02 75,224 35,002 40,222 592.2 20,842 3.61

昭和55年 127.02 77,710 36,419 41,291 611.8 22,828 3.40

昭和60年 127.33 78,744 36,765 41,979 618.4 23,405 3.36

平成２年 127.42 79,207 36,968 42,239 621.6 24,497 3.23

平成７年 127.48 79,575 37,261 42,314 624.2 25,925 3.08

平成12年 127.49 78,945 36,834 42,111 619.2 26,740 2.95

平成17年 424.53 128,567 59,956 68,611 302.8 42,743 3.01

平成22年 487.48 126,926 59,221 67,705 260.4 43,651 2.91

平成27年 487.58 122,785 57,547 65,238 251.8 43,872 2.80

(参考)令和３年 487.60 119,341 56,259 63,082 244.8 51,100 2.34

注) 大正９年､ 14年､ 昭和５年は昭和７年市制施行区域内組替人口､ ほかは国勢調査人口
注) 平成12年までは､ 旧唐津市の人口､ 面積を表記
注) 面積は国土地理院市区町村面積調による
注) 令和３年は住基人口＋外国人登録者数

(外国人)

�� ��
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氏 名 役 職 名
就 任 年 月 日
(当初就任年月日)

栗 原 宣 康 教 育 長
令和３. ４. １
(平成30. ４. １)

氏 名 役 職 名
就 任 年 月 日
(当初就任年月日)

冨 永 祐 司
教育委員兼

教育長職務代理者
平成31. ２. 17
(平成19. ２. 17)

宮 � 美 和 委 員
平成30. ２. 17
(平成27. ４. １)

篠 原 智 文 委 員
令和２. ２. 17
(令和２. ２. 17)

石 山 貴 子 委 員
令和３. ２. 17
(令和３. ２. 17)
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庶 務 係
� � � 	 �

施 設 係

教職員人事係
� � � � �

指 導 係

学校支援係
� � � � �

学 務 係

���������� 東部学校給食センター

社会教育係

人権・同和教育係

青少年支援センター
��� !"#�

�
�

	
�

�
都市コミュニティセンター

文化財保護係

文化財調査係

庶 務 係

学 芸 係
$ % & ' (

図書サービス係

相知図書館

)*+,����- ./0��� 教育係

12+,����- ./0��� 教育係

34+,����- ./0��� 教育係

567+,����- ./0��� 教育係

89+,����- ./0��� 教育係
肥前学校給食センター

:;+,����- ./0��� 教育係
鎮西学校給食センター

<=+,����- ./0��� 教育係
呼子学校給食センター

>?+,����- ./0��� 教育係
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組 織

職 名

教

育

企

画

課

教

育

総

務

課

学

校

教

育

課

小

・

中

学

校

学

校

支

援

課

生
涯
学
習
文
化
財
課

公

民

館

(

相
知
図
書
館
含
む)

近

代

図

書

館

浜
玉
市
民
セ
ン
タ
ー

産
業
・
教
育
課

厳
木
市
民
セ
ン
タ
ー

産
業
・
教
育
課

相
知
市
民
セ
ン
タ
ー

産
業
・
教
育
課

北
波
多
市
民
セ
ン
タ
ー

産
業
・
教
育
課

肥
前
市
民
セ
ン
タ
ー

産
業
・
教
育
課

鎮
西
市
民
セ
ン
タ
ー

産
業
・
教
育
課

呼
子
市
民
セ
ン
タ
ー

産
業
・
教
育
課

七
山
市
民
セ
ン
タ
ー

産
業
・
教
育
課

(

４

箇

所

)

給
食
セ
ン
タ
ー

計

教 育 部 長 1 1

教 育 副 部 長
(市民センター長) 1 1 �1��1��1��1��1��1��1��1�

2
�8�

課長･館長･所長 �1� 1 1 1 �1� 1 �1��1��1��1��1��1��1��1�
1

�3�
5

�13�

副 課 長 1 2 1 4

係 長 ・ 主 幹 1 2 2 1
�2�

6
�2�

3 1 �1� 1 1 1 1 1 1 2 24
�5�

主 査 3 4 4 2 1 2 1 1 1 1 20

副 主 査 2 1 1 2 1 1 1 9

一 般 職 員 2 5 34 6 5 2 2 1 1 20 78

一

般

職

員

の

内

訳

(事務職員) 2 5 5 2 1 1 1 17

(指導主事) 5 5

(調 理 員) 15 1 1 20 37

(用 務 員) 8 8

(学校事務員) 9 9

(図書事務) 2 2

会計年度任用職員 6 165 1 22 54 13 1 9 271

会計年度任用職員
(事務補助) 1 69 9 4 35 118

計 2
�1�

12 14 268 11
�2�

50
�3�

54 29 3
�2�

3
�3�

3
�2�

3
�2�

3
�2�

3
�2�

3
�2�

3
�2�

68
�3�

532
�26�

(令和３年５月１日現在)

〈 〉は兼務
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(単位：千円)

歳 入 歳 出

款 別 金 額 構成比(％) 款 別 金 額 構成比(％)

1 市 税 12�161�877 16�7 1 議 会 費 373�387 0�5

2 地 方 譲 与 税 507�361 0�7 2 総 務 費 15�917�931 21�8

3 利 子 割 交 付 金 10�925 0�0 3 民 生 費 21�460�343 29�4

4 配 当 割 交 付 金 32�815 0�0 4 衛 生 費 6�639�959 9�1

5 株式等譲渡所得割交付金 20�153 0�0 5 労 働 費 50�931 0�1

6 地 方 消 費 税 交 付 金 119�274 0�2 6 農 林 水 産 業 費 4�371�470 6�0

7 ゴルフ場利用税交付金 2�550�968 3�5 7 商 工 費 1�449�823 2�0

8 自動車取得税交付金 31�000 0�0 8 土 木 費 4�384�515 6�0

9 環 境 性 能 割 交 付 金 33�750 0�1 9 消 防 費 2�441�523 3�4

10 地 方 特 例 交 付 金 376�232 0�5 10 教 育 費 7�534�833 10�3

11 地 方 交 付 税 17�885�505 24�5 11 災 害 復 旧 費 86�749 0�1

12 交通安全対策特別交付金 27�500 0�0 12 公 債 費 8�116�678 11�1

13 分 担 金 及 び 負 担 金 377�423 0�5 13 予 備 費 120�000 0�2

14 使 用 料 及 び 手 数 料 1�282�749 1�8

15 国 庫 支 出 金 9�272�833 12�7

16 県 支 出 金 6�853�764 9�4

17 財 産 収 入 174�703 0�2

18 寄 附 金 3�000�009 4�1

19 繰 入 金 5�402�622 7�4

20 繰 越 金 1 0�0

21 諸 収 入 952�778 1�3

22 市 債 11�873�900 16�3

� � � 
 ���������� ����� � � � 
 ���������� �����

(単位：千円)

区 分年度別 一般会計決算額� 教育費決算額� Ｂ／Ａ ％ 備 考

平成17年度 64�475�301 6�466�802 10�0 決 算

平成18年度 58�937�465 5�924�610 10�1 〃

平成19年度 61�523�552 6�888�426 11�2 〃

平成20年度 61�789�555 6�290�928 10�2 〃

平成21年度 64�791�821 6�375�264 9�8 〃

平成22年度 61�206�384 5�867�152 9�6 〃

平成23年度 63�342�541 6�665�293 10�5 〃

平成24年度 62�340�042 8�429�944 13�5 〃

平成25年度 62�281�381 6�212�689 10�0 〃

平成26年度 66�286�620 6�067�792 9�2 〃

平成27年度 68�967�150 8�223�965 11�9 〃

平成28年度 75�086�828 9�315�533 12�4 〃

平成29年度 72�705�625 7�284�957 10�0 〃

平成30年度 77�523�788 9�230�167 11�9 〃

令和元年度 69�232�902 7�592�392 11�0 〃

注) 17年度は唐津市と旧七山村分を合算して計上
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(単位：千円)

区 分

項
目 金 額

財 源 内 訳

国庫支出金 地 方 債 そ の 他 一般財源

１ 教育総務費

１ 教 育 委 員 会 費 3�511 0 0 0 3�511

２ 事 務 局 費 708�488 4�580 3�600 181�625 518�683

� 711�999 4�580 3�600 181�625 522�194

２ 小 学 校 費

１ 学 校 管 理 費 1�013�684 26�797 25�800 168�952 792�135

２ 教 育 振 興 費 237�151 3�904 0 112�715 120�532

３ 学 校 建 設 費 2�383�186 58�120 1�733�300 591�766 0

� 3�634�021 88�821 1�759�100 873�433 912�667

３ 中 学 校 費

１ 学 校 管 理 費 431�179 60 11�300 84�312 335�507

２ 教 育 振 興 費 210�286 5�785 0 74�474 130�027

３ 学 校 建 設 費 0 0 0 0 0

� 641�465 5�845 11�300 158�786 465�534

４ 社会教育費

１ 社会教育総務費 453�729 16�127 0 20�850 416�752

２ 公 民 館 費 521�169 0 62�200 96�141 362�828

３ 近 代 図 書 館 費 260�736 0 54�900 35�905 169�931

４ 社会教育施設管理費 97�485 0 55�600 7�473 34�412

５ 文 化 振 興 費 72�066 8�043 0 38�467 25�556

� 1�405�185 24�170 172�700 198�836 1�009�479

５ 保健体育費

１ 保健体育総務費 363�452 0 0 73�599 289�853

２ 体 育 施 設 費 405�888 84�240 84�200 61�372 176�076

３ 文 化 体 育 館 費 64�956 0 0 15�770 49�186

４ 給食センター費 307�867 0 0 251 307�616

� 1�142�163 84�240 84�200 150�992 822�731

� � ��������� ����	�	 ������
�� ���	��	�� ������	��
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(単位：千円)

区 分
項 目 平成29年度 平成30年度 令和元年度

１ 教育総務費

１ 教 育 委 員 会 費 3�460 3�466 3�485

２ 事 務 局 費 715�424 661�137 709�344

� 718�884 664�603 712�829

２ 小 学 校 費

１ 学 校 管 理 費 961�864 1�044�814 974�833

２ 教 育 振 興 費 184�230 180�039 140�539

３ 学 校 建 設 費 936�177 1�650�592 158�995

� 2�082�271 2�875�445 1�274�367

３ 中 学 校 費

１ 学 校 管 理 費 486�685 964�991 762�457

２ 教 育 振 興 費 129�801 127�670 118�676

３ 学 校 建 設 費 1�444�928 1�218�718 1�515�563

� 2�061�414 2�311�379 2�396�696

４ 幼 稚 園 費 １ 幼 稚 園 費 72�089 72�567 49�889

５ 社会教育費

１ 社 会 教 育 総 務 費 418�018 676�360 430�602

２ 公 民 館 費 437�992 919�511 376�855

３ 近 代 図 書 館 費 188�799 280�162 195�958

４ 社会教育施設管理費 31�903 33�278 32�533

５ 文 化 振 興 費 91�647 138�468 94�437

� 1�168�359 2�047�779 1�130�385

６ 保健体育費

１ 保 健 体 育 総 務 費 319�867 305�920 310�979

２ 体 育 施 設 費 538�612 511�544 1�260�878

３ 文 化 体 育 館 費 74�699 94�756 72�104

４ 給 食 セ ン タ ー 費 248�762 346�174 384�265

� 1�181�940 1�258�394 2�028�226


 � ��������� ����	�
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[令和２年３月23日策定]

� ������	
�

｢地方教育行政の組織及び運営に関する法律｣ の改正 (平成27年４月１日施行) により､ 教育の

政治的中立性､ 継続性・安定性を確保しつつ､ 地方教育行政における責任体制の明確化､ 迅速な危

機管理体制の構築､ 地方公共団体と教育委員会の連携強化と､ 地方に対する国の関与の見直しなど

制度の抜本的な改革が図られました｡

近年の教育行政においては､ 福祉や地域振興などの一般行政と密接な連携が必要になっており､

地域住民の意向をより一層反映させることが求められています｡

このような状況を踏まえ､ 改正法第１条の３第１項の規定に基づき､ 本市における教育､ 学術及

び文化の振興に関する総合的な施策について､ その目標や施策の根本となる方針を大綱として策定

します｡

本市の教育大綱は､ 平成27年３月に策定した第２次唐津市総合計画 [前期基本計画] における基

本目標 ｢生きる力に満ちた人をはぐくむまちづくり｣ を実現するための教育行政に関する施策の基

本方針と位置づけ､ 市長と教育委員会が密接に連携を図りながら､ 大綱に基づく教育施策を展開し

ていくこととします｡

� 
���

本市の教育大綱の期間は､ 令和２年度から令和６年度までの５年間とします｡

� ����

本市の教育､ 学術及び文化等の振興に関する総合的な施策 (以下 ｢教育等の総合的施策｣ という｡)

が目指す最終的な姿と､ これを実現するための施策展開において､ 最も重要かつ包括的な理念は､

次のとおりとします｡

『生きる力に満ちた人をはぐくむ』

■目指す姿

・本市の将来を担う子どもたちが､ 健全に育成されるための環境が整っている｡

・学校､ 家庭､ 地域が一体となって､ 子どもたちの基礎学力の向上を図り､ 自ら学び､ 考え､ 行

動できる ｢生きる力｣､ ｢心豊かな子ども｣ をはぐくむ体制が確立されている｡

・地域住民自らが､ 地域における生きがいとふれあいを目指し､ 地域コミュニティーの創造に参

画できる体制が確立されている｡

・すべての人が､ 個人として尊重される社会が実現されている｡

・子育て・介護の時間や自己啓発の時間､ 文化・スポーツ等を楽しむような ｢個人の時間｣ をも

つことができ､ 健康で豊かな生活を維持する環境が整っている｡

・障がいのある人にもやさしく､ すべての人が社会参加できるまちづくりが実現されている｡

� � � � � � �
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教育等の総合的施策は､ 次の３つの方針をもって展開します｡

� 地域の将来を担う人材を育成すること

� 生涯学習を推進し､ 文化財の保護に取り組むこと

� 人権学習と人権啓発を推進すること

■基本方針のねらい

� 地域の将来を担う人材を育成すること

・社会の一員としてのルールを守り､ 貢献しようとする心や他人を思いやる心など ｢豊かな心｣

の子どもをはぐくむ必要があります｡

・子どもたち一人ひとりが持つ能力がそれぞれに発揮され､ 将来にわたって自己実現を目指し

ながら､ 自信に満ちた人生を創造できるように､ 基礎学力をはじめ､ 思考力､ 判断力､ 表現

力､ 主体的に学習に取り組む態度等の ｢確かな学力｣ を身につけさせる必要があります｡

・子どもたちの体力や運動能力を向上させ､ 日常生活における体育・健康に関する活動を促し､

生涯を通じて健康で豊かな生活を送るための ｢健やかな体｣ をはぐくむことが必要となって

います｡

・我が国と郷土唐津の伝統や文化を尊重し､ 国際社会に対応できるように､ 子どもたちの ｢コ

ミュニケーション能力｣ を高めていくことが必要となっています｡

・子どもたちは家庭や地域の中で成長するという基本に立ち､ 家庭と地域が教育の担い手とし

て役割と責任を果たし､ 子どもたちの発達段階に合わせて相互補完する ｢家庭と地域の教育

力｣ の向上が必要となっています｡

・児童生徒に確かな学力を身につけさせ､ 自主性や創造性を培い､ 豊かな情操と健康な身体を

備えた人間の形成を図るため､ 良好な教育環境の整備・充実が必要となっています｡

� 生涯学習を推進し､ 文化財の保護に取り組むこと

・市民が生涯にわたって自己実現を図るための学習機会を提供することが必要となっています｡

・健康で豊かな生活を維持する環境を整え､ 質の高い文化や芸術等に親しめる機会を提供しい

いくことが必要となっています｡

・地域で受け継がれてきた祭りや伝統行事などの継承を支援し､ 史跡や歴史的建造物などの文

化財を保護し､ その活用を図っていくことが必要となっています｡

� 人権学習と人権啓発を推進すること

・あらゆる偏見や差別をなくすため､ 市民の人権意識を高めることが必要となっています｡

・市民一人ひとりが､ かけがえのない人間として尊重される人権教育を推進していくことが必

要となっています｡

■施策推進における基本姿勢

教育等の総合的施策は､ 社会経済情勢の変化､ 教育を取り巻く状況の変化などに迅速かつ的確に

対応していくために､ 国や県の教育に関する計画及び唐津市総合計画との整合を図りながら､ 必要

に応じた見直しを図っていきます｡

また､ 施策推進にあたっては､ 次のことを重視することを基本姿勢とします｡
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� 教育の現場 (学ぶ人と教える人が抱える思い) を優先した取り組みを推進します｡

� 具体的な施策や事業を決定するにあたっては､ 広範な市民の意見を集約し､ 保護者や地域

関係者と議論を重ねます｡

� 具体的施策等には数値目標を掲げ､ 取組み成果と目標達成度を把握分析する ｢ＰＤＣＡサ

イクル｣ を徹底します｡

� ����

３つの基本方針に対して､ ６つの基本施策を掲げます

基本方針１ 『地域の将来を担う人材を育成すること』

� 知・徳・体の調和のとれた ｢生きる力｣ の育成

� 時代の要請に応える教育の推進

� 安全で快適な教育環境の整備・充実

基本方針２ 『生涯学習を推進し､ 文化財の保護に取り組むこと』

� 生きがいのある生涯学習環境の整備・充実

� 受け継がれてきた伝統的・歴史的文化の継承

基本方針３ 『人権教育と人権啓発を推進すること』

� 人権尊重の精神を育成する学校・社会教育の推進

� ���	
�

｢生きる力に満ちた人をはぐくむ｣ ための､ 教育等の総合的施策については､ 次の方向性をもっ

て具体的な取り組みを展開していくこととします｡

また､ 掲げた施策について､ 社会経済情勢や教育を取り巻く状況の変化などに対応する必要が生

じた場合は､ 総合教育会議において調整を図り､ 随時､ 改訂していくこととします｡

基本方針１ 『地域の将来を担う人材を育成すること』

����� ��	�
��
�������������

〇教育の現場 (学ぶ人と教える人が抱える思い) に配慮した取り組みを推進します｡

〇具体的な施策や事業を決定するにあたっては､ 広範な市民の意見を集約し､ 保護者や地域

関係者と議論を重ねます｡

〇具体的施策等には数値目標を掲げ､ 取組み成果と目標達成度を把握分析する ｢ＰＣＤＡサ

イクル｣ を徹底します｡

施策推進における基本姿勢
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・子どもたちの自立の精神を高め､ 社会の一員としてのルールを守り､ 社会貢献しようとする

｢豊かな心｣ の育成に取り組みます

・子どもたち一人ひとりが持つ能力を発揮し､ 将来にわたって自己実現を図り､ 自信に満ちた

人生を創造できる人材の育成に取り組みます｡

・子どもたちの体力や運動能力の向上を図り､ 生涯を通じて健康で安全な活力ある生活を送る

ための基礎となる ｢健やかな体｣ づくりに取り組みます｡

・学校､ 家庭､ 地域が協働し､ 学校運営の改善と家庭､ 地域の教育力向上に取り組みます｡

・情報活用能力やコミュニケーション能力の育成のため､ ＩＣＴを利活用した教育の推進に取

り組みます｡

・我が国と郷土唐津の伝統や文化を尊重し､ 国際社会に対応した人材育成に取り組みます｡

・特別な支援を必要とする児童生徒が､ 一人ひとりのニーズに応じた支援を受けられるよう､

特別支援教育の充実に取り組みます｡

・子どもたちが安全で安心して学べる学校施設等の整備に取り組みます｡

・小中学校の規模適正化と適正配置に取り組みます｡

����

� 主体的・対話的で深い学びの推進

� 心の教育の充実

� 学校体育・健康に関する活動の充実と運動部活動の適正化

���	
 ��
��������
��

����

� 学校､ 家庭､ 地域の役割分担と相互連携

� ＩＣＴを利活用した教育の推進

� 国際社会に対応した人材育成の推進

� 特別支援教育の充実

���	� ��������� 
!"#$%

����

� ユニバーサルデザインに配慮した学校施設の改修､ 増改築の推進

� 学校の規模適正化と適正配置の推進
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基本方針２ 『生涯学習を推進し､ 文化財の保護に取り組むこと』

・生涯にわたって自己実現を図ることのできる学習機会の提供に取り組みます｡

・生涯にわたって読書に親しむことのできる図書館環境の充実に取り組みます｡

・青少年育成やボランティア活動など､ 地域における社会活動の振興に取り組みます｡

・質の高い文化や芸術等に親しめる機会の提供に取り組みます｡

・地域で受け継がれてきた祭りや伝統行事の継承への支援に取り組みます｡

・史跡や歴史的建造物などの文化財の保護・活用に取り組みます｡

基本方針３ 『人権教育と人権啓発を推進すること』

・あらゆる偏見や差別をなくし､ あらゆる暴力を根絶することに取り組みます｡

・すべての人が､ かけがえのない人間として尊重される人権教育に取り組みます｡

・いじめや問題行動の未然防止､ 早期発見と早期対応ができる体制づくりや関係機関との連携

強化に取り組みます｡

����

� 祭りや伝統行事など地域の伝統文化の継承

� 史跡や歴史的建造物などの保護と活用の推進

���	
 ��
�������������������

����

� あらゆる偏見や差別をなくす人権意識の啓発

� 人権教育の推進

� いじめや問題行動の未然防止､ 早期発見と早期対応の徹底

���	� � !"�#��$�%&'�()�*+

����

� 自己実現を図るための学習機会の提供

� 読書に親しめるような図書館環境の充実

� 特色のある地域社会活動の振興

� 質の高い文化や芸術に親しめる機会の提供

���	, -./!01 2345�67589�:;
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まちづくりの基本理念 ｢市民力・地域力によるまちづくり｣

令和６年度に目指す将来像 ｢海と緑にかこまれたここちよい 唐津｣

・本市のもつかけがえのない豊かな自然環境を最大の地域資源として認識

・子どもたちを地域で見守り育てていく地域コミュニティの結束

�
]^_ `��a�=('4�
bcde(�cD

・市の将来を担っていく子どもたちは地域の宝であり､ 子どもたちの健全な育成は地域

の重要な責務

・子どもたちの基礎学力の向上はもちろんのこと､ 自ら学び､ 考え､ 行動できる ｢生き

る力｣ や ｢心豊かな子ども｣ をはぐくむ取り組みを､ コミュニティスクールや地域活

動を通して､ 学校､ 家庭､ 地域が三位一体となり推進

・地域における住民の生きがいとふれあいを目指すため､ 施設の適正配置､ 役割分担､

生涯学習拠点としての機能充実を図り､ 地域住民自らが地域コミュニティの創造に参

画できる体制の整備

・すべての人が個人として尊重される社会を確立するため､ 同和問題をはじめとするあ

らゆる差別の解消に向けた人権教育・人権啓発

・グローバルな人材育成

�
fJg

・地域の将来を担う人材の育成を進める｡

・生涯を通じて知識が習得できる学習環境の整備を進める｡

・住民の生きがいとふれあいを生む地域コミュニティの形成を図る｡

・人権教育､ 人権啓発の推進を図る｡
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� 学校の全教育活動を通して自立の精神を高めるとともに､ 学校・家庭・地域社会が一体となっ

て郷土唐津の自然や伝統・文化の良さを体感できる場などを通して､ 社会の一員としてのルール

を守り貢献しようとする心や他者を思いやる心など ｢豊かな心｣ をはぐくむ｡ また､ 義務教育と

就学前教育との接続を滑らかにし､ 成長・発達に応じた基本的な生活習慣の定着を図る｡

� 子どもたち一人ひとりが持つ能力を発揮し､ 将来にわたって自己実現を図り自信に満ちた人生

を創造できるように､ 中学校区が一体となった教育を推進し､ ｢確かな学力｣ を身に付けさせる｡

� 子どもたちの体力や運動能力の向上を図るため､ 学校における体育・健康に関する活動を充実

させ運動習慣を定着させる｡ また､ 家庭や地域社会との連携を図りながら､ 食育をはじめ日常生

活における体育･健康に関する活動の実践を促し､ 生涯を通じて健康･安全で活力ある生活を送る

ための基礎となる ｢健やかな体｣ をはぐくむ｡

� 国際社会に対応した人材を育成するため､ 日本と郷土唐津の伝統と文化を尊重し､ それらの理

解を基盤とする異文化・国際理解教育を一層推進するとともに､ 小中学校における外国語教育を

充実させ､ 子どもたちのコミュニケーション能力等の向上を目指す｡ また､ ＩＣＴの利活用など

時代のニーズにあった教育を推進する｡

� 家庭教育は教育の原点であり､ 子どもたちは家庭や地域の中で成長するという基本に立ち､ 家

庭・学校・地域が協働し､ 教育の担い手として役割と責任を果たし､ 子どもたちの発達段階に合

わせて相互補完しながら､ 連携を強化し支援する｡ また､ 家庭の教育力を向上させるための啓発

などを行う｡

% �&'(�)*+,-.�/0

市民が､ 生涯にわたって自己実現を図ることのできる学習機会を提供する｡

あわせて､ 生涯を通じて読書に親しめるよう図書館環境の充実を図る｡ また､ 質の高い文化や芸

術に親しめる機会を提供することにより､ 文化向上を目指す｡

さらに､ 地域で受け継がれてきた祭りや伝統行事などの継承を支援し､ 地域の伝統文化の保護を

図るとともに､ 史跡や歴史的建造物などの保護・活用を推進し､ 文化財の普及啓発を推進する｡

1 �2��3�245�)*

日本国憲法および教育基本法の精神とともに､ 唐津市人権教育・啓発基本方針や唐津市いじめ防

止基本方針に基づき､ 学校教育・社会教育の両面を通じて､ あらゆる偏見や差別をなくし唐津市民

の人権意識を高めるとともに､ 子どもたち一人ひとりが､ かけがえのない人間として尊重されるよ

う､ 人権教育を推進する｡

基本方針：令和３年２月24日定例教育委員会承認
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この基本方針を達成するため､ 学校教育､ 社会教育､ 文化財の保存・活用及び人権教育における令

和３年度の主要施策を次のとおり定め､ 国や佐賀県教育委員会及び関係教育機関・団体との連携のも

と､ 広く市民の理解と協力を得ながら､ 積極的かつ着実に施策の推進に努める｡

����� ��	�
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� 学力向上アクションプランによる授業改善と主体的・対話的で深い学びの推進

� 心の教育の充実

� 食育・健康教育の推進と体位・体力の向上

� 安全安心な学校給食の実施

� 幼保小中高の連携の強化と推進

＜令和３年度のねらい､ 目指すべきところ＞

� 児童生徒の主体的､ 対話的で深い学びを推進するため､ 全市統一の学力向上アクションプランに

沿ったカリキュラム・マネジメントや授業をさらに進め､ ＰＤＣＡサイクルの視点で継続的に改善

を行います｡ また､ 学力向上指定校を拠点とする ｢学び合える環境｣ づくりとして､ 唐津市内の小・

中学校を指定校に設定し､ 指定校の授業公開や講師からの指導などを通して､ 市内の全教職員の授

業力向上を目指します｡ 併せて､ 教科等研究部会の活動を通して教職員の資質の向上を図ります｡

� 道徳教育の目標に基づき､ 教育活動全般において､ よりよく生きるための基盤となる道徳性を養

います｡ ｢特別な教科 道徳｣ やさまざまな体験活動等を通して､ 自己を見つめ､ 物事を広い視野か

ら多面的・多角的に考え､ 人間としての生き方について考える学習を行い､ ｢心の教育｣ を充実さ

せます｡

� 児童生徒の健康な体づくりを推進し､ 体育的活動などを充実させるとともに､ 生活習慣や食生活

に関する指導を推進します｡ また､ 全国体力・運動能力､ 運動習慣等調査結果を踏まえ､ 児童生徒

の体力の向上に係る施策や取り組みの成果と課題を把握し改善に役立てます｡

� 安全安心な学校給食の提供を行うため､ 徹底した衛生管理を行い異物混入防止に努めます｡ また､

食物アレルギーを持つ児童生徒も給食を楽しめるように､ アレルギー対応給食の提供を行います｡

併せて学校給食食材の地産地消をさらに進めます｡

� 自己肯定感､ 生きる力に満ち､ 心身共にたくましい幼児児童生徒を育むために､ 幼・保・小・中・

高の連携を充実させます｡

����� ������� �!��"#

� 学校・家庭・地域の役割分担と相互連携

� ＩＣＴ利活用教育の推進

� 郷土唐津の伝統や文化を尊重する心と態度の育成

� 外国語教育の推進

� インクルーシブ教育の視点を踏まえた特別支援教育の充実

＜令和３年度のねらい､ 目指すべきところ＞

� 市内すべての学校が地域との連携を深め､ 学校・家庭・地域が一体となって子どもたちを育む

｢地域とともにある学校づくり｣ を推進します｡

� 課題解決に向けた主体的・対話的で深い学びや個々の能力・特性に応じた学びの実現のため､ 小・

中学校に導入した電子黒板や一人一台のタブレット端末等のＩＣＴ機器を利活用した教育を推進し
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ます｡

� 学校が地域との連携を深め､ 地域から伝統や文化を学ぶ活動を推進し､ 郷土唐津の伝統や文化を

尊重する心と態度を育成します｡

� ＡＬＴを有効に活用し､ 小・中学校の外国語教育を充実させ､ 外国語の背景にある文化に対する

理解を深め､ 主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を醸成します｡

� インクルーシブ教育の視点を踏まえ､ ｢共に学ぶ｣ 子どもたち一人ひとりの特性を認めながら､

各々の個性の伸長をめざして､ 個に応じた特別な教育的支援を進めるために､ 教職員の指導力の向

上に努めるとともに､ 生活支援員を適正に配置します｡ また､ 就学相談会や学校支援の充実を図り､

児童生徒の個に応じた特別な教育支援を推進します｡ 教育支援委員会では､ 児童生徒の特性に応じ

た適正な教育支援が行われるように十分な検討を行います｡

����� ��	
��
���������

� 学校施設設備の整備・充実

� 校舎等学校施設の改築､ 長寿命化改良工事

� 学校の規模適正化・適正配置

� 就学支援の充実

＜令和３年度のねらい､ 目指すべきところ＞

� 最近の気象状況等を考慮し､ 児童生徒の健康で快適な学習環境保全のため､ 普通教室に空調設備

を整備することで教育環境の充実を図るとともに､ 電子黒板及びタブレット端末並びに理科教材設

備等を計画的に導入・更新することで､ よりよい学習環境の充実を図ります｡

� 学校の改修､ 長寿命化改良工事等の事業推進により施設の整備・充実に努めます｡

� 複式学級の解消のため､ 学校の規模適正化・適正配置に努めます｡

� 経済的理由で就学が困難な児童生徒に対し､ 学用品費の給付などの就学援助及び奨学資金の貸し

付けを行うことで､ 児童生徒が平等に教育を受けられる環境づくりを行います｡

����� ���������� ��������

� 生涯学習の普及啓発

� 学習基盤の整備

� 学習機会の拡充と支援

� 図書館活動の充実

� 地域社会活動の振興

� 優れた芸術・文化活動の推進

＜令和３年度のねらい､ 目指すべきところ＞

� 市内25館の公民館が発行する ｢公民館だより｣ による地域住民への周知と併せ､ 市公式ＨＰを活

用した周知を行うことで､ 公民館における生涯学習の普及啓発を進めます｡

� ｢唐津市公民館等施設整備計画｣ 及び ｢唐津市公民館エレベーター整備計画｣ に基づき､ 順次事

業を推進するとともに､ 公民館類似施設の整備に対しても公的補助を行います｡

� 地域住民自らが地域コミュニティの創造に参画できる体制の整備を目的として､ 公立公民館及び

自治公民館､ 都市コミュニティセンターなどの社会教育施設で､ 市民それぞれの世代に応じた学習

課題に合致した魅力ある学習機会を提供できるよう､ 学習内容の拡充と教育相談・支援体制の確立

に努めます｡
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� ｢唐津市図書サービス計画｣ に基づき､ 利用者のニーズに応じた図書館資料の収集や保存整備､

図書館と市民センター公民館図書室をつなぐ近代図書館ネットワークシステムを活用した図書の貸

出・返却を充実させます｡ また ｢唐津市子ども読書活動推進計画 (第３次)｣ を基本とし､ 読み聞

かせ等の事業の実施､ 図書館サービスの向上と利用の促進を図ります｡

� 社会教育関係団体に対する支援のあり方の検討を行い､ より特色のある地域社会活動の振興を図

ります｡

� 美術ホールでは特別展やKinto市民美術祭等､ ４階ロビー等では近
きん

図
と

ぎゃらりぃや近
きん

図
と

プチこれ

くしょんを開催し､ 質の高い文化や芸術に親しめる機会の提供及び地域の文化芸術の向上を図るこ

とで､ 図書館利用の促進に努めます｡
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� 民俗文化財等の保護・継承育成

� 埋蔵文化財等各種文化財の調査

� 史跡等の保存・整備

� 文化財・歴史遺産に関する保護・啓発活動

＜令和３年度のねらい､ 目指すべきところ＞

� 国指定の重要無形民俗文化財 ｢唐津くんちの曳山行事｣ の一番曳山 ｢赤獅子｣ の総塗替えを行い

ます｡ 伝統文化伝承保存団体に補助を行い､ 伝統芸能の保存及び後継者の育成を支援します｡

� 文化遺産としての遺跡の保護と諸開発との調整を図ることを目的とした発掘調査を実施します｡

� 肥前陶器窯跡の整備に向けた設計を行い､ また名護屋城跡並びに陣跡等の史跡の維持管理を行い

ます｡

� 劣化した文化財説明板の計画的な整備補修を実施するとともに､ 発掘調査成果等の展示・公開を

行います｡

����� �������� !"#$%�&'( �)*

� 学校での人権・同和教育の推進

� 社会教育としての人権・同和問題の啓発と人権・同和教育の推進

� いじめ防止対策の推進

� 問題行動､ 不登校への対応の充実

＜令和３年度のねらい､ 目指すべきところ＞

� 学校の教育活動全体を通じて､ 同和問題をはじめとするあらゆる人権問題に関する正しい知識や

人権感覚を身に付けさせる人権・同和教育を推進します｡

� 差別のないまちづくりをめざし､ 多様な学習機会の提供を通して､ 人権・同和教育､ 人権啓発の

推進に努めます｡

� 唐津市いじめ防止基本方針の理念に基づき､ 学校内外におけるいじめ問題等の防止対策及び発生

時における対応のほか､ 早期発見・早期対応を図るための支援体制を構築し､ いじめ防止に積極的

に取り組みます｡

� 問題行動については､ 関係諸機関とも連携し､ 組織的な対応を行うなど､ 未然防止に努めます｡

全小・中学校に配置しているスクールカウンセラーによるカウンセリング等､ 校内における教育相

談体制の充実を図り､ 不登校傾向の児童生徒への適切な対応に努めます｡

また､ 適応指導教室､ 不登校対策特認校､ 青少年支援センターとの連携の強化を図ります｡
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基本方針 重点目標 重点項目

１ 地域の将来を担う

人材の育成

(1) 知・徳・体の調和のとれ

た ｢生きる力｣ の育成

①学力向上アクションプランによる授業改

善と主体的・対話的で深い学びの推進

②心の教育の充実

③食育・健康教育の推進と体位・体力の向

上

④安心安全な学校給食の実施

⑤幼・保・小・中・高の連携の強化と推進

(2) 時代の要請に応える教育

の推進

①学校・家庭・地域の役割分担と相互連携

②ＩＣＴ利活用教育の推進

③郷土唐津の伝統や文化を尊重する心と態

度の育成

④外国語教育の充実

⑤インクルーシブ教育の視点を踏まえた特

別支援教育の充実

(3) 安全で快適な教育環境の

整備・充実

①学校施設設備の整備・充実

②校舎等学校施設の改築､ 長寿命化改良工

事

③学校の規模適正化・適性配置

④就学支援の充実

２ 生涯学習の推進と

文化財の保護

(1) 生きがいのある生涯学習

環境の整備・充実

①生涯学習の普及啓発

②生涯学習基盤の整備

③生涯学習機会の拡充と支援

④図書館活動の充実

⑤地域社会活動の振興

⑥優れた芸術・文化活動の推進

(2) 受け継がれてきた伝統的・

歴史的文化の継承

①民俗文化財等の保護・継承育成

②埋蔵文化財等各種文化財の調査

③史跡等の保存・整備

④文化財・歴史遺産に関する保護・啓発活

動

３ 人権教育､ 人権啓

発の推進

(1) 人権尊重の精神を育成す

る学校・社会教育の推進

①学校での人権・同和教育の推進

②社会教育としての人権・同和教問題の啓

発と人権・同和教育の推進

③いじめ問題対策の推進

④問題行動､ 不登校への対応の充実

令和３年度 基本方針､ 重点目標及び重点項目一覧
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人権・同和問題は､ 人類普遍の原理である人間の自由・平等と生存に関する問題であり､ 日本国憲

法によって保障された基本的人権にかかわる課題である｡

日本国憲法は､ 国政の基本として､ 個人の生命､ 自由及び幸福追求等の基本的人権を保障している｡

しかし､ 現実には､ 基本的人権がすべての国民にひとしく保障されているとはいい難い｡ とくに同

和地区においては､ 職業選択の自由や居住及び移転の自由､ 結婚の自由などの市民的権利が完全には

保障されていない｡

部落差別は近世幕藩体制により制度化された身分差別であるが､ 差別意識は､ いまなお解消されな

いでいる｡ したがって､ 部落差別を一日も早くなくすことは､ 国及び地方公共団体の責務であり､ 国

民的課題である｡ このことは､ 同和対策審議会の答申にも明示されているところであり､ そのなかで

も教育の果たす役割は極めて大きい｡

人権・同和教育は､ 人権尊重の精神に徹し､ 部落差別に対する正しい認識にたって､ 真に差別をな

くしていく意志と実践力をもった人間の育成をめざすものである｡

特に､ 同和問題をすべての市民が等しく自らの課題として受けとめるとともに､ その問題の解決に

向けた行政の責任は､ ますます重大になっている｡

国連においては､ ｢人権教育のための国連１０年｣ (1995年～2004年) が採択され､ わが国において

も推進本部が設置され､ 人権教育が推進されてきた｡ 引き続き2005年から ｢人権教育のための世界プ

ログラム｣ が推進されている｡

唐津市においても､ ｢唐津市部落差別撤廃・人権擁護に関する条例｣ の制定及び ｢人権教育のため

の国連１０年唐津市行動計画｣ を策定し､ 人権尊重のための取り組みを実施してきた｡

唐津市教育委員会では､ 人権・同和教育に対する責務の重大さを自覚し､ 日本国憲法及び教育基本

法の精神にのっとり､ 国の同和対策審議会の答申並びに唐津市同和対策審議会の答申の趣旨に基づき､

その基本方針をつぎのように定める｡

１ ｢唐津市部落差別撤廃・人権擁護に関する条例｣ の目的にそってすべての市民が人権・同和問

題をみずからの課題として正しく認識し､ 人権・同和問題の解決に努めるよう､ 人権・同和教育

を積極的に推進する｡

２ 学校教育のあらゆる分野に人権・同和教育を位置づけ､ 教師の自主性・計画的取り組みによっ

て､ これを積極的かつ具体的に展開するように努める｡

� 同和地区の子どもたちの実態を正しく把握し､ 教育内容を充実するとともに教育環境等､ 教

育条件の整備を図り､ 子どもたちの学習権と進路の保障に努める｡

� すべての子どもたちが､ 真に ｢人間の尊さ｣ を知り､ あらゆる差別を許さない民主社会の形

成者となるよう､ その育成に努める｡

３ 社会教育をはじめあらゆる機会に､ 基本的人権の尊重を基調とする学習をとりいれるとともに､

社会のなかに根づよく残っている不合理な部落差別をなくすための､ 各種啓発活動を積極的に展

開する｡

� すべての社会教育活動に､ 基本的人権の尊重を基調とする学習をとりいれ､ 部落差別に対す

る認識を深めるための啓発活動を積極的に推進する｡

� 同和地区における住民の自主的､ 組織的な教育活動を促進し､ 住民自らが教育､ 文化水準を

向上させうるような学級､ 講座の開設や社会教育関係団体の諸活動を支援し学習の機会を保障

する｡

４ 人権・同和教育を積極的に推進する意欲と実践力に富む指導者の養成に努め､ 人権・同和教育

研究団体を助成する｡

��������	
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唐津市人権・同和教育の具体策

Ⅰ 学校教育における具体的方針と活動

� �����

� 人権・同和教育に対する教師の正しい認識とその共通理解の上に､ 人権・同和教育の組織づ

くりに努める｡

� 人権・同和教育について､ 全校的計画の樹立を図り､ これを積極的､ 具体的に推進する｡

� 真に人間の尊さを知り､ あらゆる差別を許さない民主社会の形成者となりうる児童・生徒の

育成に努める｡

� 同和地区の子ども達の実態を正しく認識し､ 子どもの人権学習と進路の保障に努める｡

� ���	


� 校長会をはじめ､ 諸団体に人権・同和教育の一層の推進を促す｡

� 児童・生徒支援教員と連携し､ 各学校の研究強化を図る｡

� 各小中学校における人権・同和教育の自主的な研究を進め､ 年間計画に位置づけ､ 計画的・

具体的内容の研修を進める｡

� 唐津地区人権・同和教育研究会の活動が積極的に行われるよう支援する｡

Ⅱ 社会教育における具体的方針と活動

� �����

� 全ての市民が､ 人権・同和問題を自らの課題として正しく認識し､ 人権・同和問題の解決に

努めるよう教育啓発を推進する｡

� あらゆる機会に基本的人権の尊重を基調とする学習を行い､ 差別をなくすため各種教育活動

を推進する｡

� 人権・同和教育を積極的に推進する意欲と実践力に富む指導者の養成のための研修を強化す

る｡

� ���	


� 同和対策本部､ 人権・同和対策課､ 学校教育課等と密接な連携を図り､ 協力しながら行政総

体として取り組み､ 市民の啓発に努める｡

� 教育委員会職員が､ 教育行政者としての責任の上に立って､ 先駆的役割を果たすことができ

るよう研修を深める｡

� 関係団体との密接な連携を保ち､ 同和地区における社会教育の充実を期する｡

� 公民館における社会教育講座及び団体活動の中に､ 人権・同和問題学習を系統的・継続的に

位置づけ実践する｡

� 校区､ 町内会単位での人権・同和問題学習会の実施等､ 更に､ 広く住民啓発活動を強化する｡

� 社会教育関係団体の役員・指導者の研修を強化し､ 人権・同和問題が自分とのかかわりの中

にあることの認識を深めさせる努力をする｡

� 企業・団体役員等への研修強化及び研修実施企業・団体の拡大を図る｡

	 各種団体への啓発強化に努める｡


 視聴覚教材の活用並びに参加体験型研修による学習内容の充実を図る｡

� 広報活動の内容を吟味し､ 更に､ 積極的にこれを推進する｡
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�� ��

��� この条例は､ すべての国民に基本的人権の享有を保障し､ 法の下の平等を定める日本国憲法

の理念及び同和対策審議会答申の精神にのっとり､ 最も深刻にして重大な社会問題である部落差別

をはじめ､ あらゆる差別により今なお人間の尊厳が侵されていることにかんがみ､ 速やかに部落差

別等の撤廃と人権擁護を図り､ もって人権尊重を基調とする差別のない明るい唐津市の実現に寄与

することを目的とする｡

�	
���

�
� 市は､ 前条の目的を達成するため必要な施策を積極的に推進するとともに､ 行政のすべての

分野で市民の人権意識の高揚に努めるものとする｡

�	�
���

��� すべての市民は､ 相互に基本的人権を尊重するとともに､ 部落差別をはじめあらゆる差別を

なくすための施策に協力し､ 自らも部落差別をはじめ人権侵害に関する行為をしてはならない｡

�	
��
���

��� 市は､ 基本的人権を擁護し､ 部落差別を撤廃するために必要な生活環境の改善､ 社会福祉の

充実､ 産業の振興､ 職業の安定､ 教育の充実､ 人権擁護意識の高揚等に関する施策について､ 市民

及び関係団体と協力のうえ推進に努めるものとする｡

���������
���

��� 市は､ 市民の人権意識の普及高揚を図るため､ 関係団体との協力関係を密にし､ 充実した人

権教育を推進するとともに､ あらゆる機会をとらえて啓発活動を行い､ 人権擁護の社会づくりに努

めるものとする｡

��� !
���

�"� 市は､ 部落差別等の撤廃に関する施策を効果的に推進するため､ 国､ 県及び関係団体と連携

を図り､ 推進体制の充実に努めるものとする｡

�# $ %�

�&� 部落差別をはじめあらゆる差別をなくすための重要事項について調査審議するため､ 唐津市

部落差別撤廃・人権擁護審議会 (以下 ｢審議会｣という｡) を置く｡

２ 審議会の組織及び運営に関し必要な事項は､ 規則で定める｡

�' (�

�)� この条例に定めるもののほか､ 必要な事項は､ 市長が別に定める｡

附 則

��*+,�

この条例は､ 公布の日から施行する｡

�������	
��
��������
平成17年３月25日
条 例 第360号][
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� � � � �

本市の教育方針の具体的実現と教育効果を一層高めるため､ 良好で快適な教育環境の保持向上と

安全性の向上を図るため､ 施設の老朽化対策をはじめとした学校施設・設備の整備・充実を推進し

ます｡

また､ 唐津市立学校通学区域審議会の答申に沿った学校の規模適正化・適正配置を推進します｡

� �	
���	

�������
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重点目標 重 点 項 目 区 分 具 体 的 施 策

1 地域の将来

を担う人材の

育成

� 安全で快適

な教育環境の整

備・充実

①学校施設設備の

整備・充実

・小学校普通教室等空調設備整備事業

設置工事 (5月末完了予定)

※鏡中学校 (リース設置) を除く

・改修工事

北波多小学校トイレ洋式化

加唐小中学校水泳プール濾過機更新

呼子小学校非常階段改修

第一中学校屋内運動場外壁改修

肥前中学校屋内運動場床張替・塗装

他

②校舎等学校施設

の改築､ 長寿命化

改良工事

・改築事業

鏡山小学校校舎､ 屋内運動場

※12月落成式予定

1月新校舎へ引越予定

③学校の規模適正

化・適正配置

・地元説明会の開催

・複式学級の解消
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５
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9

コン
クリ

ート
25
×
9.
5
5

(2
4.
3)

(2
5.
3)

◎
(5
5.
8)

浜
崎
小

29
,3
17

12
,7
22

18
.3
12
,7
33

18
.4
3,
86
2

5,
19
1
5,
00
6
18
5

(2
9.
30
)
19

2
1

2
1

2
1

1
1

11
30

1,
13
8

50
コン

クリ
ート

25
×
13
6

(5
5.
3)

(2
5)

(5
5.
3)

(2
2)

(4
7.
3)

虹
の
松
原
分
校

(
浜
崎
小
)
県
所
有

県
所
有

2
1

1
1

3
5

玉
島
小

19
,8
05

7,
38
4
11
0.
2
12
,4
21
18
5.
3

2,
48
5
2,
39
8

14
73

6
1

1
1

2
1

1
1

8
14

78
0

アル
ミ合

金
2
5
×
1
4

1
4
×
5

7 1

(5
8.
3)

◎
(6
2.
3)

◎
(5
1.
7)

平
原
小

7,
06
2

2,
54
3
60
.5

1,
47
9
35
.2
3,
04
0

2,
18
2
2,
18
2

4
1

1
1

1
1

1
1

7
11

71
1

コン
クリ

ート
25
×
10
6

(5
6.
3)

(2
5)

(5
6.
10
)

(2
5)

(5
7.
7)

厳
木
小

7,
53
5

2,
31
6
30
.0

5,
15
4
66
.9

65
3,
27
2
3,
23
4

38
6

1
1

1
1

1
1

1
1

8
14

63
2
(1
5)

コン
クリ

ート
25
×
14
7

(6
3.
3)

◎
(5
0.
3)

(1
5)

(3
7.
5)

�
木
小

13
,2
33

5,
94
0
86
.0

6,
29
3
91
.2
1,
00
0

2,
37
5
2,
34
3

32
7

1
1

1
1

1
1

6
13

1,
03
4

コン
クリ

ート
25
×
14
7

(7
.3
)

◎
(8
.2
)

◎
(3
6.
9)

相
知
小

14
,7
41

7,
19
7
27
.1

7,
05
0
26
.6

49
4

3,
92
8
3,
78
6
14
2

(2
6,
27
)
12

1
1

1
1

1
1

1
7

19
1,
00
1

コン
クリ

ート
25
×
12
7

(5
6.
3)

(2
6,
27
)

(5
6.
3)

(2
4)

(4
4.
1)

伊
岐
佐
小

9,
36
4

3,
96
9
11
0.
2

5,
39
5
14
9.
8

1,
89
1
1,
84
1

50
6

1
1

1
1

1
1

6
12

67
9

8
コン

クリ
ート

25
×
9
5

(5
8.
3)

◎
(5
8.
3)

(5
8.
5)

◎
(4
3.
3)

北
波
多
小

17
,7
79

6,
89
4
28
.3
10
,8
85

44
.7

3,
84
4
3,
76
5

79
(2
)

11
1

1
1

1
1

1
1

1
8

19
60
1

(4
)

コン
クリ

ート
25
×
15
8

(4
8.
3)

(2
3)

(4
6.
12
)

(2
2)

(5
0.
10
)

切
木
小

16
,1
47

6,
38
0
13
0.
2

9,
76
7
19
9.
3

2,
21
9
2,
10
9

60
50

(6
3)

6
1

1
1

1
1

1
1

1
8

14
70
4

コン
クリ

ート
25
×
12
6

(4
4.
3)

(2
4)

(2
.2
)

◎
(5
3.
8)

入
野
小

16
,6
12

9,
30
5
16
0.
4

7,
30
7
12
5.
9

2,
96
6
2,
87
6

90
7

1
1

1
1

1
1

1
7

14
83
8

コン
クリ

ート
25
×
12
6

(2
1.
8)

◎
(2
0.
3)

◎
(5
6.
10
)

向
島
分
校

(
入
野
小
)

1,
55
3

1,
05
6

82
7

91
6

88
0

21
15

(6
)

1
1

2
1

1
1

6
7

(3
9.
12
)

納
所
小

14
,8
28

6,
10
0
81
.3

8,
47
0
11
2.
9

25
8

2,
60
3
2,
54
3

60
(3
)

6
1

1
1

1
1

1
1

1
1

9
15

86
4

コン
クリ

ート
25
×
12
6

(4
2.
2)

(2
5)

(1
.2
)

◎
(5
4.
8)

田
野
小

9,
39
5

4,
52
9
78
.0

4,
15
8
71
.6

70
8

3,
47
6
3,
43
3

43
(1
1)
(1
2)

7
1

1
1

1
1

2
1

1
9

16
84
4

コン
クリ

ート
25
×
12
6

(5
1.
3)

(1
1.
12
)

(1
.2
)

◎
(5
9.
10
)

名
護
屋
小

15
,1
39

5,
38
4
57
.2

9,
60
4
10
2.
1

15
1

3,
70
5
3,
64
2

63
(1
5.
16
)

7
1

1
1

1
1

1
1

1
8

15
1,
16
3

アル
ミ合

金
2
5
×
1
1

2
5
×
4

5 1

(5
3.
6)

(1
6)

(5
1.
3)

(2
3)

馬
渡
小

4,
86
2

1,
31
4
93
.8

1,
19
0
85
.0
2,
35
8

1,
02
0

38
2
63
8

3
1

1
2

1
1

6
9

(2
7.
2)
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物
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計
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敷
地

運
動
場

そ
の
他

校
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(㎡
)

教
室

数
屋
内
運
動
場
(㎡
)

普
通

特
別

教
室

鉄
筋
鉄

骨
そ
の
他
改
修
年

※
補
強
年
度
構
造

規
模
コ ー ス

面
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１
人

当
た
り
面
積

１
人

当
た
り

計
(建
設
年
月
)
鉄
筋

鉄
骨

そ
の
他
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造
改
修
年

※
補
強
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度

理
科
生
活
音
楽
図
工
家
庭
視
聴
パ
ソ

コ
ン
図
書
特
別

活
動
教
育

相
談
小
計
合
計

加
唐
小

5,
11
7

1,
42
4
28
4.
8

1,
64
6
32
9.
2
2,
04
7

64
2

64
2

(1
7)

3
1

1
1

1
4

7
22
1

ステ
ンレ

ス
2
5
×
9

2
5
×
4

4 1

(5
5.
2)

(1
7)

(5
5.
12
)

(2
6)

松
島
分
校

(
加
唐
小
)

4,
35
1

1,
49
3

2,
30
0

55
8

43
7

40
7

30
(7
)

2
1

1
1

1
4

6

(5
0.
2)

打
上
小

13
,4
57

5,
25
5
46
.0

7,
22
9
63
.4

97
3

2,
99
5
2,
87
8

62
55

(6
3)

7
1

1
1

2
1

1
7

14
92
1

アル
ミ合

金
2
5
×
1
6

2
5
×
4

8 1

(4
6.
12
)

(2
2)

(5
4.
3)

(2
4)

(5
1.
8)

呼
子
小

23
,4
17

9,
45
5
52
.2
12
,5
89

69
.5
1,
37
3

4,
12
1
4,
00
7

64
50

(3
)

10
1

1
1

1
2

1
1

1
1

1
11

21
79
2

(6
3)

ステ
ンレ

ス
2
5
×
4

2
5
×
1
1
2 5

(4
9.
3)

(2
3)

(2
2)

(1
3.
2)

小
川
小

18
,0
92

8,
00
0
1,0
00
.0

9,
46
0
1,1
82
.5

63
2

1,
41
0
1,
36
8

42
4

1
1

2
4

8
14
7

ステ
ンレ

ス
2
5
×
5

2
5
×
9

2 4

(2
.3
)

◎
(6
.3
)

◎
(3
.1
2)

七
山
小

15
,7
12

4,
73
6
52
.6

7,
42
0
82
.4
3,
55
6

2,
44
4
2,
44
4

7
2

1
2

1
6

13
(中
併
)

(中
併
)

(2
0.
7)

◎

計
58
1,
84
5
24
4,
36
7
37
.1
28
7,
65
3
43
.7
49
,8
25
11
8,
54
0
11
3,6
01
3,
38
4
1,
55
5

32
8

42
14

38
30

44
6

30
36

22
22

28
4

61
2

18
,3
79

6,
39
9
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※
補
強
年
度
に
つ
い
て

◎
新
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
た
建
物
の
た
め
､
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る

○
旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
た
が
､
耐
震
診
断
の
結
果
､
耐
震
性
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
建
物
｡

記
載
な
し

旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
､
耐
震
診
断
の
結
果
､
耐
震
性
が
な
い
建
物
及
び
耐
震
診
断
未
実
施



― 29 ―

(令
和
３
年
５
月
１
日
現
在
)

�
中

学
校

※
補
強
年
度
に
つ
い
て

◎
新
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
た
建
物
の
た
め
､
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る

○
旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
た
が
､
耐
震
診
断
の
結
果
､
耐
震
性
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
建
物
｡

記
載
な
し

旧
耐
震
基
準
で
建
設
さ
れ
､
耐
震
診
断
の
結
果
､
耐
震
性
が
な
い
建
物
及
び
耐
震
診
断
未
実
施

区
分

中
学
校
名

校
地

面
積

(㎡
)

建
物

プ
ー

ル

計
建
物
敷
地

運
動
場

そ
の
他

校
舎

(㎡
)

教
室

数
屋
内
運
動
場
(㎡
)

普
通

特
別

教
室

鉄
筋
鉄

骨
そ
の
他
改
修
年

※補
強年
度
構
造
規
模
コ ー ス

面
積

１
人

当
た
り
面
積

１
人

当
た
り

計
(建
設
年
月
)
鉄
筋

鉄
骨

そ
の
他
木
造
改
修
年

※補
強年
度

理
科
音
楽
美
術
技
術
家
庭
外
国
語
視
聴
パ
ソ

コ
ン
図
書
特
別

活
動
教
育

相
談
進
路

指
導
小
計
合
計

第
一
中

43
,0
05

20
,3
78

35
.5
14
,4
27

25
.1
8,
20
0

7,
27
2
7,
16
1
11
1

20
2

2
2

2
1

1
1

0
2

1
14

34
1,
22
7

コン
クリ

ート
25
×
15
7

(2
5.
7)

◎
(5
.3
)

◎
(9
.3
)

佐
志
中

36
,7
06

25
,3
59
18
3.
7
11
,3
47

82
.2

6,
75
3
6,
67
6

77
(3
0.
R
1)

9
2

1
1

1
2

1
1

1
2

12
21

1,
04
3

(R
1)

コン
クリ

ート
25
×
15
6

(5
6.
9)

(2
4)

(5
6.
9)

(2
3)

(5
6.
9)

高
峰
中

15
,9
11

6,
10
5
92
.5
竹
木
場

小
併
設

9,
80
6

1,
64
0
1,
52
8
11
2

(2
4)

3
1

1
1

1
1

1
6

9
36
0

(2
4)

(小
併
)

(5
4.
3)

(2
4)

(小
併
)

(2
4)

第
五
中

24
,4
89

11
,8
29

30
.8
12
,6
60

33
.0

6,
50
4
6,
45
4

50
14

2
2

1
1

2
1

1
1

1
12

26
1,
10
3

コン
クリ

ート
25
×
13
6

(6
1.
8)

◎
(6
3.
3)

◎
(6
3.
3)

鏡
中

35
,8
11

17
,3
88

46
.3
18
,4
23

49
.1

5,
21
8
5,
20
2

16
11

2
1

1
1

2
1

1
1

2
12

23
1,
07
9

コン
クリ

ート
25
×
13
6

(5
7.
3)

(2
4)

(5
7.
3)

(2
3)

(5
7.
3)

鬼
塚
中

34
,8
44

17
,6
33

67
.3
17
,2
11

65
.6

4,
74
8
4,
62
4
12
4

(2
8.
29
)
11

2
1

1
1

2
1

1
1

1
11

22
1,
11
8

コン
クリ

ート
25
×
13
6

(5
4.
3)

(2
4)

(5
4.
3)

○
(5
4.
3)

湊
中

19
,9
11

7,
93
9
13
6.
8
11
,9
72
20
6.
4

3,
67
8
3,
46
9
20
9

3
2

1
1

1
1

1
1

1
1

10
13

1,
18
4

コン
クリ

ート
25
×
13
6

(5
7.
3)

(2
2)

(2
8.
6)

◎
(5
7.
3)

西
唐
津
中

35
,0
00

19
,0
42
10
9.
4
15
,9
58

91
.7

5,
76
1
5,
74
6

15
8

2
1

1
1

2
1

1
1

3
13

21
1,
18
1

コン
クリ

ート
25
×
13
6

(5
5.
3)

(2
5)

(5
5.
8)

(2
4)

(5
5.
8)

浜
玉
中

25
,6
27

13
,7
68

38
.6
11
,8
59

33
.3

5,
78
0
5,
78
0

12
2

1
1

1
2

1
1

1
3

1
14
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1,
88
6
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8.
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8.
3)
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浜
玉
中
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県
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1

2
1

1
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1
7

9
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木
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9
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3
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.8
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31
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2
3,
63
2
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9.
30
)

5
2

1
1

2
3

1
1

1
2

14
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1,
70
1

ステ
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ス
25
×
14
7

(5
5.
8)

(2
4)

(5
7.
3)

◎
(3
0.
7)

相
知
中

34
,8
14

13
,2
16

74
.6
20
,4
36
11
5.
4
1,
16
2

4,
63
6
4,
49
1
14
5

(2
7,
28
)
12

2
1

1
1

2
1

1
1

3
13

25
1,
53
7

コン
クリ

ート
25
×
15
7

(4
9.
1)

(2
7,
28
)

(1
1.
2)

◎
(6
0.
9)

北
波
多
中

23
,5
24

5,
77
3
47
.7
16
,4
31
13
5.
7
1,
32
0

3,
36
2
3,
33
3

29
(1
5)

6
1

1
1

1
2

1
1

1
1

1
11

17
1,
40
3

コン
クリ

ート
25
×
14
7

(5
4.
3)

(1
5)

(6
.3
)

◎
(4
8.
12
)
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計
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動
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そ
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他

校
舎

(㎡
)

教
室

数
屋
内
運
動
場
(㎡
)

普
通

特
別

教
室

鉄
筋
鉄

骨
そ
の
他
改
修
年

※補
強年
度
構
造
規
模
コ ー ス

面
積

１
人

当
た
り
面
積

１
人

当
た
り

計
(建
設
年
月
)
鉄
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鉄
骨

そ
の
他
木
造
改
修
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強年
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理
科
音
楽
美
術
技
術
家
庭
外
国
語
視
聴
パ
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コ
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書
特
別

活
動
教
育

相
談
進
路

指
導
小
計
合
計

肥
前
中
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,3
10

16
,8
97
15
0.
8
10
,3
47

92
.3
2,
06
6

4,
39
9
4,
34
9

50
(2
6,
27
)

7
2

1
1

2
2

1
1

1
2

1
14

21
1,
49
5

45
7

コン
クリ

ート
25
×
14
7

(5
5.
12
)

○
(4
9.
6)

(2
6)

(1
.9
)

海
青
中

46
,4
69

11
,0
32

49
.9
23
,1
59
10
4.
7
12
,2
78

4,
21
2
4,
07
8
13
4

(2
4)

9
2

1
1

1
2

1
1

1
1
11

20
1,
35
0

36
4
(2
4)

コン
クリ

ート
25
×
15
7

(5
3.
3)

(2
4)

(5
4.
3)

(2
4)

(2
4)
改
修

馬
渡
中

3,
00
6

1,
94
8
24
3.
5

68
4
85
.5

37
4

1,
42
5
1,
42
5

3
1

1
1

1
1

5
8

73
6

(1
9)

(5
6.
3)

(2
5)

(5
3.
3)

○

加
唐
中

5,
05
6

1,
66
6
16
66
.0

1,
59
8
15
98
.0
1,
79
2

1,
27
8
1,
19
9

79
(1
7)

3
1

1
1

1
1

1
6

9
66
9

(5
5.
2)

(1
7)

(5
5.
12
)

(2
6)
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学校マネジメントの充実を図り､ 自ら学ぶ意欲と態度を育て､ ｢生きる力｣ に満ちた児童生徒､

時代の変化に対応できる児童生徒の育成を図ります｡

� �	
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重点目標 重点項目 区 分 具 体 的 施 策
１ 知・徳・
体の調和のと
れた ｢生きる
力｣ の育成

(1)学力向上
アクションプ
ランによる授
業改善と主体
的・対話的で
深い学びの推
進

①学力向上アクショ
ンプランの推進

・学力向上アクションプランに基づいた授業実践
・学力向上アクションプランに基づいた授業公開の実施
・学力向上に向けた学校マネジメントの充実

②主体的・対話的で
深い学びの推進

・パーソナルワーク､ グループワーク､ クラスワークによる主体的・対話
的で深い学びに基づく授業の実践

・主体的・対話的で深い学びに基づく授業づくりの研修推進
・学力向上推進教員及びスーパーティーチャーの活用

③授業規律の確立 ・授業規律の確立に向けての学校としての取組推進

④基礎となる学力の
習得

・問題解決力の向上を目指した ｢条件を踏まえて書く活動｣ や ｢自分の考
えを伝えあう活動｣ 等を取り入れた授業改善

・学習内容のまとめプリントの作成及び活用
・理解､ 習得が不十分な内容の復習

⑤国調査､ 県調査の
有効活用

・国調査､ 県調査の実施による実態分析と､ これに基づく指導の改善

⑥教育研究部会の育
成・推進

・教科別研究部会､ 専門部会による教育課題の検討・解決のための研修推
進
小学校教科等部会 (１４部会)
中学校教科等部会 (１５部会)
小学校専門部会 (１６部会)
中学校専門部会 (１４部会)

⑦教職員の授業力の
向上

・校内研修等の充実
・個人・協同の自主研究の推進
・教職員研究論文及び創作教具作品募集への積極的応募
・県教育センターとの連携

⑧持続可能な社会の
担い手の育成

・ＳＤＧｓの１７目標理解
・持続可能な社会づくりを推進する力の育成

⑨家庭教育の推進 ・家庭学習の手引きの有効活用

(2)心の教育
の充実

①特別の教科 道徳
教育年間計画の策定

・特別の教科 道徳の時間を柱とした効果的な全体計画､ 年間指導計画の
策定

・推進教師の活用
・スーパーティーチャーの活用

②自他に対する肯定
感や思いやりの気持
ちを育てる心の教育
の充実

・問題解決的な学びを取り入れた授業の充実
・体験的活動を取り入れた心の教育の充実
・心の教育の地域との協働に向けた広報や連絡・指導体制の充実

(3)食育・健
康教育の推進
と体位・体力
の向上

①食育の推進と学校
給食指導の充実

・栄養教諭､ 学校栄養職員による指導の充実
・学校給食運営委員会及び献立管理委員会の充実と活動の推進
・学校給食における家庭との連携
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重点目標 重点項目 区 分 具 体 的 施 策
②学校保健と安全教
育の推進

・虫歯予防の一環としてフッ素洗口の実践
・保健統計の実施
・外部講師を活用したエイズ教育･性教育､ 防煙教育･薬物乱用防止の推進
・インフルエンザ等感染症予防の啓発と対応
・学校環境衛生の充実と安全点検の強化
・交通事故防止の徹底と登下校時の安全指導

③児童生徒及び職員
の健康管理の徹底

・健康診断実施による疾病異常の治療指導の徹底
・専門医検診による適正診断の実施
・教職員の健康診断と健康管理の徹底

④体位・体力の向上 ・健康診断､ 発育測定や体カテストのデータの活用
・体育､ 食育､ 健康教育の推進

⑤学校体育の充実 ・保健体育の授業の充実
・体育的行事の充実
・さがんキッズ体力アップ記録カードの活用
・スポーツチャレンジの推進
・全国体力・運動能力､ 運動習慣等調査結果の分析・活用
・授業研究会の実施
・体育施設の整備充実と安全管理

⑥運動部活動の充実 ・ ｢運動部活動の在り方に関する方針｣ の周知・徹底
・活動におけるルール遵守の徹底と社会性の涵養
・中体連大会及び各種大会への参加､ 協力
・部活動停止日の設定 (第３日曜日､ 第２水曜日)
・部活動指導員の活用

(4)安心安全
な学校給食の
実施

①安心安全な学校給
食の提供

・衛生管理と食中毒予防の徹底
・食物アレルギーに対する適切な対応

(5)幼・保・
小・中・高の
連携の強化と
推進

①幼・保・小連携の
推進

・幼・保・小連絡協議会の充実と幼・保・小部会との連携
・幼・保・小合同研修の充実

②小・中連携及び小
中一貫教育の推進

・小・中合同授業研究会と生活協議会の実施､ 相互協力の強化
・馬渡・加唐・小川・七山小中における一貫教育の推進
・小中連携､ 小小連携の強化

③高等学校との交流
の推進

・進路指導に係る学校説明会への参加
・教科部会 (国､ 英､ 数) の中高合同研修の実施

２ 時代の要
請に応える教
育の推進

(1)学校・家
庭・地域の役
割分担と相互
連携

①学校・家庭・地域
の連携の強化

・学校・家庭・地域が一体となって子どもたちを育む地域とともにある学
校づくり (コミュニティスクールづくり)

・いきいき学ぶからつっ子育成事業の効果的活用
・学校評議員制度の活用､ 学校評価の充実
・幼・保・小・中の円滑な接続を目指す学校間連携の充実に向けた家庭・
学校・地域の連携推進

②地域人材を生かし
た学力向上の推進

・地域人材を活用した外部講師導入による学習の深化
・家庭学習の充実
・地域の教育的財産 (ひと・もの・こと) の有効活用

③地域活力を生かし
た学力の基盤づくり
の推進

・キャリア教育の充実
・体験活動の充実
・ボランティア活動の推進

(2)ＩＣＴ利
活用教育の推
進

①電子黒板及びデジ
タル教科書の活用に
よる授業改善

・デジタル教科書を活用したわかりやすい授業づくり
・電子黒板を活用した効果的な指導方法の研究
・テレビ会議システムを活用した指導方法の研究

②パソコン室の有効
活用

・パソコンを活用した効果的な授業
・パソコンを活用した情報に関する教育の充実
・情報モラル教育の充実
・プログラミング学習における活用
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重点目標 重点項目 区 分 具 体 的 施 策
③一人１台タブレッ
ト端末の活用

・タブレットを活用した効果的な授業の実践
・タブレットを活用した教職員研修の充実

(3)郷土唐津
の伝統や文化
を尊重する心
と態度の育成

①国と郷土唐津の文
化や伝統の学習

・ ｢わたしたちの唐津市｣ ｢郷土につくした人々｣ 等の活用
・地域の人材を活用しての学習､ 体験的活動

(4)外国語教
育の充実

①外国語によるコミュニ
ケーション能力の向上

・小学校における外国人英語指導助手の有効活用
・中学校における外国人英語指導助手の有効活用

②外国語授業の改善
充実

・外国語授業における外国語による授業の実践
・外国語教育指導力を向上させる研修の実施
・英語専科教員の活用
・英検等の活用

③異文化・国際理解
の推進

・他国の文化や伝統の学習

(5)｢インクル
ーシブ教育｣
の視点をふま
えた特別支援
教育

①就学指導の徹底 ・唐津市就学相談会の効果的運用
・学校及び唐津市教育支援委員会との密な連携と活動の充実
・特別な支援を要する児童生徒の適正判断と就学指導の充実

②特別支援教育の充
実

・特別支援教育についての校内研修の推進
・特別支援教育コーディネーターを中心とした支援体制の整備
・ ｢通級指導教室｣ 及び ｢特別支援学級｣ の充実
・唐津地区特別支援教育研究会の充実
・ ｢手をつなぐ育成会｣ との連携
・生活支援員の配置等による特別支援教育の推進
・唐津特別支援学校や専門家との連携

③各専門機関との連
携

・幼少期からの福祉部との密な連携と情報の共有
・医療機関や療育機関との継続的な相談体制の構築

３ 人権尊重
の精神を育成
する学校教育
の推進

(1)学校での
人権・同和教
育の啓発と推
進

①人権・同和教育の
推進

・人権・同和教育の全体計画・年間指導計画の策定と実践
・校内人権・同和教育研修会の計画的・効果的実施
・各種大会､ 研修会への積極的な参加
・唐津地区人権・同和教育研究会との連携
・障がい者の人権問題についての啓発
・多様な性の在り方に関する意識の向上

(2)いじめ防
止対策の推進

①唐津市いじめ防止
基本方針の活用

・唐津市いじめ防止基本方針の周知徹底
・唐津市いじめ問題対策委員会の開催
・いじめ防止のための取組の充実
・関係諸機関と連携したいじめ問題への対応
・教育委員会と学校の連携強化 (調査組織による調査)
・重大事態に対する適切な対応

②学校のいじめ防止
に対する取組の充実

・いじめ防止に対する校内体制の充実
・アンケートの実施と結果の有効活用
・学校いじめ対策委員会によるいじめ防止の推進
・いじめの未然防止､ 早期発見､ 早期対応､ 指導､ 支援や解消へ向けての
取組の充実

・いじめの再発防止
・いじめ等問題対策指導員の派遣

(3)問題行動､
不登校への対
応の充実

①生徒指導の充実 ・生徒指導体制の確立と指導法の研究
・基本的生活習慣や発育段階に応じた規範意識の育成
・Q-U活用による客観的実態把握と適切な対応
・７校生徒指導連絡会の開催
・関係機関との連携

②教育相談の充実 ・教育相談体制の確立とSCやSSWの有効活用
・適応指導教室や青少年支援センターとの連携
・不登校対策特認校 (高島小) による支援
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学 校 名 研 究 内 容 委嘱機関 委嘱年数 経 過

西唐津中 西唐津小 小中連携による学力向上推進地域指定事業 佐賀県 ２年 ２年次

肥前中 一人１台端末を利用した授業改善 中学校 佐賀県 ２年 １年次

入野小 納所小

田野小
一人１台端末を利用した授業改善 小学校 唐津市 １年 １年次

�木小 研究指定校に係る事業 (教育課程) 小学校

佐賀県 ２年

２年次

相知中 研究指定校に係る事業 (教育課程) 中学校 １年次

海青中 呼子小

名護屋小 打上小
人権教育総合推進地域事業 佐賀県 ３年 ３年次

全小中学校 いきいき学ぶからつっ子育成事業 唐津市 １年 １年次

佐志中 佐志小 市学力向上指定校 唐津市 ２年 ２年次

湊中 湊小

大志小
市学力向上推進校 唐津市 １年 １年次



校内研究のテーマ
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学 校 名 令 和 ３ 年 度 研 究 テ ー マ 教科・領域

1 東 唐 津 小 生き生きと主体的に学びに向かう児童の育成 国 語

2 外 町 小 友だちと協働しながら､ よりよい考えを創りあげていく授業を目指して 算 数

3 長 松 小 ３ラインの指導で学力向上を目指す授業設計
～ ｢できた｣ ｢わかった｣ から活用に向かう授業づくり～ 全教科

4 西 唐 津 小 ｢基礎学力を高める指導方法の研究｣
～主体的､ 対話的に学ぶ児童の育成を目指して～ 算 数

5 竹 木 場 小 夢や目標の実現に向けて､ 豊かな人間性と確かな学力を育てる指導方法の研究
～小･中連携で取り組む ｢キャリア教育｣ と ｢学習指導方法の工夫･改善｣ を通して～ キャリア教育

6 高 島 小 楽しく学ぶ子どもの育成
～サービスラーニングを中心に据えたカリキュラム編成と活用力の育成～ 全領域

7 佐 志 小 ｢思いや考えを認め合い､ 高め合う児童の育成｣
～ ｢さし人学習｣ ｢ひとみタイム｣ を軸とした国語科指導方法の工夫～ 国 語

8 鏡 山 小 主体的にいきいきと学ぶ児童の育成
～言葉を手掛かりにして､ 考えを深める話合いの工夫～ 国 語

9 久 里 小 考える楽しさを味わう算数科授業づくりをめざして
～算数用語を使って､ 考えを伝え合う力を育成する活動を通して～ 算 数

10 鬼 塚 小 自他のよさを認め合い､ よりよく生きようとする児童の育成
～思いを伝え合い､ 自己を見つめる道徳科の授業づくりを通して～

特別の教科
｢道徳｣

11 大 良 小 自分の思いや考えを持ち､ 他者との交流をもとに考えを深め, 広げる児童の育成 国 語
話すこと､ 聞くこと

12 湊 小 主体的に学びに向かう児童の育成
～ ｢自分ごとの学び｣ を手に入れる学習指導の工夫～ 全教科・全領域

13 成 和 小 主体的・対話的で深い学びを実現させるための授業づくり
～ＩＣＴの効果的活用を通して～ 全教科・全領域

14 大 志 小 自らの思いや考えを持ち､ 自ら学び､ 共に高め合う大志っ子の育成 算 数

15 浜 崎 小 こつこつと学び､ 生き生きと学び合い､ 学習を愉しむ児童の育成
～算数科における学び合いの授業実践を通して～ 算 数

16 虹 の 松 原分 校 教科書を用いた道徳授業の実践研究 特別の教科
｢道徳｣

17 玉 島 小 児童が主体的に学び合う授業づくりを目指して
～算数科における協働的に学ぶ活動を通して～ 算 数

18 平 原 小 主体的・対話的に学び､ 自分の考えを表現する子どもの育成 算 数



― 36 ―

学 校 名 令 和 ３ 年 度 研 究 テ ー マ 教科・領域

19 厳 木 小 評価を生かした学びと言語活動を通して行う授業の在り方
～地域の特徴や児童の実態を生かした単元づくりを目指して～ 外国語・外国語活動

20 � 木 小 主体的に考え､ 判断し､ 行動する児童の育成
～合科・関連的単元による授業実践とカリキュラムマネジメントを通して～

教育課程・
カリキュラム
マネジメント

21 相 知 小 算数のおもしろさを味わわせる算数科指導法の研究 算 数

22 伊 岐 佐 小 自ら問い続ける子どもの育成
～全教科・全領域における ｢私の問い｣ を取り入れた授業改善を通して～ 全教科・全領域

23 北 波 多 小 自ら考え､ 友だちと高め合いながら､ 自信をもつことのできる児童の育成
～一人ひとりの学力向上をめざした人権が尊重される授業づくり～ 国語・算数・外国語

24 切 木 小 授業と家庭学習の連動の研究
～学ぶ意欲の向上を目指して～

国語・算数
社会・理科

25 入 野 小 算数科において､ 思考力・判断力・表現力を高めるための指導の工夫
～ ｢説明する｣ 算数的活動を通して～ 算 数

26 向 島 分 校 休 校

27 納 所 小 主体的に学び､ 考えることを楽しむ児童の育成
～一人一人の資質・能力を高める学習指導の工夫～ 全領域

28 田 野 小 思考力・表現力の向上を目指す指導法の研究 算 数

29 名 護 屋 小 道徳的な判断力､ 心情､ 実践意欲と態度を､ 共に高め合う児童の育成
～ ｢考え､ 議論する道徳｣ の授業実践を通して～

特別の教科
｢道徳｣

30 馬 渡 小 主体的・対話的で深い学びのある授業の創造
― 単元を貫く問いの設定を通して ― 全教科・全領域

31 加 唐 小 ９年間を見通した基礎学力の定着と進路実現を目指して
～主体的・対話的で多様な学習活動を通して～ 学力向上

32 松 島 分 校 休 校

33 打 上 小 ｢自他を大切にし､ お互いに認め合い､ 共に高め合う児童生徒の育成｣
～小学校・中学校・地域の連携を基盤とした教育活動を通して～ 人権・同和教育

34 呼 子 小 自他を大切にするとともに､ 主体的に考え・動く子どもの育成
～人権教育の視点を取り入れた ｢よぶこっこ学習過程｣ の授業実践を通して～ 人権教育

35 小 川 小 思考力､ 判断力､ 表現力を高める学習指導
～問題発見・解決能力を育む授業実践～ 全教科

36 七 山 小 自ら学ぼうとする児童・生徒の育成 学力向上



(中 学 校)
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学 校 名 令 和 ３ 年 度 研 究 テ ー マ 教科・領域

1 第 一 中 他者との協働を大切にし､ 主体的に自らの考えを広げ深める
ことのできる生徒の育成 全教科・全領域

2 佐 志 中 言語活動を通して､ 確かな学力を身につけさせる指導法の研究
～思考力・判断力・表現力を高める授業作り～ 全教科

3 高 峰 中 夢や目標の実現に向けて､ 豊かな人間性と確かな学力を育てる指導方法の研究
～小・中連携で取り組む ｢キャリア教育｣ と ｢学習指導方法の工夫・改善｣ を通して～

キャリア教育
学力向上

4 第 五 中 生徒が主体的に学ぶための学習指導方法と評価の研究
～学びの学習環境づくり・教材等の開発､ 次の学びにつながる学習評価の工夫～

全教科
学力向上
学習評価

5 鏡 中 学びに向かう力を高める学習活動の研究 全教科・全領域

6 鬼 塚 中 見通しをもち､ 主体的に学習に取り組む生徒の育成
～基礎・基本の定着と学習の振り返りの充実を目指して～ 学力向上

7 湊 中 共に学び､ 考え､ 高め合う集団の育成
～生徒が ｢やってみたい｣ ｢おもしろい｣ と感じる指導法の研究～ 全教科

8 西 唐 津 中 基礎学力を高める指導方法の研究
～主体的､ 対話的に学ぶ児童・生徒の育成を目指して～ 全教科・全領域

9 浜 玉 中 ｢自ら考え､ 表現し､ 意欲的に学ぶ生徒の育成｣ 全領域

10 虹 の 松 原分 校 教科書を用いた道徳授業の実践研究 特別の教科
｢道徳｣

11 厳 木 中 主体的・協働的に学ぶ生徒の育成
～活用力の向上を目指した教育活動を通して～ 全ての教科・領域

12 相 知 中 生徒が主体的に学習に取組む単元づくり
～学習評価を指導に生かす～ 全教科

13 北 波 多 中 自他を大切にし､ 互いに認め合い､ 共に高め合う児童生徒の育成
～基礎学力の定着を目指した教育活動を通して～ 学力向上

14 肥 前 中 肥中生の ｢学ぶ力｣ を育成する学習指導法の工夫
～アウトプット活動と一人一台端末の利活用を通して～ 全教科・全領域

15 海 青 中 自他を大切にし､ お互いに認め合い､ 共に高め合う児童生徒の育成
～小学校・中学校・地域の連携を基盤とした人権教育を通して～ 人権・同和教育

16 馬 渡 中 主体的・対話的で深い学びのある授業の創造
～単元を貫く問いの設定を通して～ 全教科・全領域

17 加 唐 中 ９年間を見通した基礎学力の定着と進路実現を目指して
～主体的・対話的で多様な学習活動を通して～ 学力向上

18 小 川 中 思考力､ 判断力､ 表現力を高める学習指導
～学んだことを活用する力を育む授業実践～ 全教科

19 七 山 中 自ら学ぼうとする児童・生徒の育成 学力向上



区 分
学校名

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 合 計
児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 東 唐 津 小 9 1 8 1 7 1 6 11 1 7 1 48 5

2 外 町 小 3 2 5 1 4 1 1 3 1 4 1 20 6
62 4 56 3 65 2 56 3 77 4 57 3 373 19

3 長 松 小 5 2 5 8 2 3 1 7 1 5 33 6
118 6 118 4 124 6 126 5 148 5 125 4 759 30

4 西 唐 津 小 4 2 3 3 4 1 1 4 1 19 4
43 4 50 2 46 2 55 3 50 2 59 3 303 16

5 竹 木 場 小 1 1 1 1 3 1
9 1 11 2 8 1 10 1 7 11 1 56 6

6 高 島 小 1 1 1 1
2 2 3 3 1 8 3

7 佐 志 小 1 1 1 1 1 1 4 2
49 2 38 2 43 3 46 2 50 3 40 2 266 14

8 鏡 山 小 6 1 7 3 8 1 8 2 6 1 7 42 8
164 6 161 8 153 6 179 7 169 6 136 4 962 37

9 久 里 小 2 2 1 3 1 1 8 2
50 4 56 2 54 2 49 2 38 1 46 2 293 13

10 鬼 塚 小 3 1 3 1 5 1 2 1 2 2 1 17 5
49 3 57 3 59 3 60 3 53 2 63 3 341 17

11 大 良 小 2 1 2 1
5 1 6 2 5 1 8 4 1 5 33 5

12 湊 小 1 1 1 1 3 5 2
20 1 24 1 15 2 17 2 12 1 14 1 102 8

13 成 和 小 1 1 2 1 2 1 4 9 3
68 2 45 2 58 3 51 3 56 3 62 2 340 15

14 大 志 小 4 2 4 1 6 2 2 1 19 3
71 4 73 3 81 3 81 2 70 2 81 2 457 16

15 浜 崎 小 12 4 2 6 1 3 6 1 3 1 32 7
114 7 109 4 116 5 136 4 107 4 110 4 692 28

16 虹の松原分校 1 1 1 1

17 玉 島 小 1 1 3 1 4 2
9 1 6 1 11 1 12 2 12 1 17 1 67 7

18 平 原 小 1 1 2 1 1 4 2
4 1 7 2 8 8 2 8 7 1 42 6

19 厳 木 小 3 2 1 3 7 2
6 1 17 3 14 1 12 1 17 1 11 1 77 8

20 � 木 小 2 1 2 1
10 1 15 1 14 1 6 1 14 1 10 2 69 7

21 相 知 小 3 2 2 1 7 1 1 14 3
36 3 54 2 35 1 47 3 45 2 48 2 265 13

22 伊 岐 佐 小 3 1 3 7 1 5 8 1 10 1 36 4

23 北 波 多 小 2 1 2 2 1 2 1 1 10 2
44 3 39 2 47 3 35 1 40 1 38 1 243 11

24 切 木 小 1 1 1 1 1 1 1 5 2
4 2 13 1 7 1 5 9 2 11 1 49 7

25 入 野 小 1 1 1 1
9 1 7 1 10 1 12 1 11 2 9 1 58 7

26 向 島 分 校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27 納 所 小 15 1 12 1 10 1 10 1 10 1 18 1 75 6

28 田 野 小 1 1 1 1
10 1 11 1 5 13 2 10 1 9 1 58 6

29 名 護 屋 小 1 1 2 1 1 1 5 2
18 2 14 2 11 1 17 1 13 1 21 1 94 8

30 馬 渡 小 1 1 1 1
2 1 1 2 1 3 1 1 5 1 14 4

31 加 唐 小 2 1 1 1 1 1 5 2

32 松 島 分 校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33 打 上 小 1 1 1 1
15 1 14 1 23 1 18 1 19 1 25 2 114 7

34 呼 子 小 1 1 1 1 5 2 4 1 2 14 4
30 2 27 1 24 1 32 3 27 2 41 2 181 11

35 小 川 小 1 1 1 1 1 2 2 1 1 8 3

36 七 山 小 3 3 3 6 3
16 1 13 1 16 4 16 1 14 1 15 1 90 9

� � �� �� �� �� �� �� �� �� �� � �� � ��� ��
�	
�� ���	
�� ���	
�� ���	��� ���	��� ���	��� ���	������
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� � ��� 	 


� 児童数・生徒数・学級数
① 市立小学校 (令和３年５月１日現在)

※上段の数は特別支援学級 (内数)
※下段の数は特別支援学級を含む総児童数及び総学級数
※学級数空欄は複式学級
※特別支援学級数の空欄は複式学級と同様に低学年に記載
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② 市立中学校
区 分

学校名
１ 年 ２ 年 ３ 年 合 計

生 徒 数 学級数 生 徒 数 学級数 生 徒 数 学級数 生 徒 数 学級数

1 第 一 中 4 3 3 2 9 3
194 8 188 5 191 5 573 18

2 佐 志 中 2 2 1 3 2
45 2 42 4 51 2 138 8

3 高 峰 中 1 1 1 1
24 1 19 1 23 2 66 4

4 第 五 中 5 2 7 3 3 15 5
123 6 127 7 133 4 383 17

5 鏡 中 7 3 4 1 3 14 4
134 7 103 4 138 4 375 15

6 鬼 塚 中 7 2 3 1 1 11 3
96 5 90 3 76 4 262 12

7 湊 中 2 2 1 3 2
16 1 25 3 17 1 58 5

8 西 唐 津 中 1 1 4 1 3 8 2
55 3 56 3 63 2 174 8

9 浜 玉 中 3 1 4 1 7 1 14 3
124 5 133 5 99 4 356 14

10 虹の松原分校 1 1 1 2 1
2 2 3 1 5 3

11 厳 木 中 1 1 1 2 1 4 2
36 2 28 1 37 2 101 5

12 相 知 中 2 1 2 1 2 1 6 3
61 3 58 3 58 3 177 9

13 北 波 多 中 3 2 4 7 2
42 3 37 1 42 1 121 5

14 肥 前 中 2 1 2 1 1 5 2
35 2 40 1 37 3 112 6

15 海 青 中 1 1 7 2 4 1 12 4
69 4 75 5 77 4 221 13

16 馬 渡 中 2 1 2 4 1 8 2

17 加 唐 中 1 1 1 1

18 小 川 中 1 1 1 1

19 七 山 中 2 1 2 1
20 2 14 1 12 1 46 4

� �
�� �� �� �� �� 	 ��� ��

���	� 
� ����� �� ����� �� ���	� �
�

※上段の数は特別支援学級 (内数)
※下段の数は特別支援学級を含む総児童数及び総学級数
※学級数空欄は複式学級 (低学年に記載)
※特別支援学級数の空欄は複式学級と同様に低学年に記載
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� 年度別児童数・生徒数､ 学級数の推移
① 市立小学校

区 分
学校名

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度
児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

大 成 小
志 道 小

1 東 唐 津 小 60 8 53 7 53 7 53 7 49 7 47 4 48 5
2 外 町 小 460 19 431 19 444 20 432 19 410 19 385 19 373 19
3 長 松 小 825 27 788 26 801 28 810 29 805 29 780 30 759 30
4 西 唐 津 小 402 15 388 16 367 15 363 15 336 15 317 15 303 16
5 竹 木 場 小 45 4 52 5 50 6 51 5 54 6 56 6 56 6
6 高 島 小 6 3 5 3 5 3 5 3 4 3 4 3 8 3
7 佐 志 小 365 16 351 17 331 15 305 13 279 14 268 14 266 14
8 鏡 山 小 807 29 826 29 863 29 914 31 916 35 961 38 962 37
9 久 里 小 233 10 247 12 240 10 251 10 278 12 289 13 293 13
10 鬼 塚 小 385 15 382 16 368 16 369 16 372 16 365 16 341 17
11 大 良 小 31 5 30 5 32 5 34 5 34 4 34 5 33 5
12 湊 小 132 8 121 8 108 8 109 8 104 8 102 8 102 8
神 集 島 小

13 成 和 小 426 17 401 14 391 15 372 15 372 15 350 15 340 15
14 大 志 小 431 17 457 17 444 16 461 17 477 19 469 18 457 16
15 浜 崎 小 611 22 624 23 632 22 671 24 704 25 687 24 692 28
16 虹の松原分校 1 1 2 2 1 1 2 1 1 1 2 2 1 1
17 玉 島 小 72 8 79 8 78 8 77 9 73 8 67 8 67 7
18 平 原 小 45 4 50 4 51 6 53 5 51 6 51 5 42 6
鳥 巣 分 校

19 厳 木 小 106 7 102 7 99 8 94 8 88 8 90 8 77 8
天 川 分 校
広 川 分 校
平 之 分 校
瀬戸木場分校

20 � 木 小 94 8 91 8 90 8 81 8 77 8 77 7 69 7
本 山 小

21 相 知 小 353 15 344 15 332 16 307 16 282 14 286 14 265 13
田 頭 小

22 伊 岐 佐 小 50 5 51 6 51 6 49 6 48 5 40 5 36 4
平 山 小
佐 里 小

23 北 波 多 小 255 12 246 11 249 11 245 11 246 12 240 11 243 11
24 切 木 小 60 6 55 5 56 6 52 6 48 6 55 7 49 7
25 入 野 小 103 8 90 8 84 7 78 7 72 7 65 8 58 7
26 向 島 分 校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
27 納 所 小 90 8 91 8 85 8 81 8 76 7 72 6 75 6
28 田 野 小 77 7 69 7 62 7 66 7 59 7 57 7 58 6
向 島 小

29 名 護 屋 小 113 7 112 6 104 7 107 8 95 8 92 8 94 8
30 馬 渡 小 15 4 15 3 16 3 22 3 20 3 13 3 14 4
31 加 唐 小 2 1 3 2 7 3 3 2 4 2 4 2 5 2
32 松 島 分 校 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
33 打 上 小 152 7 150 8 141 8 137 7 133 8 123 7 114 7
赤 木 分 校
石 室 分 校

34 呼 子 小 245 12 243 14 235 12 231 11 209 11 190 11 181 11
35 小 川 小 18 3 12 3 6 3 5 3 4 2 7 3 8 3
加 部 島 小

36 七 山 小 110 6 106 8 97 8 93 8 96 9 95 9 90 9
� � ����� ��� ����� �		 ���
� ��� 
���� ��� 
���
 ��� 
��	� ��� 
���� ���



― 41 ―

② 市立中学校

区 分

学校名

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 第 一 中 558 19 517 17 506 18 493 17 523 18 530 17 573 18

2 佐 志 中 207 10 185 9 185 8 179 8 172 8 151 8 138 8

高 島 中

第 四 中

3 高 峰 中 65 4 59 4 62 4 62 3 67 4 63 4 66 4

4 第 五 中 438 16 433 15 391 13 381 14 372 15 380 16 383 17

5 鏡 中 328 11 342 12 347 12 359 13 381 13 362 13 375 15

6 鬼 塚 中 298 12 272 11 281 11 285 11 265 12 264 12 262 12

7 湊 中 65 5 69 6 63 6 66 6 56 5 63 5 58 5

神 集 島 中

大 良 中

8 西 唐 津 中 235 9 217 7 202 8 180 9 182 9 176 8 174 8

9 浜 玉 中 351 14 332 12 331 12 317 13 315 12 334 12 356 14

10 虹の松原分校 11 4 8 2 7 3 7 4 5 2 6 4 5 3

11 厳 木 中 88 5 88 5 91 4 89 5 99 5 92 5 101 5

12 相 知 中 228 7 202 8 190 8 194 8 198 8 188 9 177 9

13 北 波 多 中 127 7 122 8 112 5 118 5 114 4 114 4 121 5

切 木 中

14 肥 前 中 147 6 146 6 148 8 140 8 125 7 115 6 112 6

向 島 中

15 海 青 中 257 9 235 8 236 9 229 12 223 13 222 13 221 13

名 護 屋 中

16 馬 渡 中 19 3 15 3 13 3 11 3 15 3 11 2 8 2

17 加 唐 中 2 1 3 1 3 1 1 1 2 1 2 1 1 1

打 上 中

呼 子 中

18 小 川 中 9 2 14 2 12 2 9 2 4 1 2 2 1 1

19 七 山 中 77 5 64 5 58 5 53 5 54 4 50 3 46 4

� � ����� ��� ����� ��� ���	� ��	 ����� ��� ����	 ��� ���	� ��� ����
 ���

区 分

学校名

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

1 唐 津 東 中 356 9 356 9 354 9 355 9 358 9 358 9 359 9

③ 県立中学校
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⑤ 市立幼稚園

区 分

園 名

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度

園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 生徒数 学級数

1 唐 津 幼 稚 園 47 3 47 3 49 3 49 3 27 3 15 2 閉園

区 分

学校名

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

1 早稲田佐賀中 328 9 337 10 329 9 332 9 357 10 369 10 379 10

④ 私立中学校

⑥ 私立幼稚園・認定こども園

※平成27年４月から ｢子ども・子育て支援新制度｣ がスタートした｡
※認定こども園は､ 教育認定 (第１号認定) と保育認定 (第２号認定､ 第３号認定) を受けた園児
が通園している｡
※ 『唐津市の教育』 に掲載する認定こども園の園児数は､ 平成27年度からは､ 教育認定 (第１号認
定) を受けた園児数 (５月１日現在) を記載している｡

区 分

園 名

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 令和２年度 令和３年度
備 考

園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数 園児数 クラス数

1 唐津カトリック 47 4 58 3 56 3 52 4 49 3 51 4 48 3 認定こども園

2 唐津ルーテル 88 5 93 7 72 6 66 8 56 6 57 8 64 8 認定こども園

3 昭 和 296 11 263 11 243 11 224 11 197 9 148 11 128 9 認定こども園

4 す み れ 171 8 154 10 152 10 144 10 108 6 93 6 80 6 認定こども園

5 虹 の 森 9 4 10 4 14 4 認定こども園

6 リ ョ ー ユ ー 187 8 168 10 127 9 117 9 90 9 83 11 69 9 認定こども園

7 エ ル ア ン 176 7 182 7 166 7 153 7 141 6 140 7 136 7 幼稚園

8 浜 崎 51 4 60 4 62 4 62 4 35 3 33 4 32 3 認定こども園

9 相知エルアン 83 6 61 6 47 6 35 6 37 6 27 6 28 6 認定こども園

10 ひ ぜ ん 11 3 9 3 10 3 10 3 5 3 3 3 4 3 認定こども園

11 呼 子 中 央 36 3 28 3 17 3 14 3 10 3 7 4 7 2 認定こども園

12 厳木さくらんぼ 5 3 2 3 0 0 認定こども園

� � ����� ������� �� ��	 �	 
�� �� ��	 �� ��� �� ��� ��
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�
令
和
２
年
度

卒
業
生
の
進
路
状
況
(令
和
３
年
３
月
卒
業
)

卒
業
生
総
数

進
学

者
(就
職
進
学
者
も
含
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専
修
学
校
等

公
共
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業

能
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発
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設
等
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者
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外
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死
亡
・
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詳
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学
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高
等
専
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学
校
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学
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学
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総
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通
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課
程
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年 度
項 目 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

進

学

者

全日制

県 内
公 立 942 920 820 819 823 789

私 立 145 127 117 121 129 111

県 外
公 立 2 4 2 6 3 3

私 立 51 29 54 37 51 35

定時制
県 内 15 8 11 12 4 6

県 外 0 1 0 0 1 0

通信制
県 内 11 8 4 5 8 13

県 外 10 4 17 16 22 27

高 等 専 門 学 校 8 7 7 6 8 7

特別支援学校

高 等 部

県 内 7 12 10 7 16 8

県 外 0 0 0 0 0 0

進 学 者

県 内 1�120 1�075 962 964 980 927

県 外 71 45 80 65 85 72

計 1�191 1�120 1�042 1�029 1�065 999

％ 96�3 95�9 96�0 96�7 97�9 98�3

専 修 学 校 (高等課程) 4 7 9 3 0 0

専修学校(一般課程)･各種学校等 0 0 0 0 0 0

公共職業能力開発施設等 6 3 8 3 3 4

就

職

者

県 内 9 15 4 9 2 2

県 外 0 2 2 0 0 2

計 9 17 6 9 2 4

％ 0�7 1�5 0�6 0�8 0�2 0�4

上 記 以 外 の 者
計 27 20 22 20 18 9

％ 2�2 1�7 2�0 1�9 1�7 0�9

そ の 他

(死亡・不祥等)

計 0 1 0 0 0 0

％ 0 0 0 0 0 0

合 計 (卒業生総数となる) 1�237 1�168 1�087 1�064 1�088 1�016

(注) 就職進学 (定時制・通信制) 者は進学者に含める｡



� 学校勤務職員数
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(令和３年５月１日現在)

学 校 名
教 職 員 数 市 職 員 数

合 計
校 長 一般教員 養護教員 事務職員 栄養士 計 用務員 事務員 調理員 図 書 その他職員 計

東 唐 津 小 1 7 1 1 0 10 1 1 3 1 1 7 17
外 町 小 1 25.5 1 2 1 30.5 1 1 5 1 4 12 42.5
長 松 小 1 39 1 2 1 44 1 2 7 1 4 15 59
西 唐 津 小 1 24.5 1 1 1 28.5 1 1 5 1 3 11 39.5
竹 木 場 小 0 8 0 1 0 9 1 1 0 1 2 5 14
高 島 小 1 4 1 1 0 7 1 0 2 0 0 3 10
佐 志 小 1 21 1 2 0 25 1 1 0 1 2 5 30
鏡 山 小 1 48.5 2 2 1 54.5 1 1 0 1 6 9 63.5
久 里 小 1 18 1 1 0 21 1 1 0 1 2 5 26
鬼 塚 小 1 22 1 1 1 26 1 1 4 1 3 10 36
大 良 小 1 7 1 1 0 10 1 0 0 1 1 3 13
湊 小 1 10 1 1 0 13 1 1 2 1 1 6 19
成 和 小 1 20 1 1 1 24 1 1 5 1 3 11 35
大 志 小 1 23.5 1 1 0 26.5 1 1 0 1 5 8 34.5
浜 崎 小 1 38 1 2 0 42 1 1 0 1 6 9 51
玉 島 小 1 9 1 1 0 12 1 0 0 1 2 4 16
平 原 小 1 8 1 1 0 11 1 0 0 1 2 4 15
厳 木 小 1 10 1 1 0 13 1 0 0 1 1 3 16
� 木 小 1 9 1 1 0 12 1 0 0 1 1 3 15
相 知 小 1 16 1 1 1 20 1 1 0 1 3 6 26
伊 岐 佐 小 1 6 1 1 0 9 1 0 0 1 1 3 12
北 波 多 小 1 15 1 1 0 18 1 0 0 1 2 4 22
切 木 小 1 9 1 1 0 12 1 0 0 1 2 4 16
入 野 小 1 9 1 1 0 12 1 0 0 1 0 2 14
納 所 小 1 8 1 1 0 11 1 0 0 1 1 3 14
田 野 小 1 8 1 1 0 11 1 0 0 1 2 4 15
名 護 屋 小 1 10 1 1 0 13 1 0 0 1 1 3 16
打 上 小 1 9 1 1 1 13 1 0 0 1 0 2 15
馬 渡 小 0 6 0 1 0 7 1 0 2 0 1 4 11
加 唐 小 0 3 0 1 0 4 1 0 2 0 0 3 7
呼 子 小 1 14 1 1 1 18 1 1 0 1 2 5 23
小 川 小 0 5 0 1 0 6 1 0 2 0 0 3 9
七 山 小 0 11 1 0 0 12 1 0 0 1 2 4 16
� � �� ��� �� �� 	 
�
 �� �� �	 �	 �� ��� ���

第 一 中 1 34 2 2 0 39 1 2 0 1 1 5 44
佐 志 中 1 18 1 1 0 21 1 1 0 1 1 4 25
高 峰 中 1 8 1 0 0 10 0 0 0 0 0 0 10
第 五 中 1 30 2 1 0 34 1 1 0 1 0 3 37
鏡 中 1 28 1 2 0 32 1 1 5 1 0 8 40
鬼 塚 中 1 21.5 1 2 0 25.5 1 1 0 1 1 4 29.5
湊 中 1 9 1 1 0 12 1 1 2 1 1 6 18
西 唐 津 中 1 18.5 1 1 0 21.5 1 1 3 1 0 6 27.5
浜 玉 中 1 34 1 2 1 39 1 1 0 1 1 4 43
厳 木 中 1 9 1 2 0 13 1 0 0 1 0 2 15
相 知 中 1 18 1 1 0 21 1 0 0 1 0 2 23
北 波 多 中 1 13 1 1 0 16 1 0 0 1 1 3 19
肥 前 中 1 11 1 2 1 16 1 0 0 1 0 2 18
海 青 中 1 21.5 1 2 0 25.5 1 0 0 1 1 3 28.5
馬 渡 中 1 7 1 0 0 9 0 0 0 0 0 0 9
加 唐 中 1 5 1 0 0 7 0 0 0 0 0 0 7
小 川 中 1 5 1 0 0 7 0 0 0 0 0 0 7
七 山 中 1 9 0 1 0 11 0 0 0 0 0 0 11
� � �� �		�
 �	 �� � �
	�
 �� 	 �� �� � 
� ����


� � �� ����
 �	 
� �� 	���
 �� �
 �	 �� �� ��
 �����

(注) 分校は､ 本校に含む｡
(注) 半日勤務教員を､ 0.5人で記載
(注) 小中併設校の市職員数は､ 小学校に記載する｡
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� 就学援助等児童数・生徒数

� 特別支援学校児童数・生徒数
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(令和３年５月１日現在)

区 分

小中別

全 児 童

生 徒 数

要 保 護 準 要 保 護 合 計

人 員 扶 助 率 人 員 扶 助 率 人 員 扶 助 率

小学校 6�579 17 0�26 831 12�63 848 12�89

中学校 3�178 13 0�41 592 18�63 605 19�04

� ����� �� ���� ���	� ����
 ����� ���
�

(単位：人) (令和３年５月１日現在)

施

設

別

学

齢

児

別

合

計

特 別 支 援 学 校

金
立
特
別
支
援
学
校

大
和
特
別
支
援
学
校

中
原
特
別
支
援
学
校

伊
万
里
特
別
支
援
学
校

唐
津
特
別
支
援
学
校

盲

学

校

ろ

う

学

校

未 学 齢 児 0 0 0 0 0 0 0

小 ､ 学 齢 児 42 1 0 1 0 40 0 0

中 ､ 学 齢 児 34 1 0 1 0 32 0 0

高 ､ 学 齢 児 57 1 0 0 0 53 2 1

� ��� � � 	 � �	� 	 �

人 人 ％ 人 ％ 人 ％



� 奨学基金制度

本市の奨学基金は､ 唐津市奨学基金があり､ 本市に住所を有している者又は保護者が本市に住

所を有している者のうち､ 優秀な生徒であって､ 経済的理由による就学困難な者に対して､ 奨学

のための資金を貸与し､ もって有為な人材を育成することを目的としています｡

また､ 七山地区を特定した唐津市七山瀬戸享人材育成基金は､ 平成３０年度で貸し付けを終了

しました｡
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基金名

項 目
唐 津 市 奨 学 基 金

発 足 年 月 日 平成17年１月１日

基 金 額

(令和３年４月１日現在)
337�724�938円

基 金 内 容
市内篤志家の寄附金等及び収益金により

運用

奨 学 金 額

高校等 年 額 200�000円

大学等 入学時又は編入時 600�000円

(１回限り)

種 別 貸 与

対 象 者
高 等 学 校 等 在 学 者

大学等に入学又は編入する者

期 間 最 短 終 業 年 限

返 還 方 法 等
卒業から１年後

月 額 10�000円

奨 学 生 数
貸与 38人

(高校等18人､ 大学等20人)



� � � � �

唐津市では､ 市立小中学校51校に１日約11,000食の学校給食を提供しています｡

学校給食センター方式・自校方式・選択式弁当給食方式の３つの方式で実施しています｡

� 学校給食センター

① 施設一覧

② 給食対象人員及び給食費
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※������	
��
����������������

浜崎小､玉島小､平原小､厳木小､�木小､相知小､伊岐佐小､北波多小､七山小､久里小､鏡山小

浜玉中､厳木中､相知中､北波多中､七山中､鬼塚中､佐志中

※������	
��
���������������

切木小､入野小､納所小､田野小､竹木場小､大良小､肥前中､高峰中

※������	
��
���������

打上小､佐志小､大志小

※������	
��
���������������

呼子小､名護屋小､海青中

 !" #$% &'()*+ ��,-�. ����.

東部学校給食センター 唐津市相知町相知2530�9 H28 6,000 (小) 11 (中) 7

肥前学校給食センター 唐津市肥前町入野甲2217�2 S53 800 (小) 6 (中) 2

鎮西学校給食センター 唐津市鎮西町菖蒲2215�9 H08 1,000 (小) 3

呼子学校給食センター 唐津市呼子町殿ノ浦1135 H04 1,000 (小) 2 (中) 1

区分 ��/012 342 ��5 �67�89�*+

施設別 計 児 童 職員数 人員 一人あたり食数 年額 1食単価 年額 1食単価

東部学校給食センター 4,461 32 25 178

小学校 (11校) 3,099 2,825 274 47,300 250 47,300 250

中学校 (７校) 1,330 1,190 140 55,000 290 55,000 290

肥前学校給食センター 629 13 9 70

小学校 (６校) 417 326 91 48,400 246 48,400 246

中学校 (２校) 199 178 21 57,200 296 57,200 296

鎮西学校給食センター 932 15 11 85

小学校 (３校) 917 837 80 47,300 245 47,300 245

呼子学校給食センター 580 14 11 53

小学校 (２校) 316 277 39 48,400 251 48,400 249

中学校 (１校) 250 221 29 57,200 303 57,200 297

合 計 6,602 0 74 56 118



� 自校方式給食

① 施設一覧､ 給食対象人員及び給食費

※ 馬渡中､ 加唐中､ 小川中は､ 小学校との共同調理場であるため､ 調理員人員数は小学校に記載｡

� 選択式弁当給食

① 対象校及び給食費
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※ミルク給食は､ 全員が対象｡

※選択式弁当給食は､ 市の栄養士が作成した献立に基づき､ 給食調理・配送は民間事業者が実施｡

※弁当給食を注文しない場合は､ 自宅から弁当持参｡

区分 ������ �	� ��
 ��
������

施設別 計 児 童 職員数 人員 一人あたり食数 年額 1食単価 年額 1食単価

小学校 (11校) 2,576

東 唐 津 小 65 48 17 3 22 49,500 255 49,500 260

外 町 小 414 372 42 5 83 47,300 245 47,300 245

長 松 小 817 758 59 8 102 48,400 248 48,400 247

西 唐 津 小 339 301 38 5 68 47,300 245 47,300 245

高 島 小 19 9 10 2 10 50,050 270 50,050 263

鬼 塚 小 378 341 37 4 95 47,300 250 47,300 250

湊 小 121 102 19 2 61 49,500 257 49,500 252

成 和 小 374 340 34 5 75 49,500 252 49,500 250

馬 渡 小 22 14 8 2 19 50,600 260 50,600 260

加 唐 小 10 5 5 2 9 47,300 249 47,300 243

小 川 小 17 8 9 2 13 52,250 271 52,250 260

中学校 (６校) 719

鏡 中 411 375 36 5 82 56,000 290 56,000 287

西 唐 津 中 201 174 27 3 67 57,000 300 57,000 300

湊 中 75 57 18 2 38 58,300 298 58,300 305

馬 渡 中 16 8 8 53,900 280 53,900 280

加 唐 中 8 1 7 56,100 295 56,100 288

小 川 中 8 1 7 59,950 310 59,950 291

合 計 3,295 0 0 0

区分 ������ �����
 ��
 ��
������

学校別 計 児 童 職員数 年額 1食単価 注文者実績(延べ) 1食単価 注文者実績(延べ) 1食単価

第 一 中 575 547 28 4,963 270 1,315 270

第 五 中 389 366 23 5,000 270 1,310 270

合 計 964 913 51 2,625



����� ��	
��
��

― 50 ―

� � � ���� 	
����
� ���� � � �

1 東 唐 津 小 72�3501 〒847�0017 東唐津四丁目4番29号 明8年 藤 原 寿 朗

2 外 町 小 73�1161 〒847�0063 東町37番地 大15年 杉 原 世 紀

3 長 松 小 73�1163 〒847�0824 神田2148番地2 明8年 佐々木 講 吉

4 西 唐 津 小 72�3165 〒847�0861 二タ子二丁目6番120号 明8年 青 � 正 文

5 竹 木 場 小 72�3475 〒847�0881 竹木場5576番地17 明8年 田 中 佐代子

6 高 島 小 72�4387 〒847�0027 高島188番地 明8年 中 村 尚 志

7 佐 志 小 74�3445 〒847�0115 佐志浜町4411番地6 明８年 松 野 克 己

8 鏡 山 小 77�0305 〒847�0022 鏡1231番地 昭45年 前 川 英 司

9 久 里 小 78�0012 〒847�0033 久里1820番地 明34年 � 木 淑 文

10 鬼 塚 小 78�0013 〒847�0004 養母田28番地2 明28年 多 貝 利 彦

11 大 良 小 72�8085 〒847�0803 大良526番地1 明８年 渡 辺 謙

12 湊 小 79�0004 〒847�0133 湊町1291番地2 明８年 諸 永 成 樹

13 成 和 小 75�0174 〒847�0085 和多田本村8番80号 平３年 松 岡 竜四郎

14 大 志 小 73�1165 〒847�0014 西城内4番43号 平16年 田 中 久美子

15 浜 崎 小 56�6116 〒849�5131 浜玉町浜崎451番地 明８年 宮 本 克 一

16 浜崎小虹の松原分校 70�4995 〒849�5131 浜玉町浜崎2137番地 平19年 宮 本 克 一

17 玉 島 小 56�6953 〒849�5102 浜玉町五反田823番地 明13年 松 尾 信 広

18 平 原 小 56�6503 〒849�5112 浜玉町平原乙97番地1 明９年 真 子 真 波

19 厳 木 小 63�2621 〒849�3113 厳木町牧瀬44番地1 明８年 渡 邊 英 博

20 � 木 小 63�2635 〒849�3132 厳木町�木306番地 明８年 藤 田 郁 夫

21 相 知 小 62�2355 〒849�3201 相知町相知1810番地1 明８年 伊 藤 正 光

22 伊 岐 佐 小 62�2701 〒849�3223 相知町伊岐佐甲60番地 明８年 小 川 明 浩

23 北 波 多 小 64�2020 〒847�1201 北波多徳須恵416番地 明８年 齊 藤 豊

24 切 木 小 53�2200 〒847�1515 肥前町万賀里川233番地2 明８年 菊 池 典 男

25 入 野 小 54�1103 〒847�1526 肥前町入野丙619番地1 明８年 田 邉 理

26 入野小向島分校 54�0124 〒847�1524 肥前町向島194番地 昭22年 田 邉 理

27 納 所 小 54�0203 〒847�1525 肥前町納所丁682番地 明８年 益 田 宏

28 田 野 小 54�0335 〒847�1521 肥前町田野甲2930番地1 明８年 吉 村 修 治

29 名 護 屋 小 82�1032 〒847�0401 鎮西町名護屋444番地 明８年 中 村 謙 輔

30 馬 渡 小 82�9003 〒847�0405 鎮西町馬渡島41番地 明８年 原 寛 喜

31 加 唐 小 82�9303 〒847�0317 鎮西町加唐島25番地 明８年 宮 地 浩 幸

32 加唐小松島分校 82�9110 〒847�0406 鎮西町松島3531番地6 昭17年 宮 地 浩 幸

33 打 上 小 82�3700 〒847�0322 鎮西町打上2112番地2 明９年 栗 本 洋 二

34 呼 子 小 82�3534 〒847�0303 呼子町呼子3000番地1 明８年 上 村 宗 紀

35 小 川 小 82�8009 〒847�0306 呼子町小川島841番地 明８年 小 松 孝 之

36 七 山 小 58�2009 〒847�1107 七山藤川2263番地1 明６年 池 田 英 二

(市立小学校)
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1 第 一 中 73�2815 〒847�0821 町田一丁目4番1号 昭22年 井 上 英 尚

2 佐 志 中 73�3361 〒847�0101 中瀬通1番地3 昭22年 田 中 泰 博

3 高 峰 中 72�3475 〒847�0881 竹木場5576番地17 平25年 田 中 佐代子

4 第 五 中 72�2134 〒847�0075 和多田用尺1番1号 昭29年 小 林 禎 輝

5 鏡 中 77�0500 〒847�0022 鏡1136番地 昭22年 江 川 俊 之

6 鬼 塚 中 78�0135 〒847�0002 山本1916番地 昭22年 小 浜 義 博

7 湊 中 79�0009 〒847�0133 湊町594番地 昭22年 宮 原 克 法

8 西 唐 津 中 74�8651 〒847�0861 二タ子一丁目7番83号 昭55年 � 木 俊 実

9 浜 玉 中 56�6650 〒849�5103 浜玉町大江6番地1 昭22年 丹 野 到

10 浜玉中虹の松原分校 70�4995 〒849�5131 浜玉町浜崎1901番地456 平19年 丹 野 到

11 厳 木 中 63�2531 〒849�3113 厳木町牧瀬328番地1 昭22年 古 舘 洋 治

12 相 知 中 62�2814 〒849�3201 相知町相知2482番地 昭22年 � 隆 朗

13 北 波 多 中 64�2009 〒847�1201 北波多徳須恵303番地 昭22年 青 � 博 文

14 肥 前 中 54�1105 〒847�1526 肥前町入野甲2217番地2 昭22年 前 田 真 也

15 海 青 中 82�0515 〒847�0321 鎮西町横竹838番地9 平25年 北 川 正 行

16 馬 渡 中 82�9003 〒847�0405 鎮西町馬渡島41番地 昭22年 原 寛 喜

17 加 唐 中 82�9303 〒847�0317 鎮西町加唐島25番地 昭22年 宮 地 浩 幸

18 小 川 中 82�8009 〒847�0306 呼子町小川島841番地 昭22年 小 松 孝 之

19 七 山 中 58�2009 〒847�1107 七山藤川2263番地1 昭22年 池 田 英 二

(市立中学校)

� � � ���� 	 
 � � � � 
 � ���� � � �

1 唐 津 東 中 77�1984 〒847�0022 鏡新開１番地 平18年 清 水 耕 三

(県立中学校)

� � � ���� 	 
 � � � � 
 � ���� � � �

1 早稲田佐賀中 58�9000 〒847�0016 東城内7番1号 平22年 島 本 幸 三

(私立中学校)
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1 エ ル ア ン 77�3450 〒847�0031 原933�2 平５年 脇 山 綾 子

(私立幼稚園)

� � ���� � 	 � � 
 � � 
 ���� � � �

1 唐津カトリック 72�2755 〒847�0842 山下町1201－1 平27年 中 村 信 哉

2 唐津ルーテル 72�2518 〒847�0056 坊主町463 平25年 佐々木 なほみ

3 昭 和 72�4380 〒847�0015 北城内4－3 平23年 中 村 恭 子

4 す み れ 73�2631 〒847�0824 神田1790－2 平25年 増 本 博 宣

5 虹 の 森 74�0660 〒847�0022 鏡3769�105 平31年 副 島 素 子

6 リ ョ － ユ ー 74�7500 〒847�0074 和多田先石12－30 平27年 善 京 子

7 相知エルアン 51�8020 〒849�3218 相知町中山3571－2 平22年 原 義 則

8 浜 崎 56�6103 〒849�5131 浜玉町浜崎1666�1 平31年 村 山 尚 子

9 厳木さくらんぼ 58�9724 〒849�3112 厳木町中島1393�9 平31年 角 田 美 樹

10 ひ ぜ ん 51�6662 〒847�1526 肥前町入野甲1779－2 平23年 中 村 恵

11 呼 子 中 央 82�3333 〒847�0303 呼子町呼子2946 平22年 脇 山 宣 枝

(認定こども園)
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一人ひとりが心豊かで充実した人生を実現していくため､ 生涯学習の推進と支援を図ります｡

また､ 学校・家庭・地域の連携により､ 次代を担う青少年の健全育成に努め､ 更に､ 差別のない

まちづくりをめざして人権・同和教育､ 啓発の推進に努めます｡

� �	
���	

�������
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重 点 目 標 重 点 項 目 区 分 具 体 的 施 策

１地域の将来を
担う人材の育成

�時代の要請に応え
る教育の推進

①学校・家庭・地域の
役割分担と相互連携

・家庭教育の啓発
・公民館報などによる家庭教育の
啓発

・家庭教育啓発講座の開催
・子育てサークルなどの支援
・子育て支援情報センターとの情
報交換・連携

・学校と青少年支援センター・家
庭との連携強化

・青少協､ ＰＴＡ､ 公民館､ 学校
間の情報交換・連携

・青少年健全育成のための総合的
な相互連携

・子どもクラブ活動への助成､ 指
導者育成

・ＰＴＡ活動への助成
・青少年問題協議会との連携
・青少年支援センター運営協議会
との連携

・放課後子ども教室推進事業の推
進
(市内公民館２４か所､ その他２
か所)

・放課後児童クラブと連携した放
課後対策の推進

・学校と公民館の連携強化
・青少年育成協議会への助成
・こども110番体制の徹底･充実
・子ども見守り活動の推進
・成人式の挙行
・青年団活動への助成
・放課後・週末などの子どもの体
験活動交流活動等の推進
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重 点 目 標 重 点 項 目 区 分 具 体 的 施 策

・公民館などでの青少年教育事業
・民間団体実施の青少年体験活動
推進事業への助成

・市報､市ホームページ､行政放送､
公民館報などによる情報提供

２ 生涯学習の
推進と文化財の
保護

�生きがいのある生
涯学習環境の整備・
充実

①生涯学習の普及啓発 ・家庭教育講座､ 成人教育､ 高齢
者教育､ 男女共同参画講座など
公民館､ 都市コミュニティセン
ターにおける､ 魅力ある講座・
教室づくりとその紹介 (公民館
報・行政放送・民間ケーブルテ
レビなど)

・生涯学習月間行事の立案
・実施計画による事業評価の実施

②学習基盤の整備 ・公民館の年次的整備 (改築､ 維
持補修) の促進

・その他社会教育施設の年次的整
備補修､ 耐震化の促進

・公民館類似施設整備補助金の活
用奨励による整備促進

・利用実態にあった施設管理及び
運営の実施

③学習機会の拡充と支
援

・各種大会､ 研修会への積極的参
加

・外部学習機会との連携
・企画運営に関する情報の交換及
び共有 (公民館長会・研修会な
ど)

・県民カレッジ､ アバンセ事業の
活用推進

・自主グループ､ サークルの育成
プログラム内容､ 実施の方法に
ついての指導､ 助言

・長期講座のサークルへの移行推
進

・放送大学など情報通信教育の活
用推進

④地域社会活動の振興 ・地域ぐるみの青少年育成活動の
推進

・青少年の体験活動､ ボランティ
ア活動の推進
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重 点 目 標 重 点 項 目 区 分 具 体 的 施 策

３ 人権教育・
人権啓発の推進

�人権尊重の精神を
育成する学校・社会
教育の推進

①人権・同和教育の啓
発と推進

・社会・同和教育指導員による啓
発

・同和問題強調月間事業 (同和問
題講演会ほか) の実施

・指導員の配置､ 派遣
・公民館など社会教育施設での啓
発､ 研修会 (講座受講生､ 自主
サークル生) の開催

・啓発広報活動の推進
市報､ 行政放送への啓発記事の
掲載
パンフレット､ チラシの配布
人権標語・人権ポスターの募集､
表彰及び優秀作品の展示
イベント時の啓発ＰＲグッズの
配布

・人権学習及び各種講座の実施
(生花､ リズムダンスなど)

・人権総合学習会の実施
・老人会､ 婦人会などでの研修会
の開催

・行政連絡員会ほか各種団体で研
修会実施

・研修実施企業､ 団体の拡大
・ハローワークなど関係機関との
連携

・公民館での人権・同和教育講座
の開催

・人権・同和教育学級の開催
・人権・同和教育指導者の研修会
への参加

・各種研究大会､ 視察研修への積
極的参加

・市人権・同和教育推進協議会へ
の活動強化
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団 体 名 会 員 数 代 表 者

唐津市地域婦人連絡協議会 394人 谷 口 繁 美

唐津地区ＰＴＡ連合会 6�309人 佐 伯 玄一郎

唐津市子ども会連合会 3�763人 古 藤 良 春

日本ボーイスカウト唐津第２団 34人 米 田 均

日本ボーイスカウト唐津第３団 20人 水 上 勝 義

唐津市人権・同和教育推進協議会 144人 冨 永 祐 司

唐津市青少年育成連絡協議会 21団体 松 本 忠 司

浜玉町青年団 10人 藤 嶋 祐 介

浜玉町子どもクラブ連絡協議会 1�158人 松 本 隆 宏

日本ボーイスカウト相知第１団 25人 藤 田 務

北波多女性ネットワーク ｢未来｣ 106人 合 田 富士子

鎮西町青年団 20人 坂 口 曜 健

呼子町青年団 9人 坂 本 義 仁

七山青年団 13人 阿 部 文 哉

七山子どもクラブ指導者連絡会 139人 古 川 一 郎

(令和３年５月１日現在)
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月 行 事 会 場

４月
・放課後子ども教室推進事業26教室 (4～3月) 公民館等

・厳木町楽習教室 (4～3月) 各小中学校

５月

・人権標語及び人権ポスター募集 (児童生徒・一般市民対象)

(5～6月)
生涯学習文化財課

・浜玉親子チャレンジスクール 全4回 (5～10月) 玉島川他

・鯨骨切り唄教室 全10回 (5月～3月) 小川島内

６月

・自然体験学習 全3回 (6月～12月) 厳木地区他

・鎮西元気っ子チャレンジスクール 全6回 (6～2月) 鎮西公民館他

・七山わんぱく塾 全4回 (6～2月) 七山公民館他

７月

８月

�������	
��


・唐津市同和問題講演会 (25日) 相知交流文化センター

・肥前わんぱく塾 全4回 (8月～2月) ふれあい自然塾ひぜん他

・七山子どもクラブ球技大会 七山小中学校体育館

９月

10月

�������������

・厳木町風のふるさとめぐり 厳木町内企業

・鎮西町体験活動 鎮西町波戸岬 ｢少年自然の家｣

11月

��������� 	
��
�!"#$�%���&�


・相知地区市民文化祭 11/14～15 相知交流文化センター

・相知フレッシュピアノコンサート 相知交流文化センター

・ななやま観音の滝俳句会 七山観音の滝周辺

・鎮西地区市民文化祭 鎮西公民館及び名護屋城博物館

12月
�'(%�)��*�


・七山子どもフェスティバル 七山公民館

１月
・成人式

・厳木町公民館研究大会 厳木コミュニティセンター

２月 ・自治公民館研修会 呼子公民館

３月

その他

・公民館文化祭 各公民館

・通学合宿 各地区 (6～10月) 各公民館

・同和教育学級 全5回 (9～1月) 唐津市文化体育館 他
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項 目

所 在 地
公民館名 (電話 0955�)

設
立
年
月
日

構 造 建

設

費

財 源 内 訳 運
営
審
議
会
委
員
数
(Ｒ2)

構

造

種

別

敷
地
面
積
㎡

建
物
面
積
㎡

国
・
県
補
助

市

費

地

方

債
( ) は移転
年 月 日

1 久 里 公 民 館 久里1824
���������

昭29�11�１
(昭55�６�２)

鉄 筋
２ 階 建 2,356.86 766.15 117,466 25,117 41,549 50,800 10

2 鏡 公 民 館 鏡1826-2
�����	���

昭29�11�１
(昭60�２�１)

鉄 筋
２ 階 建 1,598.89 1,664.10 425,671 13

3 鬼 塚 公 民 館 山本1916
�������
�

昭29�11�１
(昭55�５�15)

鉄 筋
２ 階 建

※
1,708.08 766.15 124,111 26,571 44,140 53,400 10

4 高 島 公 民 館 高島89
������
	�

昭26�10�１
(昭52�５�11)

鉄 筋
平 屋 建 875.31 438.62 66,876 16,733 35,143 15,000 7

5 東唐津公民館 東唐津４丁目8-41
���������

昭41�８�１
(昭59�４�１)

鉄 筋
２ 階 建 1,586.08 791.86 147,296 32,110 72,086 43,100 7

6 外 町 公 民 館 和多田海士町3-8
��
��	�	�

昭41�８�１
(昭50�４�１)

鉄 筋
３ 階 建

※
7,509.03 1,125.31 181,118 21,460 87,958 71,700 10

7 成 和 公 民 館 和多田本村7-90
��
������

平３�10�１
(平11�４�１)

鉄 筋
２ 階 建 2,028.00 1,064.83 227,063 0 70,463 156,600 10

8 志 道 公 民 館 大名小路1-54
���������

昭38�７�15
(昭57�４�８)

鉄筋５階
２階のみ 1,614.95 972.52 179,110 39,506 45,204 94,400 10

9 大 成 公 民 館 富士見町1-1
���������

昭57�４�８
(昭58�４�１)

鉄 筋
２ 階 建 4,860.43 865.83 160,485 38,725 73,360 48,400 7

10 長 松 公 民 館 神田2202
���������

昭26�10�１
(平５�３�25)

鉄 筋
２ 階 建 2,632.50 1,280.47 258,041 84,606 79,735 93,700 13

11 西唐津公民館 藤崎通6949
��
������

昭41�４�１
(昭47�５�１)

鉄 筋
２ 階 建 2,931.94 1,003.24 52,320 5,330 12,690 34,300 10

12 竹木場公民館 竹木場5618-1
���������

昭26�10�１
(昭49�６�18)

鉄 筋
２ 階 建 5,927.90 893.10 76,457 11,460 54,997 10,000 7

13 佐 志 公 民 館 佐志浜町4525-2
���������

昭26�10�１
(平18�６�26)

鉄筋一部
鉄骨平屋建 2,700.00 1,000.875 268,498 0 23,998 244,500 10

14 大 良 公 民 館 大良526
�����	���

昭33�４�１
(昭51�６�26)

鉄 筋
２ 階 建 1,218.46 987.78 101,865 33,533 16,532 51,800 7

15 湊 公 民 館 湊町805-1
������	��

昭29�11�１
(平23.２.21)

鉄筋一部
鉄骨平屋建

※
2,973.99 875.74 307,433 0 141,033 166,400 7

16 神集島公民館 神集島1311-6
�������
�

昭29�11.１
(昭51�６�７)

鉄 筋
２ 階 建

※
3,149.83 750.07 113,050 24,530 53,520 35,000 7

17 浜 玉 公 民 館 浜玉町浜崎1151-1
�	���
�	�

昭31�９�30
(令３�４�１)

鉄筋一部
鉄骨２階建

※
5,370.18 1,277.75 408,861 0 40,961 367,900 13

18 厳 木 公 民 館 厳木町中島1337
��
������

昭24�７.１
(昭52�７�１)

鉄 筋
３ 階 建 6,758.00 2,036.00 327,199 37,500 85,399 204,300 10

19 相 知 公 民 館(相知交流文化センター)
相知町中山3600-8
����
����

昭24�８�５
(平15�10�14)

鉄 筋
平 屋 建

※
13,295.72 4,046.81 1,753,415 0 853,415 900,000 10

20 北波多公民館 北波多徳須恵1097-12
���������

昭50�12�12
平8�4�1(増築)

鉄筋２階
鉄 骨 1,966.00 1,069.00 142,000 24,260 32,740 85,000 10

21 肥 前 公 民 館 肥前町入野甲1801-1
�	���

��

昭58�７�18 鉄 筋
２ 階 建

※
11,294.00 1,569.33 379,090 43,650 94,240 241,200 10

22 鎮 西 公 民 館 鎮西町名護屋1530
������
��

昭55�４�１ 鉄 筋
３ 階 建 1,855.00 1,855.00 297,615 264,677 22,138 10,800

10
23 打 上 公 民 館 鎮西町打上3283

����
��
�
昭56�４�１ 鉄 筋

２ 階 建 1,949.00 780.00 132,642 108,842 0 23,800

24 呼 子 公 民 館 呼子町殿ノ浦750-1
����
�

�

昭41�６�10
(平31�４�26)

鉄 筋
平 屋 建

※
28,740.00 1,457.55 583,928 ― ― 583,928 10

25 七 山 公 民 館 七山滝川1252
�	��
�
��

昭61�７�９
(平17�11�21)

鉄 筋
平 屋 建 3,453.80 1,618.40 308,172 142,641 23,531 142,000 7

� ��	

※ 学校等併設のための他用地含む

千円 千円 千円 千円
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(令和２年度)

開

館

日

数

学 級 講 座 開 設 状 況
自主サークル

利 用

会議(公民館運営審議会等)
・

部屋貸し
・

その他利用

総 計

利 用 状 況

主 催 教 室 文 化 行 事
体育行事等 小 計

図
書
蔵
書
数

貸
出
冊
数件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数 件 数 人 数

287 38 759 0 0 �� ��� 600 6,825 1,221 9,266 ����� �	���
 433 6

338 184 3,099 2 1,460 ��	 ����� 1,336 13,071 902 9,494 ����� ������ 120 5

255 54 1,083 0 0 �� ��
�� 631 5,326 1,225 2,474 ����
 ����� 56 3

251 30 277 0 0 �
 ��� 0 0 313 844 ��� ����� 507 0

269 2 29 0 0 � �� 839 5,285 354 3,196 ����� ����
 899 0

281 100 1,125 0 0 �

 ����� 812 8,572 941 3,083 ����� �����
 2,800 1

280 73 988 0 0 �� ��� 685 7,084 696 20,667 ����� ������ 49 0

334 75 1,803 0 0 �� ���
� 1,070 8,143 2,541 5,746 ��	�	 ���	�� 2,502 128

315 98 1,364 0 0 �� ���	� 948 7,663 1,127 3,234 ����� ����	� 690 0

291 39 921 0 0 �� ��� 2,131 18,409 1,830 6,725 ��


 �	�
�� 500 120

231 42 529 0 0 �� ��� 951 9,467 804 2,349 ����� ������ 592 298

246 15 195 1 300 �	 ��� 229 1,256 112 1,967 ��� ����� 230 0

233 83 1,268 0 0 �� ���	� 670 5,185 1,511 6,437 ���	� �����
 900 206

249 176 3,141 3 301 ��� ����� 79 582 792 2,458 ��
�
 	���� 200 0

237 37 346 0 0 �� ��	 382 2,338 228 1,143 	�� ����� 403 0

247 26 234 1 65 �� ��� 369 2,795 97 632 ��� ����	 0 0

331 136 1,530 1 43 ��� ����� 408 2,763 449 4,963 ��� ����� 16,038 9,804

340 97 1,265 0 0 �� ���	� 258 1,532 1,859 3,161 ����� ����� 7,722 840

333 110 1,023 0 0 ��
 ��
�� 1,019 7,945 268 5,831 ����� ������ ― ―

328 17 238 0 0 �� ��� 555 4,887 1,558 7,664 ����
 ������ 4,416 750

339 164 1,387 0 0 �	� ����� 420 3,431 3,111 9,827 ��	�� ���	�� 9,544 686

290 77 1,380 0 0 �� ����
 519 3,329 637 3,083 ����� ����� 5,004 1,150

242 34 488 0 0 �� ��� 214 1,149 94 262 ��� ����� 1,142 44

340 131 2,214 2 230 ��� ����� 210 1,795 1,085 4,890 ����� ����� 6,757 1,727

318 117 1,225 10 230 ��� ����� 230 1,769 1,020 11,671 ����� ������ 3,962 492

���
� ����� ������ �
 ��	�� ����� �
���
 ����	���
�	
� ����������
	� �����������
� 	���		 �	��	
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(令和２年度)

公民館名 青少年教育 成人教育 高齢者教育 男女共同参画
男性・女性 家庭教育 体 育

レクリエーション
教養・趣味
文化 その他

久 里 長寿教室 スポーツ吹き矢教室 歴史講座 人権・同和教育講座

やさしいヨガ教室 フラワーアレンジメント教室

鏡 夏休みふれあい教室 男性教室 子育て教室 マイパソコン教室 人権・同和教育講座

生活環境改善教室

郷土歴史講座

韓国語教室

英語教室

ＳＮＳ入門教室

かがみ山囃子教室

鬼 塚 親子物作り教室 大人チャレンジ教室 高齢者向け料理教室 茶道教室 人権・同和教育講座

地域ふれあい講座

高 島 宝当子ども塾 高齢者学級 ヨガ教室 料理教室 人権・同和教育講座

エコクラフト教室

東 唐 津 ソーセージ作り教室 人権・同和教育講座

味噌づくり教室
フラワーアレンジメント教室教室

外 町 そろばん教室 高齢者学級 赤ちゃんと一緒に体操教室 スポーツ体験教室 フラワー教室 人権・同和教育講座

わくわくシニア教室 新春ウォーク 寄せ植え教室

手仕事料理教室 低山歩き教室 消しゴムはんこ作り教室

布マスク作り教室 おりがみ教室

スマホ教室

チリメン干支作り教室

成 和 成人講座 ママ＆ベビー体操 手作り工房教室 人権・同和教育講座

パソコン教室

健康料理教室

韓国語教室

志 道 親子笛つくり教室 健康教室 古典講座 人権・同和教育講座

リフレッシュ教室 ふるさと歴史講座

古文書教室

楽しい手作り教室

大 成 楽しい雑学教室 健康づくり教室 古文書教室 人権・同和教育講座

笑いヨガ教室 歴史教室

呼吸と瞑想 ヨガ教室 古典講座

新古今集講座

英会話教室

長 松 本の読み聞かせ教室 キラキラ唐津学 赤ちゃんとお母さん
の応援隊―ひよこク
ラブ教室

食改健康思いやり料理教室 長松校区伝統文化事業継
承・保存教室―見借浮立・
神田かぶかぶ獅子
人権・同和教育講座

大人の趣味講座

西 唐 津 子ども書道教室 ウォーキング教室 健康料理教室 人権・同和教育講座

お菓子作り教室

竹 木 場 竹ん子教室 シルバー健康教室 郷土の歴史学級 人権・同和教育講座

高齢者教室 フラワー教室

工芸教室

クッキング教室

佐 志 子ども寺子屋 いきいきシニア教室 男の料理教室 きらきらニューマム教室 佐志郷土史講座 人権・同和教育講座

陶芸教室

ものづくり(手芸)教室

さわやかクッキング教室

教養・健康教室
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※ 放課後子ども教室推進事業……神集島公民館以外の公民館で実施

公民館名 青少年教育 成人教育 高齢者教育 男女共同参画
男性・女性 家庭教育 体 育

レクリエーション
教養・趣味
文化 その他

大 良 高齢者教室 パークゴルフ教室 パソコン教室 人権・同和教育講座

ストレッチヨガ教室 木工教室

盆栽教室

湊 成人教室 健康教室 パン教室 人権・同和教育講座

雑学教室

神 集 島 成人講座 シルバー教室 女性教室 ハンドメイド教室 人権・同和教育講座

浜 玉 実年者教室 家庭教育講演会 エクササイズ 古文書､ パソコン 人権・同和教育講座

スポーツ体験 歴史､ 書道､ 陶芸

ズンバ 水墨画､ 絵手紙

着付け

さげもん

厳 木 巡回講演会 老人学級 男性の料理教室 ストレッチ教室 パソコン教室 公民館研究大会

女性の料理教室 パッチワーク教室 人権・同和教育講座

ものづくり教室

防災教室

編み物教室

相 知 こども茶道教室 元気脳活ﾏｰｼﾞｬﾝ教室 ヘルシークッキング教室 健康フラダンス 野菜づくり教室
山野草教室
パソコン教室
地元歴史教室
相知たのしか教室

フレッシュピアノコンサート

親子クッキング教室 ヨガ体験教室 人権・同和教育講座

子ども書道教室 健康フラダンス

北 波 多 健康教室 パソコン教室 人権・同和教育講座

やさしい歴史講座 館長の防災教室

陶芸教室

健康に良い料理教室

趣味手芸教室

肥 前 夏休み寺子屋(小学生) 高齢者教室 女性セミナー フラダンス教室 盆栽教室､ 吟詠教室
書道教室､ 絵手紙教室
パソコン ｢年賀状｣
編み物教室
郷土史講座
絵本読み聞かせ講座

人権・同和教育講座

いきいきシルバー教室 男性の料理 健康リズム体操

鎮 西 子ども琴 高齢者出前講座 鎮西セミナー 陣跡ウォーキング 組紐 人権・同和教育講座

子どもふるさと学 フォローアップ教室

子どもクッキング ひこばえサロン

ハンドメイド教室

打 上 子どもクッキング フラダンス リクエスト講座 人権・同和教育講座

子どもふるさと学

呼 子 親子お楽しみ教室 呼子リフレッシュ
ふれあい教室

ストレッチ教室 やさしい韓国語講座 自治公民館研修会

子どもダンス 生花＆アレンジメント教室 人権・同和教育講座

小川島リフレッシュ
ふれあい教室

ヨガ教室 小川島あいらんど教室

うまい！簡単！家庭のレシピ

よさこい教室

ふるさとまなび塾

七 山 子ども英語教室 太極拳教室 人権・同和教育講座

ヨガ教室



� ������	
�

� 概 要

① 所在地 〒847－0861 唐津市二タ子１丁目３番７号

ＴＥＬ.７４－１７３７ ＦＡＸ.７４－１７３９

② 開設年 昭和42年７月22日 ｢唐津市青少年センター｣ として開設､ 平成17年９月１日から､

旧大成小学校ヘ移転し､ 名称を ｢唐津市青少年支援センター｣ に改めた｡

平成31年４月１日から旧唐津赤十字病院管理棟へ移転した｡

③ 職員数 19名(所長１名､ 相談部５名､ 補導部３名､ 適応指導教室３名､ スクールソーシャ

ルワーカー６名､ 事務補助員１名) ※地域指導員34名

④ 目 的 青少年の健全育成及び非行を防止するため､ 相談・補導・環境浄化に関する活動を

行う｡

� 業 務

① 子どもに関する総合相談業務

○ 担当職員

・相談部 ５名 (相談主事１名､ 臨床心理士２名､ 継続指導員２名)

・スクールソーシャルワーカー部 ６名

＊訪問による本人､ 家庭､ 学校への相談活動､ 関係機関とのネットワークの構築､ 他機関

と連携した支援活動を行う｡

○ 総合相談 (子どもに関する悩み全般の相談受付)

対 象 者 ・６歳から19歳までの青少年本人及び保護者､ 教員など

相談受付日時 ・毎日(午前９時～午後４時)､ 土・日曜も実施｡

ただし､ 祝日及び年末年始を除く｡

電話番号 ・子どもに関する総合相談 ＴＥＬ.７２－９４６７

・子ども専用相談電話 ＴＥＬ.７４－０１１０

相談方法 ・電話または面接で相談を実施｡ 面接を希望する場合は､ 電話で予約を受け付

ける｡

・相談内容または希望があれば､ 継続して相談・支援を行う｡

・関係機関と連携して支援を行い､ 他機関の情報の提供や紹介を行う｡

○ 専門相談 (精神科医師・臨床心理士の専門相談員による面接相談)

利用方法 ・事前に､ 子ども総合相談電話 (ＴＥＬ.７２－９４６７) で予約する｡

相談内容 ◇学校生活のこと ◇発達のこと ◇心因性の不登校 など

相談日時 (都合により変更される場合がある｡)

・精神科医師 毎月最終木曜日 午後２時～午後５時 (月１回)

・臨床心理士 毎週水曜日 午後２時30分～午後７時 (月４回)

② 青少年補導業務

○ 担当職員 補導部 ３名 (指導主事１名､ 継続指導員２名) ＊地域指導員34名

○ 合同補導 市内中心部及び大型量販店等を地域指導員､ センター職員合同で警察・学校

の協力を得て月４回実施する｡ 昼間１回､ 夜間３回(夏季20時～､冬季19時～)

○ 地域補導 地域指導員がそれぞれの担当地区の補導を月４回実施する｡

○ 定 例 会 地域指導員等の情報共有化及び活動方針決定のため､ 月１回開催する｡

○ 班長会議 地域指導員の各班の班長が参加し､ 臨時案件の検討及び活動方針の確認のた

め随時に開催する｡
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○ 青少年支援センター地域指導員の班別構成

○ 地域指導員の業務

青少年の非行を防止するため､ 支援・指導・相談・環境浄化に関する活動を行う｡

・定例会､ 班長会への参加､ 合同補導 (月４回実施のうち２回参加)､ 地域補導 (月４回

参加)､ 青少協の活動への協力､ 公民館､ 学校､ ＰＴＡなどと情報交換・連携して青少

年の指導にあたる｡

③ 不登校児童・生徒支援業務

○ 担当職員 ３名 (室長１名､ 指導員２名)

不登校の児童・生徒のための適応指導教室 ｢スマイル｣ を設置し､ 学校と連携を取りながら､

学校復帰への学習支援や心の準備の支援を行う｡

ＴＥＬ.７３－５２０２
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班 別 １班 ２班 ３班 ４班

中学校区 鬼塚 鏡 第一 第五
高峰

肥前 佐志 湊 西唐津
竹木場 大良 切木

人 数 ２名 ２名 ３名 ３名 １名 １名 １名 １名 ２名 ２名 ２名

班 別 ５班 ６班 ７班

合 計
中学校区 厳木 相知 北波多

海青
浜玉 七山

名護屋 打上 呼子

人 数 ２名 ２名 ２名 １名 １名 ２名 ２名 ２名 ３４名

令 和 ２ 年 ４ 月 ～ 令 和 ３ 年 ３ 月

行 為 別
小 中 高 各種学校 有 職 無 職 合 計

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

怠学・不登校

家出・無断外泊

自転車二人乗り 7 1 1 1 7 3 10

自転車信号無視

自転車無灯火 1 3 18 22 22

飲 酒

喫 煙

粗 暴 行 為

不 健 全 娯 楽

不健全性的行為

夜 遊 び 4 4 4

危 険 な 行 為 2 2 2

その他の行為

自転車ノーヘル

合 計 5 10 1 20 1 1 35 3 38

愛 の 声 か け 117 98 154 151 731 617 52 95 8 44 1,062 1,005 2,067

�������	
��
��
�����



唐津市青少年支援センター
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区分年度 本人 母親 父親 両親 祖父母 学校 その他 合計

Ｒ元年度 785 683 24 34 32 36 6 1,600

Ｒ２年度 686 686 18 19 20 30 8 1,467

※ ｢その他｣は､ 民生委員､ 主任児童委員､ 病院心理士など

� Ｒ元年度・Ｒ２年度 相談・終結の実数

� Ｒ元年度・Ｒ２年度 相談者対象者の内訳

区分年度 相談実数 終結実数

Ｒ元年度 112 23

Ｒ２年度 118 32

月年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

Ｈ28年度 140 162 166 132 134 132 153 157 175 143 163 191 1,848

Ｈ29年度 120 105 129 95 113 113 142 133 127 104 113 123 1,417

Ｈ30年度 97 127 125 111 113 115 118 115 118 93 106 126 1,364

Ｒ元年度 108 117 131 150 125 152 139 128 137 129 139 145 1,600

Ｒ２年度 58 101 93 147 140 119 153 125 137 106 121 167 1,467

� 年度別相談件数の推移 (延べ件数)

�のグラフ

�����

電話相談､ 来所した児童・生徒・保護者に対する相談活動など

※平成２８年度よりすべての面接件数を集計しています｡

� Ｒ元年度・Ｒ２年度 相談内容の内訳

区分年度 小学生 中学生 高校生 未成年 その他 合計

Ｒ元年度 457 887 239 14 3 1,600

Ｒ２年度 523 659 254 29 2 1,467

� Ｒ元年度・Ｒ２年度 相談者の年齢層別内訳

区分

年度

不

登

校

引
き
こ
も
り

非

行

性

交

友

い

じ

め

性
格
情
緒

家

族

就
職
進
路

学

校

障

害

身
体
症
状

問
題
行
動

そ

の

他

合

計

Ｒ元年度 481 41 0 3 1 0 391 8 5 8 570 33 57 2 1,600

Ｒ２年度 549 8 0 3 3 14 371 12 12 12 438 9 32 4 1,467
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訪問による本人､ 家庭､ 学校への相談活動､ 関係機関とのネットワークの構築､ 他機関と連携し

た支援活動

� 問題別の内訳 (延べ件数)

区分

年度

不

登

校

非

行

交

友

い

じ

め

家
庭
環
境

進

路

教
員
関
係

発
達
障
害
等

身
体
症
状

暴
力
行
為

児
童
虐
待

そ

の

他

合

計

(

実

人

数)

Ｒ元年度 1,108 29 10 101 315 1 83 496 65 37 105 88 2,438 218

Ｒ２年度 1,061 37 22 30 489 48 49 293 241 11 45 115 2,441 263

� 支援形態の内訳

区分

年度

電

話

来

所

訪

問

支
援
セ
ン
タ
ー

内

部

連

携

そ

の

他

合

計

Ｒ元年度 630 79 1,637 83 9 2,438

Ｒ２年度 608 179 991 656 7 2,441

区分

年度

本

人

保

護

者

学

校

機

関

支
援
セ
ン
タ
ー

内

部

連

携

ス

ク

ー

ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

そ

の

他

合

計

Ｒ元年度 549 425 1,071 276 88 13 16 2,438

Ｒ２年度 562 419 1,033 288 106 14 19 2,441

� 支援対象者の内訳
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所在地 唐津市和多田海士町３－８

ＴＥＬ ０９５５－７３－６５１５

ＦＡＸ ０９５５－７３－６６３９

� �����
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健康と生きがいづくりをめざす生涯学習の推進を図るために､ 主催講座を充実させ､ 自主サー

クル活動の育成･支援に努める｡ 行事開催にあたっては､ 生涯学習の啓発・振興及び施設利用者

や地域住民の親睦・交流､ 健康増進､ 児童の健全育成を図るために実施する｡

① 主催講座

② 主催行事
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事 業 名 開催回数 内 容 対象

運営委員会 ２回 ６月､ ３月 事業計画､ 事業報告 委員13名

利用者懇談会 １回 ７月 利用案内､ 行事周知

地域住民

利用者を

対象

夏まつり １回 ８月 舞台発表､ 盆踊りなど

文化祭 １回 12月 作品展示､ 舞台発表など

人権・同和問題研修会 １回 １月 研修会

ミニギャラリー 随時 作品展示 (玄関ホール)

講 座 名 講 座 内 容

５

月

開

講

予

定

親子ふれあい遊び教室 １歳～未就学児のお子さんと一緒に､ 楽しく運動遊びで
ふれあう

パソコン教室 パソコンの中級編 (エクセル) 表計算などを学ぶ

スマホ教室 スマホの基本や便利な使い方を学ぶ

手作り雑貨教室 クラフトを使った雑貨作りなどを学ぶ

男の料理教室
(おつまみ編) 手軽に作れるおしゃれなおつまみ作りを学ぶ

やさしいピラティス教室 ボールを使って楽しく体を動かそう

パステル画教室 専用のパステルを粉にして指で描く

唐津学教室 唐津の歴史・文化について学ぶ

10
月
開
講
予
定

乳幼児音脳リトミック教室､ パソコン活用教室､ スマホ教室､ 寄せ植え教室など



③ 自主サークル活動の育成

登録サークル ７５団体

④ 子育て支援事業

未就園児とその保護者等を対象に､ 子どもスペース等を ｢親子遊び｣ ｢ひと時の憩い｣ や ｢育

児相談｣ の場として提供する

⑤ 年間許可の貸館利用

自主サークル活動の支援

⑥ 事業周知の広報

市報・市ＨＰ掲載､ 市行政放送､ 町掲示板ポスター掲示､ 所内ポスター掲示､

受講生募集チラシ発行 (４月全世帯配布)

�����

① 主催教室及び行事

生涯学習時代に即した個性豊かな文化活動の促進を図る｡

② 青少年の健全育成

子どもクラブ・あいさつ運動の実施・少年スポーツクラブ

③ 福祉の推進､ 外町校区福祉推進協議会 (７部会) での活動

④ 地域団体との連携・自治公民館活動の推進

青少年育成協議会､ スポーツ協会､ 子どもクラブ､ 民生児童委員会､ 老人会 (５団体)

外町消防団､ 小・中学校ＰＴＡ､ 自治公民館 (１３町内会)

⑤ 広報活動の推進 外町公民館だよりの発行

⑥ 放課後子ども教室推進事業

｢外町子ども教室｣ (スポーツ・ふれあい教室・ハンドベル) 土曜日・水曜日実施

����	
��

① 主催定期教室

市内の小学生を対象に､ 各教室で学習するほか､ 集団の遊びを通して協調性､ 社会性､ 技能の

習得などを学ぶ｡

[運動教室､ 手作り教室､ 英会話教室 (低学年・高学年)､ 書き方教室､ バドミントン教室､ 幼

児教室]

② 主催行事

親睦レクリエーション､ クリスマスレクリエーションなど季節レク

ボランティア活動

③ 児童の施設自由利用の支援 (遊びの場の確保)

・児童センター事務室､ 遊戯室を一般児童への遊び場として開放

・社会体育館を毎週水曜日と土曜日の午後､ 専用開放

・社会体育館が空いている場合は､ 随時使用開放

④ 子育て支援

遊戯室に幼児コーナーを設け､ 親子遊びの場として開放
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女性の家庭生活と職場生活の調和及び福祉の向上を目的とし､ 主催講座の充実を図る｡ また､

男女共同参画の理念に基づき男性の事業参加も呼びかける｡

�	
��

市民のスポーツの振興や健康増進に､ あるいは､ レクリエーションの場として年間を通して多

くの人たちが利用し､ 社会体育の推進に寄与している｡

また､ 利用者の利便を図るために夜間使用や休日の施設開放にも努めている｡

� �������	
�� (単位：人)

※令和２年度 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため､ 臨時休所日を設定 (4/22～5/10) 及び感

染症拡大の状況により一部利用制限を随時実施 (市外・県外利用者の制限､ 人数制限等)
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施 設 名 男 女 利 用 者 数

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 1�886 9�178 11�064

外 町 公 民 館 2�859 9�921 12�780

働 く 婦 人 の 家 2�643 3�674 6�317

児 童 セ ン タ ー 3�423 4�497 7�920

社 会 体 育 館 4�767 6�634 11�401

合 計 15�578 33�904 49�482

講 座 名 講 座 内 容

５
月
開
講
予
定

フラワー教室 楽しくフラワーアレンジメントを学ぶ

癒しのストレッチ教室 体を動かしてリフレッシュしよう

パン作り教室 簡単なパン作りを楽しく学ぶ

お菓子作り教室 体にやさしいお菓子作りを楽しく学ぶ

10
月
開
講
予
定

パン作り教室､ お菓子作り教室など



� �����

◎ 施 設 名 唐津市都市コミュニティセンター

◎ 所 在 地 和多田海士町３－８ (電話) ７３－６５１５

◎ 開館年月日 昭和50年４月１日

◎ 敷地面積 7�509�03㎡

◎ 建物面積 4�238�60㎡

・施設別面積 (単位：㎡)

◎ 利用時間について

◇平 日 午前９時～午後９時まで

◇土曜日 午前９時～午後５時まで

◎ 休館日について

日曜日､ 国民の祝日､ 年末年始 (12月29日～１月３日)

◎ 利用料金

・コミュニティセンター

・社会体育館
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区 分 １ 階 ２ 階 ３ 階 塔 屋 計

外 町 公 民 館

唐津市働く婦人の家

外町児童センター

小 計

535�186

288�795

―

823�981

263�857

288�795

217�393

770�045

287�639

288�795

209�109

785�543

38�633

―

―

38�633

1�125�315

866�385

426�502

2�418�202

唐津市社会体育館 1�389�250 431�150 ― ― 1�820�400

区 分 会 議 室 等 利 用 料

大 会 議 室 5�330円 17時以降 (２割相当額加算)
6�396円

そ の 他 の 会 議 室 2�120円 17時以降 (２割相当額加算)
2�544円

区 分 専用利用料 (１時間当たり) 個 人 利 用 料

一 般 620円 １人１回につき 100円

生 徒 ・ 児 童 310円 １人１回につき 50円
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施 設 名 所 在 地 (電 話)
開 館

年 月 日

構 造 等

構造種別 敷地面積 建物面積 建 設 費

勤 労 青 少 年

ホ ー ム

藤崎通6949

�������������	�
Ｓ47�５�１

鉄 筋

２ 階 建
4,820.89㎡

2,146㎡

うち公民館

1,003㎡

72,931千円

都市コミュニティ

セ ン タ ー

和多田海士町3�8

����������
����
Ｓ50�４�１

鉄 筋

３ 階 建
7,509.03㎡ 4,238.60㎡ 513,950千円

厳木コミュニティ

セ ン タ ー

厳木町中島1337

�������
����
��
Ｓ52�７�１

鉄 筋

３ 階 建
6,758㎡ 2,036㎡ 327,199千円

相知交流文化

セ ン タ ー

相知町中山3600�8

�������
�������
Ｈ15�10�４

鉄 筋

平 屋 建
13,295.72㎡

4,046.8㎡

うち生涯学習センター

2,223.5㎡

1,753,415千円

うち用地費

239,328千円

星賀わんぱく

ハ ウ ス

肥前町星賀乙2072

�� � � �
Ｈ16�７�１

鉄 筋

平 屋 建
7,525.0㎡ 684.0㎡ 180,303千円

呼子子供の家
呼子町呼子1958�3

�� � � �
Ｓ56�４�１

鉄 骨 造

平 屋 建
216.79㎡ 79.17㎡ 12,500千円

唐津同和教育

集 会 所

二タ子３丁目7�23

���������������
Ｓ60�４�１

鉄 筋

２ 階 建
－ 159.13㎡

公害センター

Ｓ48�８�31

180,576千円

相知同和教育

集 会 所

相知町伊岐佐甲774�2

�������
�����	�
Ｓ60�４�１

鉄 筋

２ 階 建
1,064.9㎡ 131.92㎡ 38,865千円

その他の施設 厳木公民館支館､ 地区公民館 (牟田部､平山､佐里)､ 集会所 (天川､広瀬､中島､大浦浜､
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令和３年５月１日

施 設 概 要 利 用 時 間 等 利 用 料

体育室432㎡､ 軽スポーツ室224.8㎡､ 調理室76.2㎡､

音楽室32.8㎡､ 和室50.3㎡､ 教養室34.9㎡､ 研修室64.6㎡､

講義室64.6㎡､ 集会室47.9㎡､ 講習室49.3㎡

13�00～21�00

休館�土曜､ 日曜､ 祝日､

年末年始

無 料

外町公民館､ 唐津市働く婦人の家､ 外町児童センター､

唐津市社会体育館

平 日 ９�00～21�00

土曜日 ９�00～17�00

休館�日曜､祝日､年末年始

有料

(条例による)

大集会室(体育室)598㎡､ 和室102.25㎡､ 住民相談室18.7㎡
婦人集会室70㎡､ 披露宴会場100㎡､ 調理室70.6㎡､
結婚式場57.37㎡､ 図書資料室104.12㎡､
３階ギャラリー123.9㎡

９�00～22�00

(日曜日は９�00～17�00)

休館�年末年始

有 料

(条例による)

会議室� 51.0㎡､ 会議室� 51.0㎡､ 会議室� 51.0㎡､

和室� 22.7㎡､ 和室� 43.5㎡､ 調理室96㎡､

研修室312.7㎡

火～土 ９�00～21�30

日･月及び祝祭日 ９�00～17�00

休館�年末年始

有 料

(条例による)

研修棟､運動場､倉庫その他付帯施設
９�00～22�00

休館�年末年始

有 料

(条例による)

集会施設

火～土 14�30～18�00

日 14�00～17�00

休館�月曜､祝日､年末年始

無 料

事務室､応接室､研修室､小会議室､資料室､倉庫

９�00～21�00

休館�土・日曜､祝日､

年末年始

無 料

事務室､調理実習室､研修室､和室

８�30～22�00

休館�土・日曜､祝日､

年末年始

無 料

新木場､殿ノ浦､殿ノ浦西､片島､愛宕上､北部､川端､天満町､愛宕下､小友､大友､呼子中央)
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重 点 目 標 重 点 項 目 区 分 具 体 的 施 策

受け継がれて

きた伝統的・

歴史的文化の

継承

(1)民俗文化財等

の保護・継承活動

①民俗文化財等

の保護

・有形民俗文化財の修復

・曳山等指定文化財保存事業への助成

②伝統的文化の

伝承

・伝統文化伝承の助成

・伝統文化伝承活動の周知､ 広報

・伝統文化の調査

(2)埋蔵文化財等

各種文化財の調査

①文化財の調査

と保護事業の推

進

・埋蔵文化財遺跡地図の公開と啓発活動

・歴史資料・古文書及び民俗資料の収集､

無形文化財の調査把握

・考古資料 (青銅器､ 陶磁器等) の調査

・開発行為と埋蔵文化財保護の調整

・道路建設等諸開発事業に伴う記録保存の

ための発掘調査

・唐津城跡及び名護屋城跡並びに陣跡の調査､

保存､ 整備

・重要遺跡範囲確認調査 (末盧国遺跡群等)

(3)史跡等の保存･

整備

①史跡等の保存･

整備

・文化財保護審議会の開催

・指定文化財の管理委託

・近代化遺産等の調査・保存・整備の実施

・指定文化財の管理・保存活用に関する指導

・蕨野の棚田文化的景観保護事業

・肥前陶器窯跡保存整備事業

� � �

� ����

埋蔵文化財の調査､ 文化財の保存・活用・啓発､ 伝統文化の伝承・保護・育成と公開､ 文化的風

土の育成などの事業を推進します｡

� �	
���	

�������
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重 点 目 標 重 点 項 目 区 分 具 体 的 施 策

(4)文化財・歴史

遺産に関する保護･

啓発活動

①文化財等に関

する保護

・指定文化財の管理委託

・指定文化財の現状変更についての指導､

調整

②文化財等に関

する啓発

・調査結果の広報誌・施設等での公開

・文化財防火デーの実施

・文化財保護強調週間の啓発

・市広報等による文化財の周知啓発

・指定文化財周知のための説明板､ 案内板等

の設置

・遺跡調査報告書の刊行

・遺跡現地説明会の開催
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種 別 名 称 出 土 地 ・ 所 在 地 指定年月日

国

指

定

17

件

特 別 史 跡 名護屋城跡並陣跡 唐津市鎮西町名護屋・呼子殿ノ浦 Ｓ30. 8.22

史 跡 唐津松浦墳墓群 唐津市半田､ 宇木､ 桜馬場､ Ｓ41.12.19
呼子町大友 Ｈ26.10.6 名称変更

〃 肥前陶器窯跡 唐津市町田５丁目・北波多稗田 Ｈ17. 7.14

〃 菜畑遺跡 唐津市菜畑 Ｓ58. 5.11

〃 谷口古墳 唐津市浜玉町谷口 Ｓ16.12.13

〃 横田下古墳 唐津市浜玉町横田下 Ｓ26. 6. 9

重 要 文 化 財 銅鐘 (朝鮮鐘) 唐津市鏡山添 (恵日寺) Ｓ25. 8.29

〃 肥前唐津宇木出土品 唐津市宇木 (末盧館) Ｓ35. 6. 9

〃 旧高取家住宅居室棟・大広間棟 唐津市北城内 Ｈ10.12.25

特 別 名 勝 虹の松原 唐津市東唐津・鏡・浜玉町 Ｓ30. 3.24

天 然 記 念 物 屋形石の七ツ釜 唐津市屋形石 Ｔ14.10. 8

〃 カラスバト 唐津市 Ｓ46. 5.19

〃 高串アコウ自生北限地帯 唐津市肥前町高串 Ｓ 3. 1.18

〃 広沢寺のソテツ 唐津市鎮西町池の端 Ｔ13.12. 9

重要無形民俗文化財 唐津くんちの曳山行事 唐津曳山取締会 Ｓ55. 1.28

〃 呼子の大綱引き 唐津市呼子町呼子 Ｈ25. 3.12

重 要 文 化 的 景 観 蕨野の棚田 唐津市相知町平山上 Ｈ20. 7.28

県

指

定

40

件

史 跡 島田塚 唐津市鏡山添 Ｓ47. 3.29

〃 獅子城跡 唐津市厳木町岩屋・浪瀬 Ｈ 3. 3.30

〃 岸岳城跡 唐津市北波多稗田帆柱・岸山城
唐津市相知町佐里・坊中国有林 Ｈ 8.11.15

〃 鵜殿石仏群 唐津市相知町相知 Ｓ31. 3. 1

〃 岸岳古窯跡 道納屋窯跡 唐津市相知町佐里・岸岳国有林 Ｈ17.11. 7

〃 瓢塚古墳 唐津市呼子町加部島 Ｈ16. 3. 8

〃 仁田埴輪窯跡 唐津市浜玉町渕上 Ｈ24. 4.27

〃 久里双水古墳 唐津市双水 Ｈ28. 4.28

重 要 文 化 財 旧三菱合資会社唐津支店本館 唐津市海岸通 Ｓ55. 3.21

〃 旧中尾家住宅主屋 唐津市呼子町呼子 Ｈ24. 4.27

〃 旧唐津銀行本店 唐津市本町 Ｈ29. 4.11

〃 石造肥前鳥居 唐津市厳木町厳木 (室園神社) Ｓ39. 5.23

〃 鉄釉叩き耳付水指 (唐津市教育委員会) Ｈ14. 3. 6

〃 青銅鉢 唐津市厳木町広瀬 (天山神社) Ｓ58. 3.22

〃 肥前鐘 唐津市相知町黒岩 (医王寺) Ｓ36. 3.24

〃 銅造如来坐像 唐津市山田 (薬師堂) Ｓ59. 3.21

〃 木造千手観音菩薩立像 唐津市夕日 (夕日観音堂) Ｈ 6. 3.31

〃 銅造観音菩薩形坐像 唐津市西寺町 (長得寺) Ｈ 9. 5. 9

〃 木造観世音菩薩立像 唐津市浜玉町平原 Ｓ51. 2.25

〃 木造如意輪観音坐像 唐津市相知町相知 Ｓ53. 3.25

〃 木造薬師如来立像 唐津市相知町黒岩 (医王寺) Ｓ58. 3.22

〃 木造阿弥陀如来坐像 唐津市七山東木浦 Ｈ11. 5.10
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種 別 名 称 出 土 地 ・ 所 在 地 指定年月日

県

指

定

重 要 文 化 財 宇木汲田遺跡出土銅鐸舌 唐津市宇木 (末盧館) Ｈ 2. 3.30

〃 天神ノ元遺跡出土絵画付甕棺 唐津市半田 (末盧館) Ｈ19. 3.14

〃 久里双水古墳主体部出土品 唐津市双水 (末盧館) Ｈ23. 3.25

〃 桜馬場遺跡出土遺物
(平成19年度調査分一括) 唐津市桜馬場 (末盧館) Ｈ29. 4.11

〃 横田下古墳出土遺物 唐津市浜玉町浜崎 (浜玉公民館) Ｈ 1. 3.27

〃 経塚山古墳出土遺物 唐津市浜玉町渕上 (浜玉公民館) Ｈ 3. 3.30

〃 肥前名護屋城図屏風 唐津市鎮西町名護屋 (名護屋城博物館) Ｓ54. 3.31

〃 豊臣秀吉直筆書状 唐津市鎮西町名護屋 (名護屋城博物館) Ｈ21. 4. 1

〃 名護屋城跡出土天正十八年銘文字瓦 唐津市鎮西町名護屋 (名護屋城博物館) Ｈ21. 4. 1

〃 洪家伝来洪浩然関係資料 唐津市鎮西町名護屋 (名護屋城博物館) Ｈ21. 4. 1

〃 絹本著色豊臣秀吉像 佐賀県立名護屋城博物館 Ｈ32. 4.28

天 然 記 念 物 切木のボタン 唐津市肥前町切木乙 Ｓ51. 2.25

〃 加部島暖地性植物群落 唐津市呼子町加部島 (田島神社) Ｓ49. 2.25

〃 弁天島の呼子岩脈群 唐津市呼子町殿ノ浦 Ｈ14. 3. 6

重要無形民俗文化財 広瀬浮立 唐津市厳木町広瀬 Ｓ48. 4.23

重要有形民俗文化財 唐津曳山 唐津市西城内 (曳山展示場) Ｓ33. 1.23

〃 小川島鯨見張所
(附) 鯨の供養塔 文久三年の銘あり 唐津市呼子町小川島 Ｓ49. 2.25

〃 野井原上組の水車 唐津市七山藤川 Ｓ59. 3.21

市

指

定

109

件

史 跡 樋の口古墳 唐津市鏡山添 Ｓ47. 9. 1

〃 外園古墳 唐津市柏崎 Ｓ47. 9. 1

〃 神集島鬼塚古墳群 唐津市神集島 Ｓ48.11.24

〃 寺沢志摩守広高墓園 唐津市鏡字宮ノ原 Ｓ58. 7.24

〃 寺沢兵庫頭堅高墓碑 唐津市西寺町 (近松寺) Ｓ58. 7.24

〃 大久保加賀守忠職碑 唐津市和多田本村 (大久保緑地) Ｓ58. 7.24

〃 土井大炊頭利延墓園 唐津市神田 (御山) Ｓ58. 7.24

〃 水野織部正忠光碑 唐津市元石町 (雄嶽山) Ｓ58. 7.24

〃 小笠原佐渡守長和墓地 唐津市西寺町 (近松寺) Ｓ58. 7.24

〃 双水柴山古墳群 唐津市双水 Ｈ 4. 9.22

〃 伝峯五郎披の墓・種子板碑群 唐津市厳木町浪瀬 Ｓ61.12. 3

〃 鶴田越前守前の墓 唐津市厳木町浪瀬 Ｈ12. 2.21

〃 五百羅漢 唐津市相知町平山 Ｓ51. 4. 1

〃 立石観音 唐津市相知町相知立石 Ｓ49. 9.24

〃 北条氏房墓碑 唐津市相知町黒岩 Ｈ12. 5. 1

〃 池の観音 唐津市相知町平山 Ｓ51. 4. 1

〃 田中親王塚古墳 唐津市北波多田中 Ｓ54. 8.18

〃 山彦磨崖石仏群 唐津市北波多山彦 Ｈ10. 2. 2

〃 百田岩陰遺跡 唐津市肥前町瓜ケ坂 Ｈ13. 3. 1

〃 唐津城跡 唐津市東城内 Ｈ31. 3.29

重 要 文 化 財 旧唐津藩藩校中門 唐津市南城内 (児童公園) Ｓ45. 3.20

〃 蒙古碇石 唐津市神集島 (住吉神社) Ｓ47. 9. 1

〃 湊八坂神社の肥前鳥居と狛犬 唐津市湊町岡 (八坂神社) Ｓ48.11.24

〃 松浦川河床出土の有柄石剣 唐津市松浦川 (末盧館) Ｓ48.11.24



― 77 ―

種 別 名 称 出 土 地 ・ 所 在 地 指定年月日

市

指

定

重 要 文 化 財 中の瀬第１号古墳出土品 唐津市八幡町 (古代の森会館) Ｓ51. 3. 1

〃 鏡神社経塚出土品 (一括) 唐津市鏡山添 (鏡神社) Ｓ53. 3. 1

〃 浄土寺の木造阿弥陀如来立像 唐津市西寺町 (浄土寺) Ｓ56. 7.26

〃 国史跡菜畑遺跡出土品 唐津市菜畑 (末盧館) Ｈ 2. 9.28

〃 神田の木造聖観音立像 唐津市神田 (飯田観音堂) Ｈ 4. 9.22

〃 大聖院の銅造如来形坐像(伝弥勅) 唐津市西寺町 (大聖院) Ｈ 7. 8.31

〃 秀島家文書 唐津市厳木町中島 (厳木コミュニティセンター) Ｓ53. 5.17

〃 宝篋印塔 唐津市厳木町浦川内 Ｓ57.11.22

〃 室園神社六地蔵塔・読誦板碑 唐津市厳木町厳木 (室園神社) Ｈ 2. 3.12

〃 六地蔵十三仏塔 唐津市厳木町平之 Ｈ 6.10. 3

〃 竜王神社 狛犬 唐津市厳木町広川 Ｈ11. 2. 5

〃 綿津海神社 狛犬 唐津市厳木町広川 Ｈ11. 2. 5

〃 作礼権現社 狛犬 唐津市厳木町平之 Ｈ11. 2. 5

〃 八幡神社 狛犬 唐津市厳木町浪瀬 Ｈ11. 2. 5

〃 大谷観音石祠 唐津市厳木町厳木 Ｈ13. 5. 1

〃 木造地蔵菩薩坐像 唐津市厳木町浦川内 Ｈ14. 3.19

〃 天山神社宝篋印塔 唐津市厳木町広瀬 (天山神社) Ｈ15. 5.19

〃 天山神社読誦板碑 唐津市厳木町広瀬 (天山神社) Ｈ15. 5.19

〃 石祠 (『願主久禅房豪海』 銘) 唐津市厳木町中島 (若宮神社) Ｈ16. 8.19

〃 白山神社 狛犬 唐津市厳木町岩屋 (白山神社) Ｈ16. 8.19

〃 題目塔 唐津市厳木町天川 Ｈ16. 8.19

〃 石造六地蔵塔 唐津市相知町中山 Ｈ 4. 4. 1

〃 木造男神坐像 唐津市相知町伊岐佐 Ｓ63. 4. 1

〃 峯家文書 唐津市相知町相知 Ｈ12. 5. 1

〃 木造聖観音坐像 唐津市相知町相知 (妙音寺) Ｓ63. 4. 1

〃 熊野狛犬 唐津市相知町相知 Ｓ51. 4. 1

〃 懸仏 唐津市相知町相知 Ｈ 4. 4. 1

〃 木造本地仏 唐津市相知町佐里 Ｓ63. 4. 1

〃 木造如来坐像 唐津市相知町田頭 (田頭公民館) Ｈ 4. 4. 1

〃 木造観世音菩薩坐像 唐津市相知町平山上 Ｓ63. 4.11

〃 木造菩薩立像 唐津市相知町牟田部 Ｓ63. 4. 1

〃 古唐津の甕 唐津城資料館 Ｓ54. 8.18

〃 常安寺の誕生釈迦仏 唐津市北波多徳須恵 Ｈ10. 2. 2

〃 (伝宝寿作) 短剣 唐津市北波多稗田 Ｈ11. 4. 7

〃 行合野天満宮の天井絵 唐津市北波多行合野 Ｈ16. 1.14

〃 波多三河守供養塔 唐津市肥前町入野甲 Ｈ13. 3. 1

〃 道標 唐津市肥前町赤坂 (長厳寺) Ｈ13. 3. 1

〃 住吉神社の狛犬 唐津市肥前町納所 (住吉神社) Ｈ13. 3. 1

〃 中浦の六地蔵塔 唐津市肥前町中浦 Ｈ13. 3. 1

〃 宝篋印塔 唐津市肥前町入野乙 Ｈ13. 3. 1

〃 懸仏 唐津市肥前町入野 (入野神社) Ｈ13. 3. 1

〃 磯道遺跡出土石器接合資料 唐津市肥前町入野 Ｈ13. 3. 1

〃 �田神社の狛犬 唐津市肥前町切木 (�田神社) Ｈ13. 3. 1
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種 別 名 称 出 土 地 ・ 所 在 地 指定年月日

市

指

定

重 要 文 化 財 木造如意輪観音坐像 唐津市肥前町入野 (火の元観音堂) Ｈ13. 3. 1

〃 鼻高面 唐津市呼子町加部島 (田島神社) Ｈ11. 9.27

〃 銅造観音菩薩坐像 唐津市呼子町小友 Ｈ11. 9.27

〃 旧中尾家住宅 唐津市呼子町呼子 Ｈ14. 6.24

〃 旧中尾家所蔵品 唐津市呼子町呼子 Ｈ16.12.24

〃 古像 唐津市呼子町呼子 (八幡神社) Ｈ16.12.24

〃 船絵馬 唐津市呼子町呼子 (八幡神社) Ｈ16.12.24

〃 肥前鳥居 唐津市呼子町加部島 (田島神社) Ｈ16.12.24

〃 六地蔵 唐津市呼子町加部島 Ｈ16.12.24

〃 親鸞聖人御絵伝 唐津市呼子町呼子 (願海寺) Ｈ16.12.24

〃 天井絵 唐津市呼子町呼子 (願海寺) Ｈ16.12.24

〃 観音坐像 唐津市呼子町小川島 Ｈ16.12.24

〃 深澤家墓石 唐津市呼子町小川島 Ｈ16.12.24

〃 白山宮内殿 唐津市七山白木 Ｈ14. 6.21

〃 白山神社 懸仏 唐津市七山仁部 Ｈ16. 6.23

〃 石造十一面観音立像 唐津市相知町相知 Ｈ28.3.25

天 然 記 念 物 舞鶴公園のフジ 唐津市東城内 (舞鶴公園) Ｓ47. 9. 1

〃 洞泉寺のイチョウ 唐津市東宇木 (洞泉寺) Ｓ47. 9. 1

〃 神集島のハマユウ群生地 唐津市神集島 Ｓ47. 9. 1

〃 湊の立神岩 唐津市湊町 Ｓ51. 3. 1

〃 カヤ (框) の木 唐津市厳木町天川 Ｓ53. 5.17

〃 藤原神社 社叢林 唐津市厳木町星領 (藤原神社) Ｈ 2. 3.12

〃 奥平野湿原 動植物群 唐津市厳木町天川 Ｈ 3. 4.25

〃 観音堂ヤブツバキ 唐津市厳木町中島 Ｈ 6.10. 3

〃 志気シャクナゲ 唐津市北波多志気 Ｓ63. 6. 1

〃 住吉神社の楠 唐津市肥前町納所 (住吉神社) Ｈ13. 3. 1

重要無形民俗文化財 浜崎祇園祭 唐津市浜玉町浜崎 Ｈ14. 5.10

〃 天川浮立 唐津市厳木町天川 Ｓ55. 3.21

〃 星領浮立 唐津市厳木町星領 Ｓ55. 3.21

〃 羽熊 (大名行列) 唐津市相知町相知 Ｈ12.10. 2

〃 小川島鯨唄 小川島鯨骨切り唄保存会 Ｈ13. 2.27

〃 小友祇園 唐津市呼子町小友 Ｈ15. 7.25

〃 大白木 ｢亥の子｣ さま 唐津市七山白木 Ｈ14. 6.21

〃 鬼じゃ鬼じゃ行事 唐津市十人町 Ｈ20. 4. 1

重要有形民俗文化財 唐津神祭行列図 唐津市西城内 (唐津神社) Ｓ47. 9. 1

〃 大洋寺の六地蔵塔 唐津市東十人町 (大洋寺) Ｓ47. 9. 1

〃 大石町の石造恵比寿像 唐津市大石町 Ｓ48.11.24

〃 浄泰寺の地獄極楽図 唐津市弓鷹町 (浄泰寺) Ｓ56. 7.26

〃 神田のカブカブ獅子 唐津市神田 (飯田観音堂) Ｓ60. 1.24

〃 星領浮立傘鉾掛布 唐津市厳木町星領 Ｈ16. 8.19

〃 石敢当 唐津市北波多下平野 Ｓ57. 9.17

〃 石灯籠 唐津市呼子町加部島 (田島神社) Ｈ16.12.24
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種 別 名 称 出 土 地 ・ 所 在 地 指定年月日

指
定
４
件

重 要 文 化 財 千々賀出土銅釧 大阪歴史博物館 Ｓ35. 6. 9

〃 肥前唐津桜馬場出土品 佐賀県立博物館 Ｓ32. 2.19

〃 絹本著色楊柳観音像 唐津市鏡神社 (佐賀県立博物館) Ｓ46. 6.22

〃 太刀 (銘備中国住人吉次) 唐津市呼子町加部島田島神社(佐賀県立博物館) Ｓ25. 8.29

県

指

定

９

件

重 要 文 化 財 鶴田家文書 (越前守前系) 唐津市東唐津 (佐賀県立博物館) Ｈ 9. 5. 9

〃 宇木鶴崎出土有柄銅剣 佐賀県立博物館 Ｓ56. 3.16

〃 田島遺跡出土日光鏡 佐賀県立博物館 Ｓ63. 4. 4

〃 せせり谷経塚出土品 佐賀県立博物館 Ｓ49. 2.25

〃 牡丹文鎗金合子 唐津市十人町少林寺(佐賀県立博物館) Ｈ11. 5.10

〃 徳須恵遺跡出土銅鉾 唐津市教育委員会 (佐賀県立博物館) Ｓ58. 3.22

〃 宇木汲田遺跡出土遺物 佐賀県立博物館 Ｈ17. 3.30

〃 古園遺跡経塚出土遺物 佐賀県教育委員会 Ｈ26. 4.25

〃 中原遺跡出土木簡と土師器相模型模倣杯 佐賀県 Ｈ30. 4.13

市
指
定

重 要 文 化 財 波多三河守親直筆文書 唐津市教育委員会 (佐賀県立博物館) Ｓ60. 4. 1

種 別 名 称 出 土 地 ・ 所 在 地 指定年月日

登録有形文化財 (建造物) 竹屋 唐津市中町 Ｈ10. 7.23

〃 旧杵島炭鉱大鶴鉱業所第二坑口 唐津市肥前町入野 Ｈ16. 6. 9

〃 医王寺本堂 唐津市相知町黒岩 Ｈ22. 9.10

〃 医王寺山門 唐津市相知町黒岩 Ｈ22. 9.10

〃 旧村上歯科医院 (中町カーサ) 唐津市中町 Ｈ26. 4.25

〃 町家カフェぜん 唐津市坊主町 Ｈ26. 4.25

〃 旅館綿屋本館 唐津市大名小路 Ｈ26. 4.25

〃 旅館綿屋洋館 唐津市大名小路 Ｈ26. 4.25

〃 大谷川隧道 唐津市千々賀 Ｈ29. 6.28

〃 水野旅館 観風亭 唐津市東城内 Ｈ29.10.27

〃 水野旅館 門 唐津市東城内 Ｈ29.10.27

〃 草伝社 (旧井手家住宅) 店舗兼主屋 唐津市北波多徳須恵 Ｈ31. 9.10

〃 草伝社 (旧井手家住宅) 倉庫 唐津市北波多徳須恵 Ｈ31. 9.10

〃 永井家住宅店舗兼主屋 唐津市呼子町呼子 Ｒ 3. 2. 4

名 称 所 在 地 選択年月日

呼子の大綱引き 唐津市呼子町呼子 Ｈ15. 2.20
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第１集 久里大牟田遺跡
第２集 柏崎松本遺跡
第３集 巡見道遺跡
第４集 上場遺跡
第５集 菜 畑
第６集 柏崎小長崎遺跡
第７集 後川内遺跡
第８集 後川内遺跡群 (Ⅱ)
第９集 コクダシ遺跡
第��集 西浦遺跡
第��集 菅牟田黒龍遺跡
第��集 小十・中尾二ツ枝概報
第��集 枝去木山中遺跡概報
第��集 湊中野遺跡
第��集 鏡神社経塚
第��集 見借遺跡群
第�	集 名場越後田遺跡
第�
集 中原遺跡
第��集 久里天園遺跡
第��集 双水柴山遺跡
第��集 宇木汲田遺跡概報
第��集 唐津市内遺跡確認調査 (1)
第��集 唐津市内遺跡確認調査 (2)
第��集 唐津城跡Ⅰ
第��集 笹ノ尾遺跡群
第��集 小十古窯跡
第�	集 宇木汲田遺跡概報
第�
集 唐津市内遺跡確認調査 (3)
第��集 唐津城跡Ⅱ
第��集 菅牟田遺跡群確認調査
第��集 馬部甚蔵山遺跡
第��集 十蓮 (Ⅱ) 遺跡
第��集 草履作遺跡 (Ⅰ)
第��集 草履作遺跡 (Ⅱ)
第��集 唐ノ川境遺跡
第��集 唐津市内遺跡確認調査 (4)
第�	集 唐津市内遺跡確認調査 (5)
第�
集 唐ノ川西ノ吹遺跡
第��集 枝去木山中遺跡
第��集 唐ノ川高峰遺跡 (Ⅰ)
第��集 唐津市内遺跡確認調査 (6)
第��集 竹木場前田遺跡 (1)
第��集 湊松本遺跡 (Ⅰ)
第��集 菅牟田西山遺跡 (Ⅰ)
第��集 山田団六遺跡 (Ⅰ)
第��集 千々賀古園遺跡
第�	集 中尾二ツ枝遺跡
第�
集 唐津市内遺跡確認調査 (7)
第��集 神田中村遺跡
第��集 中尾二ツ枝 (2)
第��集 久里双水古墳確認調査概要報告 (1)
第��集 唐津市内遺跡確認調査 (8)
第��集 久里双水古墳確認調査概要報告 (2)
第��集 十蓮Ⅱ遺跡
第��集 日ノ出松遺跡
第��集 唐津市内遺跡確認調査 (9)
第�	集 徳蔵谷遺跡 (1)
第�
集 高峰遺跡 (2)
第��集 久里双水古墳確認調査概要報告 (3)
第��集 梨川内村前遺跡 (1)
第��集 唐津市内遺跡確認調査 (10)
第��集 湊松本遺跡 (2)
第��集 徳蔵谷遺跡 (2)
第��集 青山城ほか中世山城

��
��
第��集 梨川内村前遺跡 (2)
第��集 雲透遺跡 (Ⅰ)
第�	集 枝去木山中遺跡 (Ⅱ)
第�
集 徳蔵谷遺跡 (3)
第��集 唐津市内遺跡確認調査 (11)
第	�集 唐津城跡 (Ⅲ)
第	�集 竹木場前田遺跡 (2)
第	�集 唐ノ川高峰遺跡 (3)
第	�集 菜畑内田遺跡 (1)
第	�集 唐ノ川丸尾・西ノ吹
第	�集 八幡溜第Ⅱ遺跡
第	�集 唐津市内遺跡確認調査 (12)
第		集 千々賀古園遺跡 (Ⅱ)
第	
集 佐志中通遺跡
第	�集 菅牟田西山・山田団六遺跡
第
�集 唐津市内遺跡確認調査 (13)
第
�集 唐津市内遺跡確認調査 (14)
第
�集 八幡溜第Ⅱ遺跡 (2)
第
�集 雲透遺跡 (Ⅱ)
第
�集 唐津市内遺跡確認調査 (15)
第
�集 菅牟田西山遺跡 (2)
第
�集 竹木場丹ノ木遺跡
第
	集 菜畑内田遺跡 (2)
第

集 唐津市内遺跡確認調査 (16)
第
�集 菅牟田荒谷遺跡 (1)
第��集 岸高Ⅱ遺跡
第��集 菅牟田西山 (3)
第��集 枝去木分校入口遺跡
第��集 菜畑内田遺跡 (3)
第��集 野原遺跡
第��集 久里双水古墳
第��集 菅牟田荒谷遺跡
第�	集 東山Ⅰ遺跡
第�
集 外原遺跡
第��集 衣干古墳群
第���集 半田新田遺跡
第���集 唐津市内遺跡確認調査 (17)
第���集 千々賀遺跡
第���集 川頭遺跡
第���集 佐志中通遺跡 (2)
第���集 天神ノ元遺跡
第���集 唐津市内遺跡確認調査 (18)
第��	集 唐津市内遺跡確認調査 (19)
第��
集 鶏ノ尾遺跡 (1)
第���集 鶏ノ尾遺跡 (2)
第���集 徳蔵谷遺跡 (4)
第���集 半田引地遺跡
第���集 唐津市内遺跡確認調査 (20)
第���集 天神ノ元遺跡 (2)
第���集 天神ノ元遺跡 (3)
第���集 枝去木山中遺跡 (Ⅲ)
第���集 枝去木山中遺跡 (Ⅳ)
第��	集 徳蔵谷遺跡 (5)
第��
集 菜畑内田遺跡 (4)
第���集 唐津市内遺跡確認調査 (21)
第���集 佐志中通遺跡 (3)
第���集 菜畑内田遺跡 (5)
第���集 川頭・半田引地遺跡
第���集 唐津城跡 (Ⅳ)
第���集 星賀城塞群Ⅰ
第���集 岸岳城跡Ⅱ
第���集 唐津市内遺跡確認調査 (22)
第��	集 汐入遺跡
第��
集 菜畑内田遺跡 (6)

��
��
第���集 中原遺跡 (2)
第���集 鎮西町内遺跡確認調査
第���集 獅子城跡Ⅱ
第���集 岸岳古窯跡群Ⅱ
第���集 唐津市内遺跡確認調査 (23)
第���集 葉山尻支石墓群 他
第���集 汐入遺跡 (2)
第���集 荒平遺跡
第��	集 道納屋窯跡
第��
集 平松窯跡
第���集 星賀城塞群Ⅱ
第���集 呼子町内遺跡発掘調査報告書
第���集 唐津市内遺跡確認調査 (24)
第���集 大谷窯跡
第���集 竹の下古墳群
第���集 半田大園遺跡
第���集 五反田松本遺跡
第���集 唐津市内遺跡確認調査 (25)
第��	集 桜馬場遺跡
第��
集 宇喜田秀家陣跡
第���集 呼子の大綱引き民俗文化財調査報告書
第���集 唐津曳山 記録保存報告書
第���集 唐津市内遺跡確認調査 (26)
第���集 星賀城塞群Ⅲ
第���集 獅子城跡Ⅲ
第���集 波多城跡
第���集 長部田城跡
第���集 唐津市内遺跡確認調査(27)
第��	集 桜馬場遺跡 (2)
第��
集 唐津城跡Ⅴ
第���集 岸岳古窯跡群Ⅲ
第���集 唐津市内遺跡確認調査(28)
第���集 唐津城跡Ⅵ
第���集 唐津市内遺跡確認調査(29)
第���集 宇木汲田遺跡
第���集 唐津城跡本丸１
第���集 唐津城跡Ⅶ
第���集 唐津市内遺跡確認調査(30)
第��	集 田中窯跡
第��
集 末盧国遺跡群 総括報告書
第���集 鵜殿石仏群保存対策調査報告書
第�	�集 唐津城跡本丸2
第�	�集 唐津市内遺跡確認調査(31)
第�	�集 谷口石切丁場跡
第�	�集 唐津城跡Ⅷ
第�	�集 唐津市内遺跡確認調査(32)
第�	�集 唐津市内遺跡確認調査(33)
第�	�集 唐津城跡Ⅸ
第�		集 唐津市内遺跡確認調査(34)
第�	
集 岸岳古窯跡群Ⅳ
第�	�集 唐津市内遺跡確認調査(35)
第�
�集 唐津城跡本丸3
第�
�集 唐津城跡 (10)
第�
�集 唐津市内遺跡確認調査(36)
第�
�集 谷口石切丁場跡
第�
�集 黒岩前田遺跡
第�
�集 唐津城下町跡1
第�
�集 唐津市内遺跡確認調査(37)
第�
	集 唐津城跡(11)
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名 称 公開の時期 (予定) 公開の場所 保存団体名 所在地

1 屋 形 石 山 笠 8月末の土･日曜日 屋形石一円 屋形石山笠 屋 形 石

2 湊 岡 山 笠 7月末の土･日曜日 湊岡疫神宮
～浜のお旅所 湊岡山笠保存会 湊 町

3 湊 祇 園 山 笠 7月末の土･日曜日 〃 湊祇園山笠会 〃

4 後川内子供浮立 6月中旬 後川内公民館 後川内子供浮立保存会 後 川 内

5 唐房千越祝い唄 11月中旬 唐房一円 唐房千越祝い唄 唐 房

6 唐房祇園山囃子 7月第2土･日曜日 区一円 唐房祇園山囃子保存会 唐 房

7 見 借 浮 立 11月(長松産業文化祭) 長松公民館 見借浮立 見 借

8 唐 津 曳 山 囃 子 10月9日初供日
1月12日囃子初め

唐津神社､
曳山展示場 唐津曳山囃子保存会 南 城 内

9 鏡 山 ば や し 10月第3土･日曜日 鏡神社 鏡山ばやし保存会 鏡

10 神田カブカブ獅子 11月3日 唐津神社 神田カブカブ獅子 神 田

11 浜 崎 祇 園 祭 7月海の日の次の土･
日曜日 諏訪神社前通り 浜崎祇園山笠振興会・浜崎祇

園山笠囃方会 浜玉町浜崎

12 鳥 巣 浮 立 旧暦8月25日 天満神社 鳥巣区 浜玉町鳥巣

13 広 瀬 浮 立 9月第2日曜､秋分の日 天山神社 広瀬浮立保存会 厳木町広瀬

14 天 川 浮 立 10月第2日曜日 若宮神社 天川浮立保存会 厳木町天川

15 星 領 浮 立 ― 藤原神社 星領浮立保存会 厳木町星領

16 鳥 越 浮 立 秋分の日 稲荷神社 鳥越浮立保存会 厳木町鳥越

17 相知くんち山笠・山 囃 子 10月第3金･土･日曜日 相知宿通り 相知町郷土芸能保存会
(山笠・山囃子部会) 相知町相知

18 相知くんち羽熊 〃 〃 相知町郷土芸能保存会
(羽熊部会) 〃

19 蕨 野 浮 立 秋分の日前後の日曜日 蕨野公民館 蕨野浮立保存会 相知町平山上

20 中 山 浮 立 ９月第3日曜日
10月第3土曜日

彦山神社､ 相知宿
通り 中山浮立保存会 相知町中山

21 大 野 大 黒 舞 10月第3金･土･日曜日 相知宿通り 大野大黒舞保存会 相知町大野

22 徳須恵ぎおん山ばやし 7月第4土･日曜日 徳須恵公民館 山ばやし保存会 北波多徳須恵

23 徳須恵ぎおん山笠 〃 〃 ぎおん山笠保存会 〃

24 星 賀 山 囃 子 10月下旬土･日曜日
(2～3年に１回) 星賀一円 星賀山囃子保存会 肥前町星賀

25 納 所 山 笠 9月下旬の土･日曜日
(2～3年に１回) 納所東､ 納所西 納所山笠保存会 肥前町納所

26 納 所 ガ メ 踊 り 9月下旬の土･日曜日 納所農漁民ｾﾝﾀｰ前 〃 〃

27 入 野 山 囃 子 10月上旬の土･日曜日
(2～3年に１回) 入野東､ 入野西 入野東山囃子保存会 肥前町入野

28 波戸海中綱引き 8月15日 鎮西町波戸 波戸区 鎮西町波戸

29 石 室 猪 の 子 11月第2土曜日 鎮西町石室 猪の子保存会 鎮西町石室

30 呼 子 大 綱 引 き 6月第1土･日曜日 三神社前 呼子大綱引振興会 呼子町呼子

31 小 友 祇 園 旧暦6月14日･15日 八坂神社､区一円 山笠保存会､ 青年会 呼子町小友

32 小 川 島 祇 園 7月中旬 区一円 小川島祇園 呼子町小川島

33 小 川 島 鯨 唄 特に定めていない 特に定めていない 小川島鯨骨切り唄子供保存会 〃

34 呼 子 ハ イ ヤ 節 特に定めていない 特に定めていない 呼子･加部島ハイヤ節復興会 呼子町呼子

35 大屋敷天衝舞浮立 旧暦8月25日前後 大屋敷秘密天満宮 大屋敷天衝舞浮立保存会 七 山 池 原

※公開の時期については各団体の事情により変動する場合があります｡ 令和３年度については公開が行われない行事もあります｡
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① 設置の趣旨

歴史民俗資料館は､ 明治41年三菱丸ノ内建築事務所で設計され､ 三菱合資会社長崎支店唐津出

張所として建設された木造洋風建築の貴重な歴史的建造物です｡ また､ 当時の建築顧問が唐津市

出身で､ 数々の明治建築物を残した曽禰達蔵でした｡

本館は､ 昭和55年２月に佐賀県重要文化財に指定され､ 建物の設計図やゆかりの人々の経歴や

業績､ 石炭港関係資料を展示しています｡

② 施設の概要

所 在 地 唐津市海岸通7181－2

建 設 年 明治41年

敷地面積 3�024�90㎡

建物面積 987�78㎡

内 訳 本 館 １階 453.85㎡

２階 453.85㎡

便所棟 55.70㎡

倉 庫 24.38㎡

そ の 他 昭和53年度調査復元のための大改修工事を実施

事業費 82,600千円

③ 展示内容

● 第１展示室

・唐津出身で､ 明治の建築界の二大巨頭といわれた曽禰達蔵と辰野金吾の経歴や実績について

・若き日の両氏と､ 後に総理大臣となった高橋是清との出会いと交友について

・三菱合資会社唐津支店本館の建築設計図

・本館周辺の風景の移り変わり

● 第２展示室

・唐津藩士木崎盛標の手になる ｢肥前国産物図考 (73歳の作)｣ 全８巻のうち､ 第７巻石炭の

採掘・選炭・川舟運搬の状況 (日本最古の石炭絵図)

・明治７年の借区開抗願 (県知事へ提出)､ 相知村商人 小松五平

・石炭採掘用具と石炭の分類

・唐津開港とその発展の歴史
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● 第３展示室

・唐津炭田 (炭鉱の分布図)

・唐津港の変遷 (写真と説明―明治・大正・昭和)

・鉄道沿線の風景今昔

● 会 議 室

・本館２階の東北隅にあり､ 調度品など往時の雰囲気を再現しています｡

・支店長以下幹部たちが､ 経営方針から運営上の諸問題までを決した部屋

● 資 料 室

・本館２階三室に､ 民俗資料の収蔵展示を行っています｡

④ 平成15年４月から休館
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① 設置の趣旨

市民が身近で文化を体験したり､ 活用できる文化活動の拠点としての複合施設です｡

歴史民俗資料室が併設され､ 気軽な生涯学習の場として利用されています｡

② 開 館 平成８年12月20日

③ 入館料及び利用時間

・歴史民俗資料室

入 館 料 無 料

開館時間 午前９時～午後５時

休 館 日 祝祭日

年末年始 (12月29日～１月３日)

・施 設 (メインホール､ リハーサル室､ 楽屋)

使用料金 使用室別､ 入場料別の使用料金制

開館時間 午前９時～午後10時

休 館 日 祝祭日

年末年始 (12月29日～１月３日)

④ 施設の概要

所 在 地 唐津市肥前町入野甲1700

建 設 年 平成７年～８年

敷地面積 33,690㎡

建物構造 鉄筋コンクリート３階建

床 面 積 2,355.10㎡

⑤ 事 業 費 1,296,072千円

⑥ 施設の内容

メインホール 客席605席

リハーサル室 １室

楽 屋 ２室

歴史民俗資料室
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町名 曳 山 名 称 製 作 年 町名 曳 山 名 称 製 作 年

刀 町 赤 獅 子 文政２年(1819年) 本 町 金 獅 子 弘化４年(1847年)

中 町 青 獅 子 文政７年(1824年) 木綿町 武 田 信 玄 の 兜 元治元年(1864年)

材木町 亀 と 浦 島 太 郎 天保12年(1841年) 平野町 上 杉 謙 信 の 兜 明治２年(1869年)

呉服町 源 義 経 の 兜 天保15年(1844年) 米屋町 酒呑童子と
源頼光の兜 明治２年(1869年)

魚屋町 鯛 弘化２年(1845年) 京 町 珠 取 獅 子 明治８年(1875年)

大石町 鳳 凰 丸 弘化３年(1846年) 水主町 鯱 明治９年(1876年)

新 町 飛 龍 弘化３年(1846年) 江川町 七 宝 丸 明治９年(1876年)
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① 設置の趣旨

毎年11月２日の宵曳山
よいや ま

にはじまり､ ３日と４日の唐津くんち (唐津神社秋季例大祭) には､ 笛､

鐘､ 太鼓のはやしも賑やかに､ 14台の曳
や

山
ま

が法被姿の氏子たちによって旧城下町を巡行します｡

京都の祇園山鉾に趣向を凝らしたものだといわれる曳
や

山
ま

は､ 文政年間､ 1819年完成の一番曳
や

山
ま

赤獅子の後､ 絢爛豪華な作りの15台の曳
や

山
ま

が作られ､ 現在残っている14台がそろって展示されて

います｡

② 所 在 地 唐津市西城内6－33 (電話0955－73－4361)
※建替えによる閉館に伴い今年度中に移転予定

③ 竣 工 日 昭和45年９月30日

④ 休 館 日 12月29日～１月３日

⑤ 開館時間 午前９時～午後５時

⑥ 入 場 料 一般 (15才以上) 310円､ 小・中学生 150円､ 団体20人以上２割引
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① 設置の趣旨

古代の森会館は､ 貴重な歴史的資料を収集､ 整理し､ 永久保存を図るとともに､ 調査研究の成

果を一般に公開し､ 多くの皆さんに郷土の歴史の理解と認識を深めていただくための施設です｡

② 開 館 昭和60年２月１日

③ 展示場観覧料及び利用時間

観 覧 料 一般 (15才以上) 100円､

小・中学生 50円､

団体20人以上２割引

開館時間 午前９時～午後５時

休 館 日 月曜日

(月曜日が祝祭日の場合は火曜日)

年末年始 (12月29日～１月３日)

④ 施設の概要

所 在 地 唐津市鏡1826－2 (電話0955－77－0510)

建設年度 昭和59年度

敷地面積 1,598.89㎡

建物面積 1,664.10㎡

本 館 棟 鉄筋コンクリート造 ２階建 1,613.70㎡ (１階 833.25㎡ ２階 780.45㎡ )

機 械 室 鉄筋コンクリート造 平屋建 50.40㎡

事 業 費 425,671千円

⑤ 展 示 内 容

● 旧石器時代 (先土器時代) 《人類の誕生と狩猟社会のはじまり》

ナイフ形石器､ 台形石器､ 石核､ 細石器ほか

[枝去木山中､ 中尾二ツ枝遺跡などから出土]

● 縄文時代 《土器の発明と狩猟社会の展開》

土器､ 石器 (石斧､ 石鏃など) 骨角器 (釣針など) ほか

[徳蔵谷遺跡などから出土]

● 弥生時代 《稲作の開始と大陸文化の流入》

青銅器､ 鉄器､ 炭化米､ 農具､ 甕棺､ 装身具ほか

[宇木汲田遺跡などから出土]

● 古墳時代 《古墳の造営と古代国家形成への動き》

鉄器､ 土師器､ 須恵器ほか

[双水､ 中原遺跡などから出土]

● 古代・中世・近世 《国家の整備と武家社会の展開》

土師器､ 陶磁器ほか

[鏡神社､ 唐津城跡､ 小十窯跡などから出土]
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① 設置の趣旨

末盧館は､ 日本最古の稲作遺跡である菜畑遺跡を顕彰するために､ 林野庁のモデル木造施設建

設事業 (木材の需要拡大) 並びに国土庁の地域行動推進事業の指定を受け設置した歴史資料展示

館です｡

建物は､ 古代の高床倉庫をイメージして建設し､ 展示室には日本稲作発祥の地＝菜畑遺跡＝の

遺物等を展示しています｡

遺跡公園には､ 縄文時代晩期 (今から2500年～2600年前) の日本最古の稲作のムラの竪穴式

住居､ 日本最古の水田及び縄文の森があり､ 菜畑遺跡の当時の様子を復元しています｡

出会いふれあいの広場は､ 市民がくつろぎ､ 語りあえる広場となっています｡

② 開 館 平成２年10月１日

③ 展示館入館料及び利用時間

入 館 料 一般 (15才以上) 210円､ 小・中学生 100円､ 団体20人以上２割引

開館時間 午前９時～午後５時

休 館 日 月曜日 (月曜日が祝祭日の場合は火曜日)

年末年始 (12月29日～１月３日)

④ 施設の概要

所 在 地 唐津市菜畑

(電話0955－73－3673)

建設年度 平成元年度

敷地面積 6,323.00㎡

建物面積 721.17㎡

内 訳 １ 階 248.00㎡

２ 階 390.30㎡

そ の 他 36.61㎡

屋 外 便 所 18.00㎡

竪穴式住居 28.26㎡

事業費 662,844千円

(うち補助金112,000千円)

内 訳 末 盧 館 267,601千円

遺跡公園等 395,243千円

⑤ 常設展示内容

○菜畑遺跡の発見について

発掘調査とは､ きっかけ､ 調査､ 整備

○世界の稲作と伝播

世界の米生産､ 明治期の在来種､ 稲の原産地､ 古代稲の種類､ 農耕タイプ､ 伝播経路
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○日本最古の稲作跡

菜畑のムラ (地形模型)､ 炭化米と水田

農具 (石包丁､ クワ､ エブリ､ 竪杵､ カマ)

食事と食器 (カメ､ ツボ､ 高杯､ スプーン､ フォーク)

○菜畑のムラの産業

畜産 (ブタ)､ 畑作 (アワ､ オオムギ､ ソバ)

狩猟 (イノシシ､ シカ､ テン､ 犬､ 石鏃､ 弓､ 石匙)

採集 (クルミ､ シイ､ 石皿)

漁撈 (つりばり､ もり､ クジラ､ サメ)

○まつりとすまい

まつり (彩文壷､ ブタ顎骨)､ すまい (竪穴式住居)

倉庫 (高床式倉庫､ 貯蔵用の壷､ 鉢)

○木工技術ほか

木工技術 (石斧､ 手斧､ ノミ)

その他の技術 (織物､ 漆器､ 装身具)

○竪穴式住居ジオラマ 稲作伝来当時のくらしのようすを再現しています｡

⑥ 特別展示と出会いふれあいの広場イベント

末盧館１階特別展示室を中心に､ 菜畑遺跡や末盧国に関する特別展を開催し､ 新しい情報を提

供しています｡

出会いふれあい広場の復元水田では ｢日本稲作発祥祭｣ として､ 毎年５月～６月に ｢田植え祭｣､

10月～11月に ｢収穫祭｣ を実施しています｡

これは､ 当時の衣服である貫頭衣と道具を使い､ 古代米田植えと収穫を再現しています｡
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① 設置の趣旨

平成21年度から､ 地上１階の一部が曳山の修理場として整備され､ 市民や唐津市を訪れた観光

客に公開されています｡ また地下１階には､ 唐津市内の遺跡から出土した文化財が分類・整理収

蔵されています｡

② 開 館 平成６年11月１日

③ 入館料及び利用時間

入 館 料 無 料

開館時間 午前９時～午後５時

休 館 日 月曜日

(月曜日が祝祭日の場合は火曜日)

年末年始(12月29日～１月３日)

④ 施設の概要

所 在 地 唐津市北城内１－８

建 設 年 平成５年～６年､ 平成26・27 (曳山の蔵)

敷地面積 1,394.26㎡

建物構造 鉄筋コンクリート造 (一部鉄骨造) 地下１階平屋建

延床面積 907.89㎡

内 訳 地上１階 584.25㎡

地下１階 323.64㎡

建築面積 662.75㎡

⑤ 事 業 費 646,098千円

⑥ 収蔵展示内容

● 地上１階 ・曳山修理公開施設

・休憩所､ 特産品コーナー

・出土資料の展示

● 地下１階 ・出土資料の収蔵

・出土資料の保管
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① 概 要

旧高取家住宅は､ 炭鉱主 (杵島炭鉱など)として成功した高取伊好 (たかとりこれよし：1850

～1927) の旧宅です｡

平成６年～平成７年に国の近代和風建築総合調査でその重要性が確認され､ 平成10年12月に国

の重要文化財の指定を受けました｡ その間､ 建物の歴史的価値の保存を理解された高取家より建

物の寄贈を受け､ 平成９年度には緊急の屋根葺替工事､ さらに平成13年度から平成17年度にかけ

て､ 文化庁の指導のもと､ 修復・復原工事を行い､ 建物の規模が最大になった昭和初期の状態に

復原されました｡

建物は､ 和風を基調としながら居室棟に洋間を持つなど同時代の邸宅の特色を備える一方､ 大

広間棟に能舞台を設けるなど他に類を見ない構成を持つ点に特徴があります｡ くわえて､ 杉戸絵､

欄間等の各部の意匠は優れたものがあります｡

また､ 居室棟の周りには､ 土蔵をはじめ食料庫､ 使用人湯殿､ 家族湯殿､ 貯蔵庫 (ワインセラー)

等の付属棟が残り､ 当時の生活の様子を知ることができます｡

② 開 館 日 平成19年４月１日

③ 入館料及び利用時間

入 館 料 一般 (15才以上) 520円､ 小・中学生 260円､ 団体20人以上２割引

開館時間 午前９時30分～午後５時 (入館は午後４時30分まで)

休 館 日 月曜日 (月曜日が祝日の場合は火曜日)

年末年始 (12月29日～１月３日)

④ 施設の概要

所 在 地 唐津市北城内５－40

建築年代 明治38年

敷地面積 7,610.29㎡

建物面積 1,990.03㎡

内 訳 主 屋 棟 1,592.40㎡

土 蔵 281.17㎡

食 料 庫 14.72㎡

使用人湯殿 24.01㎡

家 族 湯 殿 31.91㎡

貯 蔵 庫 (ワインセラー) 45.82㎡

⑤ そ の 他

土蔵１階を ｢土蔵ギャラリー｣ として整備し､ 石炭と唐津のかかわりや高取伊好についての展

示を行っています｡
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① 概 要

旧中尾家住宅は､ 江戸時代に鯨組主として巨万の富を築いた中尾家の屋敷として建てられた建

物です｡ 特に主屋は､ 当時の姿をよく残しており､ 佐賀県の重要文化財に指定されているほか､

佐賀県が認定した ｢22世紀に残す佐賀県遺産｣､ 唐津市の景観重要建造物に指定されています｡

主屋棟が建築された年代ははっきりしませんが､ 天保11年 (1840年) に描かれた ｢小川嶋鯨鯢

合戦図｣ にすでに描かれており､ それ以前に建築されたことがわかります｡ さらに建物解体の際､

建築年代が天明３年 (1783年) と判明した観濤閣よりも以前に建てられたと考えられることから､

主屋の建築年代は18世紀の前～中期にさかのぼると思われます｡

② 開 館 日 平成23年４月24日

③ 入館料及び利用時間

入 館 料 一般 (15才以上) 210円､ 小・中学生 100円､ 団体20人以上２割引

開館時間 午前９時～午後５時 (入館は午後４時30分まで)

休 館 日 水曜日 (水曜日が祝日の場合はその翌日)

年末年始 (12月29日～１月３日)

④ 施設の概要

所 在 地 唐津市呼子町呼子3750番地3

敷地面積 1,474.42㎡

建物面積 1,129.48㎡

内 訳 主 屋 374.260㎡

勘 定 場 372.979㎡

角 倉 137.003㎡

離れ座敷 92.773㎡

裏 二 階 92.645㎡

⑤ そ の 他

勘定場には展示スペースを設けており､ 中尾家を中心とした捕鯨業の歴史を紹介しています｡
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① 概 要

周囲１㎞､ 面積4.3ha､ 海抜43ｍの満島山山頂にそびえる現在の天守閣は､ 寺沢時代の天守台

に慶長様式を取り入れ､ 文化観光施設として昭和41年10月に完成したものです｡

天守閣は､ 五層五階､ 地下１階で､ 郷土博物館､ 展望所等があり､ 展望所からは松浦潟の全景

が一望に納められます｡

また､ 唐津城は､ 天守閣を中心に左右に広がる松原が､ 鶴が翼を広げた形に似ていることから､

別名舞鶴城ともいわれ､ 観光唐津のシンボルとして皆様に親しまれ見学されています｡

② 所 在 地 唐津市東城内

③ 構 造 鉄筋コンクリート (屋根：日本瓦葺)

④ 建 物 面 積 (延床面積) 1,329.16㎡

⑤ 事 業 年 度 昭和40年～41年度

⑥ 事 業 費 148,553千円

⑦ 天守閣入場料及び開館時間

入 場 料 一般 (15才以上) 500円､

小・中学生 250円､ 団体20人以上２割引

開館時間 午前９時～午後５時

休 館 日 年末 (12月29日～12月31日)
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① 設置の趣旨

浜玉市民センター・社会体育館・浜玉公民館の複合施設建設に伴い､ 浜玉公民館内に設けられ

ました｡ 浜玉町谷口に所在する谷口古墳石室の原寸大レプリカを中心に､ 浜玉地区の代表的な歴

史資料を展示しています｡

② 開 館 日 令和３年５月６日予定

③ 観覧料及び利用時間

観 覧 料 無料

開館時間 午前９時～午後６時

休 館 日 年末年始 (12月29日～１月３日)

④ 施設の概要

所 在 地 唐津市浜玉町浜崎１１５１－１

(浜玉公民館：電話0955－56－8315)

歴史資料室面積 53.5959㎡
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所管

項 目

所在地
施 設 名 (電 話)

開 館

年 月 日

構 造 等

構造

種別

敷 地
面 積

㎡

建 物
面 積

㎡

生
涯
学
習

文
化
財
課

歴史民俗資料館 唐津市海岸通7181－2 Ｓ54.10. 1
木造
２階建

3,024.90 987.78

文

化

振

興

課

肥 前 文 化 会 館
(歴史民俗資料室)

唐津市肥前町入野甲1700
Tel 54－0600

Ｈ 8.12.20
鉄筋
３階建

33,690.00 2,355.10

曳 山 展 示 場
唐津市西城内6－33

Tel 73－4361
Ｓ45.10.15

市民会館に併設
※建替えによる閉館に伴い
今年度中に移転予定

古 代 の 森 会 館
唐津市鏡1826－2

Tel 77－0510
Ｓ60. 2. 1

鉄筋
２階建

1,598.89 1,664.10

末 盧 館
唐津市菜畑3359－2

Tel 73－3673
Ｈ 2.10. 1

鉄筋
２階建

6,323.00 721.17

西 ノ 門 館
唐津市北城内1－8

Tel 75－3667
Ｈ 6.11. 1

鉄筋
地下１階
平屋建

1,394.26 763.91

旧 高 取 邸
唐津市北城内5－40

Tel 75－0289
Ｈ19. 4. 1

木造
２階建

7,610.29 1,990.03

鯨組主中尾家屋敷
唐津市呼子町呼子3750－3

Tel 82－0309
Ｈ23. 4.24

木造
２階建

1,474.42 1,129.48

観

光

課

唐 津 城
唐津市東城内8－1

Tel 72－5697
Ｓ41.10.

鉄筋
５層５階
地下１階

43,000.00 1,329.16

浜
玉
市
民
セ
ン
タ
ー

産
業･

教
育
課

浜 玉 公 民 館
歴 史 資 料 室

唐津市浜玉町浜崎1151－1
Tel 56－8315

※Ｒ3.5.6
予定

浜玉公民館内に敷設

� � � � � �
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施 設 概 要 利 用 ・ 入 館 料 等 利 用 時 間 帯

旧三菱合資会社唐津支店本館
木造洋風
展示室３室他資料館

平成15年4月から休館

ホール 605席
歴史民俗資料室

使用室別､ 入場料別の使用料金制による｡
駐車台数100台｡

ホール 9：00～22：00
資料室 9：00～17：00まで
祝祭日と年末年始休館

常時､ 曳山 (14台) を展示
一般(15才以上) 310円､小･中学生 150円､
団体(20人以上2割引)

9：00～17：00
年末年始休館

旧石器時代から近世までの市
周辺の遺跡を展示
大小会議室設置

駐車台数40台
一般(15才以上) 100円､ 小･中学生 50円､
団体(20人以上2割引)
大会議室 5,090円

(午後5時以降2割増)
その他の会議室 2,030円

9：00～17：00
月曜日と年末年始休館

菜畑遺跡の遺物の展示
縄文の森､日本最古の水田復元
竪穴住居１基設置

一般(15才以上) 210円､小･中学生 100円､
団体(20人以上2割引)

9：00～17：00
月曜日と年末年始休館

曳山修理状況の公開
出土遺物等の展示
出土文化財管理センター

駐車台数 10台
入場無料

9：00～17：00
月曜日と年末年始休館

杵島炭鉱などの炭鉱主として
知られる高取伊好の邸宅
72枚の杉戸絵､ 欄間､ 大広間
に仕組まれた能舞台あり

一般(15才以上) 520円､小･中学生 260円､
団体(20人以上2割引)
音声ガイドシステム利用料300円
駐車台数89台

9：30～17：00
月曜日と年末年始休館

江戸時代鯨組主として栄えた
中尾家の屋敷 18世紀中頃に
建てられた町屋建築で､勘定
場には中尾家を中心とした捕
鯨業の展示あり

一般(15才以上) 210円､小･中学生 100円､
団体(20人以上2割引)

9：00～17：00
水曜日と年末年始休館

地階 ウェルカムフロア
１階 観光案内･体験フロア
２階 唐津の歴史フロア
３階 唐津の産業と唐津焼フロア
４階 交流・休憩フロア
５階 展望フロア

天守閣入場料
一般(15才以上) 500円､小･中学生 250円､
団体 (20人以上2割引)
※地階･１階無料

9：00～17：00
12／29～12／31 休館

谷口古墳石室レプリカ､ 山瀬
窯跡出土品などの展示

入場料無料
駐車台数 66台 (※浜玉市民センター・
浜玉公民館・社会体育館)

9：00～18：00
年末年始休室

令和３年５月１日現在
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近代図書館は､ 第２次唐津市総合計画の基本計画にある ｢生涯学習拠点としての機能充実と利用

拡大｣ を積極的に推進するとともに､ 多様化､ 高度化する市民ニーズに対応した図書館サービスを

目指します｡

また､ 美術ホールを持つ特色ある図書館として､ 市民に質の高い文化や芸術に親しめる機会を提

供する活動に積極的に取り組みます｡

� �	
���	
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重 点 目 標 重 点 項 目 区 分 具 体 的 施 策

生きがいのある

生涯学習環境の

整備・充実

図書館活動の充実 ①利用者の拡大

②読書活動の推進

及び普及活動

・図書､ 資料等の積極的収集・活用

・公民館文庫､ 学校文庫､ 団体文庫の充

実

・インターネットによる図書の検索､ 予

約サービスの提供

・読み聞かせなどによる子ども読書推進

活動の促進

・本が育む親子の絆事業の充実

・ブックスタート事業の充実

・絵本とこんにちは事業の充実

・相知図書館活動の充実

(３｢令和３年度図書館イベント等開催

計画｣ のとおり)

優れた芸術・文化

活動の推進

①特別展等の開催

②Kinto 市民美術

祭等の開催

・特別展等の開催

・市所蔵品展の開催

・Kinto市民美術祭団体展等の開催

・Kinto市民美術祭高校合同美術展等の

開催

・近図
きんと

プチこれくしょん､ 近図
きんと

ぎゃらりぃ

等の開催

(４｢令和３年度美術ホール展覧会等開

催計画｣ のとおり)
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会期 イベント等 入場料 備 考

５月１日 こどもの日おはなし会 (相知図書館) 無 料 おはなし会

５月５日 ５月５日は近代図書館へ行こう！ 無 料 おはなし会

７月17日 夏のおはなし会 (相知図書館) 無 料 おはなし会

８月19日 くら～いお部屋でおはなし会 無 料 おはなし会

10月１日～
10月７日 特別館内整理日

10月６日～
10月10日 特別館内整理日 (相知図書館)

10月中旬 読み聞かせ講習会 (仮) 無 料 講習会

11月中旬 近代図書館探検ツアー 無 料

11月中旬 リサイクルブックフェア (相知図書館) 無 料

12月18日 クリスマスおはなし会 (相知図書館) 無 料 おはなし会

12月19日 近代図書館でメリークリスマス！ 無 料 おはなし会

１月中旬 リサイクルブックフェア 無 料

○絵本の読み聞かせ (まつぼっくりなど) (ボ)【未定】

幼児向け 毎週土曜日 午後2時～2時30分

小学生向け 第1第2土曜日 午後2時30分～3時

○お話読み聞かせ会 (相) (ボ)

幼児､ 児童向け 第1第3土曜日 午後2時～2時30分

○ブックスタート･ぴよぴよ絵本の会読み聞かせ (ボ)

０歳児 毎月第2第4水曜日

○相知図書館だより (相) 年４回発行

○書庫ツアー

年2回開催 (5月・8月)

○図書配送センター

公民館文庫配本……年3回

(5月･9月･1月)

学校文庫配本………年3回

(7月･11月･3月)

団体文庫……………随時

Kintoもあブック……年3回

※ (相)は相知図書館 (ボ)はボランティア

※新型コロナウイルス感染症の影響で延期・中止になる場合があります｡
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会期 展 覧 会 名 入場料 分野 休館日

４/１～５/９ 唐津市所蔵品展①
図書館の小さな美術館 春､ゆるり ふるさとの絵とやきもの 無料 絵画

唐津焼

月曜日
4/7･29
5/4

５/20～５/30 第15回 Kinto市民美術祭
オープニング特別展 ＫＯＵＫＡＮ13 無料 絵画

写真 月曜日

６/２～６/６ 第15回 Kinto市民美術祭
ゴタール会絵画展 無料 絵画

６/９～６/13
【中止】

第15回 Kinto市民美術祭
唐津篆美会展 無料 書

６/16～６/20 第15回 Kinto市民美術祭
からつ写友会写真展 無料 写真

６/23～６/27
【中止】

第15回 Kinto市民美術祭
和美会絵画展 無料 絵画

６/30～７/４ 第15回 Kinto市民美術祭
一玄社書展 無料 書

７/13～７/25 第34回 工芸美術 知新会展 無料 工芸 月曜日
7/22･23

８/中～９/下 唐津市所蔵品展②
没後20年 森通展 (仮称) 無料 絵画 月曜日

9/1･23

11/６～12/５ 特別展
佐賀県立博物館･美術館コレクションⅠ･絵画 (仮称)

･一般 300円
･唐津市内の75歳
以上の人150円
･高校生以下の人
は無料
･障がい者手帳を
持っている人と
同行者1人は無料

絵画 月曜日

１/４～１/30 特別展佐賀県立博物館･美術館コレクションⅡ･陶芸 (仮称) 陶芸 1/17･24

２/６～２/13 第15回 Kinto市民美術祭
第30回 唐松･伊万里地区高等学校合同美術作品展 無料 絵画等

月曜日
祝日
館内整理日
12/29～1/3

２/20～２/27 第15回 Kinto市民美術祭
第13回 佐賀県特別支援学校高等部ふれあい美術作品展 無料 絵画等

３/中～３/下 唐津市所蔵品展③ 無料 絵画等

４月～３月

近図プチこれくしょん
※ 1Fロビー･3F通路などで市所蔵品を展示予定

無料 絵画等
近図ぎゃらりぃ
※ 4Fロビーで児童生徒の作品を展示予定

※５月現在｡ 各展覧会の実施については､ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況により判断し､ 対応を決定｡
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① 所 在 地 唐津市新興町23番地 (JR唐津駅前)

② 敷地面積 4,461㎡

③ 施 設 建物 鉄筋コンクリート造 ４階建

延床面積 4,350.73㎡

広場 イベントステージ､ 虹の門､ 噴水

屋外便所他 1,900㎡

④ 事業年度 平成２年度～平成４年度

⑤ 事 業 費 2,722,095千円

用地取得費 1,147,000千円

工 事 費 1,492,299千円 (設計費含む)

初年備品費 82,796千円

(財 源)

地 方 債 1,752,500千円 (自治省 ｢地域づくり推進事業｣ 指定)

基 金 116,176千円

一 般 財 源 853,419千円

⑥ 開 館 平成４年11月８日

	
�� �

唐津市における最初の図書館は明治43年東松浦郡教育図書館として創設され､ 大正15年唐津町

図書館､ ついで昭和７年市制施行により唐津市図書館となりました｡ 昭和45年には西城内に新設

移転を行いましたが､ 築後20年を経過､ 図書館業務の伸展と施設の老朽化とともに新しい図書館

施設の必要が生じたため､ 市の中心部JR唐津駅前に新館を建設､ 名称を唐津市近代図書館とい

たしました｡

平成17年１月市町村合併に伴い､ 学校図書館等の支援のため図書配送センターを設置し､ 相知

図書館､ 公民館図書室を広域ネットワークで結び､ 図書の貸出・返却ができるようにしました｡

平成19年４月１日から､ ４階研修室を改修して子どもコーナーを設置しました｡

平成20年４月､ 子どもの読書推進を図るために､ ｢唐津市子ども読書活動推進計画｣ を策定し

ました｡

平成21年９月30日から､ ブックスタート事業を開始しました｡

平成22年､ 唐津の図書館は百周年を迎えました｡

平成25年５月､ ｢唐津市子ども読書活動推進計画 (第２次)｣ を策定しました｡

平成27年９月､ 美術ホールが利用できるように､ 近代図書館条例等を一部改正しました｡

平成28年７月から､ 子どもコーナー平日開館時間を１時間延長しました｡

平成29年､ 唐津市近代図書館は開館25周年を迎えました｡

平成30年９月27日から､ 絵本とこんにちは事業を開始しました｡

平成30年９月､ ｢唐津市図書サービス計画｣ を策定しました｡

平成31年４月､ 図書配送センターが､ 旧唐津赤十字病院跡地 (二タ子) に移転しました｡

令和２年３月､ ｢唐津市子ども読書活動推進計画 (第３次)｣ を策定しました｡

令和２年３月､ ｢唐津市図書サービス計画｣ を一部改定しました｡

令和３年３月､ ｢唐津市図書サービス計画｣ を一部改定しました｡
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① 開館時間 平日 (一般コーナー・子どもコーナー) 午前10時～午後７時

土・日・こどもの日・美術ホール 午前10時～午後６時

② 休 館 日 毎週月曜日､ 祝日 (こどもの日は開館)､ 年末年始 (12/29～１/３)

館内整理日 毎月第１水曜日 (祝日と重なるときは第２水曜日)

特別整理期間 ７日間 (毎年７日以内で教育長が定める期間)

③ 図 書 館 貸 出 ・市内及び玄海町在住の人

・市内に通勤通学の人

１人10冊まで､２週間以内 (視聴覚資料1人2点まで､ 2週間以内)

蔵 書 冊 数 約387,000冊

うち児童図書 約145,000冊

雑誌 150誌 新聞14紙

一般コーナー (２階) 670㎡ 95席

子どもコーナー (４階) 285㎡ 45席

読み聞かせコーナー 『おはなしのへや』 を設置 約12畳

閉架書庫 (３階) 378㎡

ビデオルーム (３階) 92㎡ 36席

④ 美術ホール (１階)

面 積 315㎡

エアタイト式展示ケース

1.38×6.2ｍ､ 0.72×5.5・6.0・9.7ｍ

可動式展示パネル

1.7ｍ幅14枚､ 1.2ｍ幅１枚

収 蔵 庫 53㎡

完全密閉型､ 間接空調方式

⑤ 研 修 室 (３・４階)

会 議 室 (４階) テーブル・椅子 40人定員

学 習 室 (４階) 〃 32人定員

会 議 室 (３階) 〃 20人定員

相 談 室 (４階) 〃 10人定員

ロ ビ ー 211㎡

⑥ ボランティア活動

� 近代図書館友の会

近代図書館のサポート並びに協働を目指す団体 (平成16年４月設立)

� おはなし会 (毎週土曜日)

グループ ｢まつぼっくり｣ 会員と図書館職員による､ 童話・絵本の読み聞かせを行って

います｡ (平成４年から)

� ぴよぴよ絵本の会

本が育む親子の絆事業実行委員会として保健センター・近代図書館で､ ブックスタート

の趣旨普及活動を行っています｡ (平成14年から)

� 古文書研修同好会

近代図書館所蔵の古文書の整理､ 解読､ 研修会の開催 (平成12年から)
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※ほか近代図書館ネットワークシステムによる貸出数 (個人14,220冊､ 団体1,217冊あり)
相互貸借 706冊あり

区 分
本 館 図書配送センター(団体) 合 計

資 料 数 構成比 資 料 数 構成比 資 料 数 構成比
総 記 6�531 冊 2�5 ％ 510 冊 0�4 ％ 7�041 冊 1�8 ％

哲 学 5�154 1�9 670 0�6 5�824 1�5
歴 史 ・ 地 理 18�470 6�9 2�459 2�0 20�929 5�4
社 会 科 学 21�961 8�2 3�070 2�5 25�031 6�5
自 然 科 学 10�069 3�8 2�374 2�0 12�443 3�2
工 学 ・ 家 政 11�940 4�5 6�322 5�2 18�262 4�7
産 業 6�452 2�4 1�758 1�5 8�210 2�1
芸 術 19�817 7�4 3�853 3�2 23�670 6�1
語 学 2�873 1�1 478 0�4 3�351 0�9
文 学 62�613 23�5 18�337 15�1 80�950 20�9
大 活 字 2�336 0�9 0 0�0 2�336 0�6
郷 土 資 料 17�561 6�6 0 0�0 17�561 4�5
児 童 図 書 61�992 23�3 81�408 67�1 143�400 37�0
紙 芝 居 1�910 0�7 0 0�0 1�910 0�5

� � ������� ���� 	�	���� 	

�
 ��
��	� ����

Ａ Ｖ 資 料 6�371 2�4 0 0�0 6�371 1�6
録 音 図 書 708 0�3 0 0�0 708 0�2
雑 誌 9�394 3�5 0 0�0 9�394 2�4
そ の 他 64 0�0 0 0�0 64 0�0

� � �����	� 	

�
 	�	���� 	

�
 ������� 	

�


区 分
個 人 図書配送センター(団体) 合 計

資 料 数 構成比 資 料 数 構成比 資 料 数 構成比
総 記 1�787 冊 0�7 ％ 240 冊 0�4 ％ 2�027 冊 0�6 ％

哲 学 5�752 2�3 351 0�5 6�103 1�9
歴 史 ・ 地 理 6�885 2�7 746 1�2 7�631 2�4
社 会 科 学 9�509 3�7 1�147 1�8 10�656 3�3
自 然 科 学 8�188 3�2 868 1�4 9�056 2�8
工 学 ・ 家 政 19�844 7�8 3�016 4�7 22�860 7�2
産 業 3�820 1�5 920 1�4 4�740 1�5
芸 術 10�343 4�1 1�453 2�3 11�796 3�7
語 学 1�090 0�4 206 0�3 1�296 0�4
文 学 66�087 26�0 5�020 7�8 71�107 22�3
大 活 字 2�389 0�9 34 0�1 2�423 0�8
郷 土 資 料 8 0�0 76 0�1 84 0�0
児 童 図 書 98�456 38�8 49�882 77�7 148�338 46�6
紙 芝 居 2�516 1�0 194 0�3 2�710 0�9

� � ������� ���	 ���	�� ���� �

���� ����

Ａ Ｖ 資 料 2�228 0�9 0 0�0 2�228 0�7
録 音 図 書 157 0�1 0 0�0 157 0�0
雑 誌 14�910 5�9 47 0�1 14�957 4�7
そ の 他 110 0�0 3 0�0 113 0�0

� � ����
�� 	

�
 ����
� 	

�
 �	����� 	

�




� ������	
��
��������������
(人口は令和３年４月１日現在)
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※玄海町人口は､ 令和3年3月31日現在
※ほか､ 近代図書館ネットワークシステムによる利用人数 5,199人あり

校 区 名 延べ利用人数 � 人口 � 利用率�／� 利用率(Ｒ元年度)
久 里 1�866 人 3�645 人 51�2 ％ 62�3 ％

鏡 8�165 13�971 58�4 69�3
鬼 塚 2�770 6�274 44�2 56�7
高 島 2 212 0�9 2�4
東 唐 津 606 1�222 49�6 59�5
成 和 4�011 6�085 65�9 75�2
外 町 6�527 7�661 85�2 97�7
大 志 5�996 7�371 81�3 98�8
長 松 11�416 12�345 92�5 108�4
西 唐 津 3�202 5�714 56�0 66�7
竹 木 場 226 786 28�8 34�7
佐 志 2�532 6�064 41�8 58�3
大 良 78 733 10�6 16�3

湊 461 2�696 17�1 29�0
神 集 島 12 294 4�1 10�4

� ������ ������ ���� ����

浜 玉 町 3�239 11�504 28�2 30�0
厳 木 町 287 3�862 7�4 9�7
相 知 町 619 7�111 8�7 10�0
北 波 多 942 4�160 22�6 26�0
肥 前 町 691 6�380 10�8 15�1
鎮 西 町 626 5�195 12�1 13�9
呼 子 町 740 4�141 17�9 20�2
七 山 129 1�915 6�7 14�1

� ��	�� ���	�� 
��� 
���

� � � � ���
�� 

����
 ���	 ����

玄 海 町 188 5�352 3�5 4�7
県 内 218
県 外 123
そ の 他 0
� � �����	 
	�����

年 齢
年齢別延べ利用者数 唐津市年齢別人口 年齢別利用率
男 女 計 男 女 計 男 女 計

～ ６歳 1�420人 1�453人 2�873人 3�513人 3�250人 6�763人 40�4％ 44�7％ 42�5％

～１２歳 2�273 3�040 5�313 3�415 3�376 6�791 66�6 90�0 78�2
～１５歳 592 840 1�432 1�859 1�655 3�514 31�8 50�8 40�8
～１８歳 254 416 670 1�859 1�700 3�559 13�7 24�5 18�8
～２２歳 251 375 626 2�122 2�158 4�280 11�8 17�4 14�6
～３０歳 468 1�120 1�588 3�854 3�770 7�624 12�1 29�7 20�8
～４０歳 1�203 4�233 5�436 6�071 6�129 12�200 19�8 69�1 44�6
～５０歳 2�393 7�033 9�426 7�530 7�514 15�044 31�8 93�6 62�7
～６０歳 1�932 5�046 6�978 6�661 7�419 14�080 29�0 68�0 49�6
６１歳～ 9�323 11�478 20�801 19�375 26�111 45�486 48�1 44�0 45�7
� � 	��
�� ������ ���
�� ���	�� �����	 

����
 ���� ���� ���	
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年 度 開催日数 総入場者数 �日平均

令和�年度 ���日 ��,���人 ��人

令和元年度 �	�日 �
,��	人 	�人

展 覧 会 名 会 期 入場者数 備 考

唐津市所蔵品展 ①
図書館で見る海

	/�～	/��
(�	日間)

���人

第��回 Kinto市民美術祭
和美会絵画展

	/��～�/�
(�日間)


��人

第��回 Kinto市民美術祭
ゴタール会絵画展

�/�～�/�
(�日間)

���人

第��回 Kinto市民美術祭
からつ写友会写真展

�/��～�/��
(�日間)

���人

唐津市所蔵品展 ②
秋玲二さんと旅に出よう！

�/�～�
/�
(��日間)

���人
※�
/�は鬼塚中学校の
団体観覧対応

やきものさいこう 佐賀
佐賀県陶芸協会展

�
/�
～�
/��
(��日間)

�,��
人

唐津市所蔵品展 ③
没後�
年 熊川昭典展

��/��～��/�

(��日間)

���人

唐津市所蔵品展 ④
杉本好守 まなざしをたどる

��/��～�/��
(�
日間)

���人

第��回 Kinto市民美術祭
第��回 佐賀県特別支援学校高等部ふれあい美術作品展

�/
�～�/	
(�日間)

��	人

第��回 Kinto市民美術祭
第��回 唐松・伊万里地区高等学校合同美術作品展

�/��～�/��
(	日間)

�
�人

唐津市所蔵品展 ⑤
図書館の小さな美術館 春､ ゆるり ふるさとの絵とやきもの


/��～
/
�
(�
日間)

	�
人

���日間 	,���人 �
人／�日

��	
���
�������

近図プチこれくしょんvol.�

むかしの唐津を見てみよう！－のりもの､ いろいろ－

�/�～�/�	
(��日間)


,
�
人 写真�
枚を展示

近図プチこれくしょんvol.��
むかしの唐津を見てみよう！

�/�～
/
�
(��日間)

�,��
人 写真�	枚を展示

��
日間 �,��
人 

人／�日

各入場者数 各日数 総入場者数 総日数 �日平均

①展覧会(��回) 	,���人 ���日間
��,���人 ���日 ��人

②近図プチこれ(�回) �,��
人 ��
日間

����� !"#$%���� ��&'()*�

※１日平均の入場者数は小数点以下切上げ

※７月までに予定していた展覧会はすべて中止または延期｡ ７月以降､ 予定していた展覧会に加え､ 代替企画及び延期分を実施｡



�� �����	
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�

���� 
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① 所 在 地 唐津市相知町相知1959番地５

② 敷地面積 611.68㎡

③ 施設建物 鉄筋コンクリート造 ２階建

延床面積 535.5㎡ (１階313.5㎡ ２階222㎡)

④ 施設内容 １階 事務室､ 一般閲覧室､ 児童室､ ホール､ 書庫

２階 史料室､ 学習室､ 書庫､ ホール

⑤ 建物完成 昭和56年１月31日

⑥ 開 館 昭和56年４月

���� �

昭和25年相知町公民館建設｡ 事務所内に図書を備え､ 貸し出しを始めました｡ 昭和39年､ 公民

館は旧役場庁舎 (田端) に移転｡ 図書室を設置｡ 昭和47年､ 公民館は新設福祉センターに移転｡

図書室を設置｡ 昭和56年､ 現在の図書館が竣工｡ 平成17年４月､ 一般閲覧室を増築｡ また戸外の

緑陰読書コーナーも設置され､ 環境が整備されました｡ 平成26年12月には､ 佐賀県身近なユニバー

サルデザイン推進事業補助金を活用し､ 男女トイレの洋式化を図りました｡

令和３年４月､ 相知図書館は開館40周年を迎えました｡

���� � 
 �

① 開 館 時 間 午前10時～午後６時

② 休 館 日 毎週月曜日､ 祝日 (こどもの日は開館)､ 年末年始 (12月29日～１月３日)

館内整理日 毎月第１水曜日 (祝日と重なるときは第２水曜日)

特別整理期間 10月６日～10月10日

③ 図 書 館 貸 出 ・市内及び玄海町在住の人

・市内に通勤通学の人

・１人10冊まで､ ２週間以内

蔵書冊数 約 44,000冊 (うち児童図書 約 10,000冊)

④ 閲 覧 室 ・児童室 43㎡ (６席)

・一般閲覧室 167.5㎡ (44席)

⑤ その他の施設 ・書庫 46.4㎡

・史料室 108.6㎡

・学習室 27㎡ (12席)

・ホール他 143㎡

⑥ ボランティア活動

おはなし会 相知お話会 ｢虹のぽけっと｣ 会員と図書館職員による､ 絵本の読み聞かせ

を行っています｡
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(272日開館)

図書館見学

※ほか､ 団体貸出数 211冊あり

区 分 資 料 数 構成比

総 記 737 冊 1�7 ％

哲 学 1�252 2�8

歴 史 ・ 地 理 3�630 8�2

社 会 科 学 3�480 7�9

自 然 科 学 1�756 4�0

工 学 ・ 家 政 1�900 4�3

産 業 823 1�9

芸 術 2�751 6�2

語 学 549 1�2

文 学 13�460 30�5

大 活 字 30 0�1

郷 土 資 料 2�320 5�3

児 童 図 書 9�867 22�3

紙 芝 居 354 0�8

� � ������ ����

Ａ Ｖ 資 料 633 1�4

録 音 図 書 0 0�0

雑 誌 624 1�4

そ の 他 6 0�0

� � ������ �����

区 分 資 料 数 構成比

総 記 159 冊 0�5 ％

哲 学 467 1�3

歴 史 ・ 地 理 534 1�5

社 会 科 学 813 2�3

自 然 科 学 745 2�1

工 学 ・ 家 政 2�398 6�9

産 業 267 0�8

芸 術 1�169 3�4

語 学 102 0�3

文 学 11�615 33�5

大 活 字 23 0�1

郷 土 資 料 36 0�1

児 童 図 書 13�661 39�4

紙 芝 居 433 1�2

� � ������ ���	

Ａ Ｖ 資 料 132 0�4

録 音 図 書 0 0�0

雑 誌 2�103 6�1

そ の 他 11 0�0

� � ���

� �����

学校訪問

相互貸借 63冊あり



�������	
��
����
��������
����������
(人口は令和３年４月１日現在)
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※玄海町人口は､ 令和3年3月31日現在

校 区 名 延べ利用人数 � 人口 � 利用率�／� 利用率(Ｒ元年度)
久 里 377 人 3�645 人 10�3 ％ 9�0 ％

鏡 312 13�971 2�2 2�6
鬼 塚 294 6�274 4�7 3�6
高 島 0 212 0�0 0�0
東 唐 津 8 1�222 0�7 0�0
成 和 43 6�085 0�7 0�9
外 町 168 7�661 2�2 1�9
大 志 9 7�371 0�1 0�3
長 松 41 12�345 0�3 0�4
西 唐 津 3 5�714 0�1 0�0
竹 木 場 6 786 0�8 0�4
佐 志 1 6�064 0�0 0�0
大 良 0 733 0�0 0�0

湊 33 2�696 1�2 0�7
神 集 島 0 294 0�0 0�0

� ����� ������ ��� ��	

浜 玉 町 149 11�504 1�3 1�6
厳 木 町 854 3�862 22�1 22�1
相 知 町 5�112 7�111 71�9 78�0
北 波 多 173 4�160 4�2 6�6
肥 前 町 0 6�380 0�0 0�0
鎮 西 町 26 5�195 0�5 0�2
呼 子 町 2 4�141 0�0 0�2
七 山 0 1�915 0�0 0�0

� 	���	 

��	� �
�� ����

� � � � ��	�� �����
� 	�
 	��

玄 海 町 0 5�352 0�0 0�0
そ の 他 140
 � ����� ��
�	��

年 齢
年齢別延べ利用者数 唐津市年齢別人口 年齢別利用率
男 女 計 男 女 計 男 女 計

～ ６歳 183人 168人 351人 3�513人 3�250人 6�763人 5�2％ 5�2％ 5�2％

～１２歳 332 601 933 3�415 3�376 6�791 9�7 17�8 13�7
～１５歳 52 59 111 1�859 1�655 3�514 2�8 3�6 3�2
～１８歳 93 50 143 1�859 1�700 3�559 5�0 2�9 4�0
～２２歳 39 21 60 2�122 2�158 4�280 1�8 1�0 1�4
～３０歳 2 51 53 3�854 3�770 7�624 0�1 1�4 0�7
～４０歳 51 315 366 6�071 6�129 12�200 0�8 5�1 3�0
～５０歳 188 625 813 7�530 7�514 15�044 2�5 8�3 5�4
～６０歳 196 844 1�040 6�661 7�419 14�080 2�9 11�4 7�4
６１歳～ 1�782 1�959 3�741 19�375 26�111 45�486 9�2 7�5 8�2
 � �!��� 
!	�� �!	�� �	!��� 	�!��� ���!�
� �"� �"
 	"




― 107 ―



� ������	


� �
����	


― 107 ―

�������	
��
�

� �������

本地域は､ 市の東部に位置し福岡大都市圏からの

玄関口で､ 道路､ ＪＲなど交通利便性の高い地域で

あります｡

また､ 玄海国定公園の松浦潟に面し､ 椿山や万葉

の歴史をもつ鏡山などの山々に囲まれ､ 自然に恵ま

れた風光明媚なところであります｡

さらには､ 日本三大松原の一つである ｢虹の松原｣

があり4.5㎞に及ぶ白砂青松が続いています｡

本地域は､ 園芸農業を中心とした農業の盛んな町

です｡ 特にみかんの施設栽培は､ 早くから盛んで全

国に知られた佐賀県有数の先進的みかん生産地です｡

水産業では､ 車えびの養殖も行われています｡
��������	
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厳木では､ 小学生から高校生まで､ また地域との交流やふれあう機会として例年６月の ｢唐津

市教育の日｣ に併せ ｢厳木町教育フェスティバル｣ を開催しています｡

また､ 子どもの健やかな成長を図るため､ 厳木町幼保小中連絡協議会を設置し､ 幼児期から中

学校まで一貫性のある指導､ 教育の実現に向けて子どもに対する課題の検証や解決の方策を検討

しています｡

公民館活動も活発であり､ 町内小学生を対象とした ｢子ども教室｣ 等を開催し､ 体験などを通

し次世代を担う青少年育成に取り組んでいます｡

加えて､ 地区内の16分館 (自治公民館) に分館長を選任し､ 壮年部を中心に体育・文化面で活

動しています｡ 毎年１月に開催している厳木町公民館研究大会は50年以上続いており､ 地域の現

状や課題を厳木町全体の課題とし共有する場として取り組んでいます｡

� �
�����

本地域は､ 九州横断自動車道多久インターから多

久厳木有料道路のアクセスにより県外及び佐賀方面

からの玄関口にあたります｡

天山､ 作礼山等の県立自然公園､ 獅子城跡 (中世

山城跡)､ 奥平野湿原等貴重な自然､ 史跡等に恵ま

れています｡

また､ 集落が緑の奥深い山間地域に点在しており､

広瀬浮立・天川浮立・星領浮立・鳥越浮立が４地区

で受け継がれています｡
#$%&'()*+,

� �����

浜玉では､ 小中連携の取り組みとして､ 地元住民を中心とした講師を招き､ 学校の枠を超え

て全小学校５･６年生と中学校１年生が一緒に学ぶ ｢サ－クルクラブ活動｣ (21サークル) を行い

青少年育成に取り組んでおります｡

��������	��-./0123�
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作礼山・八幡岳・岸岳などの緑豊かな山系に抱か

れ､ ｢見帰りの滝｣ などの自然豊かな景勝地や､ 佐

賀県下で唯一､ 国の重要文化的景観に選定された石

積景観の棚田である ｢蕨野の棚田｣､ 県史跡の ｢鵜

殿石仏群｣ などを有し､ 自然や歴史､ 文化の恵みに

あふれた地域です｡

� �����

家庭､ 学校､ 地域社会のそれぞれが教育的役割を

発揮し､ その効果を高めていくため､ 三者が連携を

図り地域の教育力で教育的課題の解決を図っていま

す｡

������

①地域ぐるみの学校安全の推進

②人権・同和教育の推進

③公民館活動の充実

④文化の振興と伝統文化の継承

⑤社会教育活動の充実

⑥文化財等による地域づくり

�������	
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本地域は､ 四方を山に囲まれた盆地を

形成しています｡ また､ 上松浦党の盟主

である波多氏の居城であった岸岳城や唐

津焼発祥の地と称される岸岳古窯跡群

(国指定史跡) など歴史と文化に恵まれ

た地域です｡

主要産業は､ 農業及び窯業で､ 特に唐

津茶・唐津梨・唐津焼が特産品となって

います｡

� �����

豊かな自然の中で､ 地域の人材を生か

した焼き物体験学習や ｢北波多の教育を

語ろう会｣ による地域住民との懇談会の実施などにより､ 地域との連携を図り､ 地域ぐるみで子

どもたちを育む取り組みを進めています｡

社会教育の分野では､ 公民館活動が活発に行われています｡ 今年度からは､ 地域コミュニティ

の課題を解決するため､ 防災の観点から ｢館長の防災教室｣ を開催しています｡
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本地域は､ 松浦半島の西端に位置し､

リアス式海岸と台地からなり､ 棚田米､

いちごさん､ タマネギ､ 佐賀牛などの農

畜産物､ 牡蠣などの海産物が豊富で一次

産業が盛んな地域です｡ また､ 地域の特

性である自然を生かした太陽光､ 風力な

どの再生可能エネルギー基地としても注

目されています｡

� �����

本地域では､ 青少年の健全育成に繋げ

るために､ 自然とのふれあい体験を通じ

た環境保全の教育や異世代間交流を重要

と考え､ たくましいからつっ子育成事業において ｢肥前わんぱく塾｣ を､ また､ 異学年や他校､

地域の方との交流や体験活動を通して心豊かでたくましい子どもの育成を図るため､ 放課後子ど

も教室推進事業の一環として ｢肥前子ども教室｣ を開催しその推進を図っています｡
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本地域は､ 東松浦半島西北端に位置し､

半島北側に広がる玄界灘には､ 馬渡島・

松島・加唐島の３つの大小離島が浮かび

ます｡ 玄海国定公園の指定を受けている

美しい自然景観に恵まれた海浜､ 桃山文

化の歴史ロマン香る ｢特別史跡名護屋城

跡並びに陣跡｣ 等を有する他､ 新鮮な魚

介類や農畜産物にも恵まれており､ 農業

の振興を図るとともに自然環境や歴史等

を活かした､ 観光・交流による人情味と

郷土愛あふれる人の住むまちづくりを目

指しています｡

� �����

自然と歴史を活用した､ 体験学習を基本として､ 広い視野を身につける交流授業を取り入れ､

人情味あふれる人づくり教育を目指しています｡

①韓国との歴史・交流を活かした ｢小学生の韓国交流｣ 等の実施

②国特別史跡 ｢特別史跡名護屋城趾趾並びに陣跡｣ 等の保存整備及び活用

��������������
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本地域は､ 天然の良港を持ち大陸文化交流の
基地として､ 大陸文化の移入の歴史と共に､ 商
港､ 漁港及び避難港として海と共に生き､ 海と
共に育てられた古い歴史の港町です｡ この港町
には､ 恵まれた自然環境､ 港町の風景､ 新鮮な
魚介類､ 歴史が織りなす大陸文化などがあり､
｢水光呼子｣ というキャッチフレーズのもと観
光産業を発展させ､ 新鮮な魚介類や農産物を提
供する朝市やイカの活き造りは ｢呼子のイカ｣
として全国的に知られるようになり､ 多くの観
光客が訪れています｡

� �����

平成20年８月､ 施設一体型の小中一貫校教育として地元の産材の杉を使用した七山小中学校が

完成しました｡ 一貫性のある系統的な指導の実現に向けて､ 小・中学校の枠を越え､ 小中教職員､

地域住民一丸となり取り組んでいます｡

社会教育の分野では､ 小学生を対象にした ｢七山わんぱく塾｣ を開催し､ 自然とのふれあいや

自然景勝地のふるさと巡り及び体験学習などの事業を行っています｡

� �����

児童を対象に学校生活や家庭生活では体験することの少ない､ 集団による野外体験活動や郷土
の伝承芸能等を学び､ 他の地域との交流を図ることにより郷土の良さや､ 地域の自然を知り､ 自
然環境や人を大切にする心を育む取り組みを進めています｡ また､ 地域における団体活動のリー
ダー育成を図るさまざまな事業を行うことでたくましい人づくりを目指しています｡
特色のある事業としては､ 地域との交流により郷土の伝承芸能を学ぶ ｢小川島鯨骨切り唄子供
保存会｣ を支援するなど次世代へ継承する事業等を実施しています｡
また､ 婦人会が中心となって開く ｢子どもカフェ｣ と ｢放課後子ども教室｣ を同時開催するこ
とにより､ ボランティアで参加してくださる地域の方とふれあいながら､ 町内美化活動や釣り､
餅つきなどの野外活動を行っています｡
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本地域は､ 歴史を見つめてきた山々､ 川

のせせらぎ､ 人と自然の共存する特色ある

地域性を生かし､ 平成11年度に沸出した温

泉施設 ｢ななのゆ｣､ 昭和の時代に村の活

性化を促す地域振興事業のひとつとして生

まれた農産物販売所 ｢鳴神の庄｣､ 日本の

滝百選に選ばれた ｢観音の滝｣､ 九州の尾

瀬と称される ｢樫原湿原｣ があり､ 七山の

大地が育んだ自然の恵みが織り成す魅力あ

る地域として多くの人々が訪れています｡
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